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前説





「……よくわからない」

　十一月の朝は肌寒い。

　それはホームルーム十分前ですでに約四十名の生徒が集っている海み鳴なる場ば高校１年Ｃ組の教室でも例外ではない。やや手狭に感じる程度の人口密度では、そうそう気温に影響はないらしい。

　季節は一気に夏が終わり、冬が来た。秋はどうにも見当たらない。明日あたり雪が降ったとしても誰だれも不思議に思わないんじゃないだろうか、というぐらいに気温の低下がいちじるしかった。

「……よくわからない」

　無む垢くな少女はくりかえす。

　表情のとぼしい顔、やや小柄な体。それになにより、まるで彼女の周囲だけ空気が澄んでいるようにすら見えるほどにけがれのないその雰囲気。総じて『大人おとなしい』とか『神秘的』とか言うよりは、『神聖な』感じのする、無む垢くな少女だ。

　無垢な少女――藤ふじ紫むらさきは、最近冬服へと変わった暖かそうなブレザータイプの制服の、ややだぶついた袖そでの中に手をひっこめて、騒々しい教室全体を俯ふ瞰かんするように焦点をむすばずにながめて、

「藤紫は、『球技大会』というものに～、くわしくない」

「俺おれだってくわしくはないけど……」

　清きよ原はら凪なぎは苦笑いで応じる。

　その苦笑いには、『そんなことか』という安あん堵ども混じっていた。

　この藤紫という少女、いまいち何を考えているのかよくわからないのだ。

　そんな少女が朝のホームルームが十分後になった時に突然、席に着いていた凪の眼前に立ちはだかって、一分以上も沈黙したあと「よくわからない」などと言うものだから、どんな応えづらい質問をされるのか、と凪は身構えたものだが。

　藤紫のふった話題は、来週の球技大会についてだった。

　海み鳴なる場ば高校はとかくイベントの多い学校で、ほぼ毎月のように何かしらしている。それはあるいはこの高校の抱えているさる問題に起因する、『生徒に退屈を感じさせないように』という配慮なのかもしれない――色々事情を知った凪は、そのようにも考える。

　――この高校には、大勢の妖よう怪かいがいる。

　今、凪の目の前で首をかしげている藤紫も『天狗てんぐ』と呼ばれる妖怪だ。

　それから、こうして藤紫に対応している凪自身もまた、妖怪である。

『九尾の狐きつね』。

　尻尾しつぽの数で強さの決まる『妖よう狐こ』という種族において、二人といないであろう九つの尾を持つ大妖怪。

　他ほかにも教室を見回せばそこここに妖怪がいるが、この学校は決して『妖怪のみ』が通っている高校ではない。なので、妖怪たちは基本的に人間に偽装して学校生活を満喫している。

　それに、清原凪は、普通の人間でありたい。

　その想いは、凪のもとへ押しかけて今現在一緒に暮らしている幼い妖狐の、橘たちばなと出で逢あって、過ごしていくうちに変化こそしていったものの、根本的な部分では変わっていないのである。

　だから、清原凪は基本的に『人間らしく普通に』生きていこうと心掛けている。

「まあ、ほら、俺も今年が初めてだし。赤あか染ぞめあたりから説明があるんじゃないか？」

　言いながら、凪は少しだけ、『そう言えば、チャイム十分前なのに、まだ赤染が教室にいないな』と疑問に思った。

　赤染の性格をかんがみるかぎり、すでに教室にいるほうが自然なのだが……

「球技の大会、ということは――」

　藤ふじ紫むらさきが、なぜか教室の窓、その向こうを見ながら言う。

　つられて凪なぎもそちらを見るが、窓の向こうには、特に変わった景色はない。

　――つい先月、まだ二週間前だ。

　この高校のグラウンドで、凪は鬼と戦った。

　その時に負傷した右腕はもう治っているが、右腕以上に深刻な被害を負ったものがいくつもあった。それは、グラウンドであったり、校舎であったり、だ。

　もっとも、壊れた校舎はすでに戦いの翌日には綺き麗れいになっていたが。

　改めて『この高校は普通じゃないよな』と凪は思う。

「――蹴け鞠まりなど、するかんじ？」

「はい？」

　藤紫の発言に、凪は思わず素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　けれど藤紫は、

「よくわからない」

　とつぶやいて、

「藤紫の知る中で、もっともぽぴゅらーな球技は～、蹴鞠」

「……いや、授業でやった球技が中心なんじゃないかな」

　少なくとも蹴鞠はないだろう。

「でも、なぎ」

「……なんだ？」

「蹴鞠なら、授業でやった」

「え!?　なにやってんの体育教師!?」

「リフティング、という」

「ああいや、それは」

　蹴鞠なのだろうか。あと、それはサッカーの授業であってリフティングの授業ではないはずだが。

　凪は返答に窮する。というよりもさっさとこの話題を切り上げたかった。なんとなく空気がだらだらしているのだ。普段の藤紫ならひと言ふた言つぶやいてすぐに沈黙するのに、今日の藤紫はどういうわけか、蹴鞠の話題から離れようとしない。

「けれど、なぎの言い分もわかる。蹴鞠は、この時代ではあまり～知られてない、かんじ」

「まあ、そうだな……」

「そこで、藤紫は、天狗てんぐの叡えい智ちを結集して～、素晴らしい代案を思いついた」

「……どんな？」

　実はあんまり聞く気がおきなかったが、藤紫の視線からなんだか普段の彼女にはまったく見ることのできない『熱意』みたいなものが感じられたので、凪なぎは聞かないのも悪いかな、と思い、聞くことにした。このあたりの律儀さが凪の苦労症の原因なのだが、凪本人はあまり気付いていない。

　藤ふじ紫むらさきは静かだが熱い瞳ひとみで凪をとらえ、



「セパタクロー」



　重々しくつぶやいた。

「……悪い、藤紫。その競技はわからない」

「球技大会の競技として採用してもらえるよう、戦略も立てた」

　どん、とどこから取り出したのだろう、凪の机の上に置かれるＡ４用紙の束。その厚さおおよそ百枚分。小説であれば投稿できる分量である。

「そこで、藤紫はなぎに頼みがある。……いっしょうの、おねがい」

「……それはなんていうか、重そうだな」

　天狗てんぐの一生は、人間のそれに比べてはるかに長いのだ。

「藤紫は～、これを生徒会に持って行って、球技大会の競技にしてもらえるように～、申請する。……場合によっては、武力行使もじさない」

「……」

　藤紫の熱意がちょっと怖い。

「藤紫は、知ってる。ここの生徒会が～、妖よう怪かい関係の組織であることを」

「あんまりそういうの、人が多いところで言わないほうがいいんじゃないかな……」

　妖怪、とか。妖怪関係の組織、とか。そういうの。

「ていうか、生徒会のメンツってみんな、そうなんだ」

　もっとも、和泉いずみ恋れんという先輩、彼女がこの高校に通う妖怪たちを管理する組織の人間であり、なおかつ生徒会役員であることを考えれば、予想できない話ではなかった。

「……で、一生のお願いって？」

「藤紫は～、まだ、九月の騒動の時に藤紫に従った妖怪たちを、ひと声で動かせる」

「……」

『九月の騒動』とは、藤紫をはじめ、七十名の生徒がこの高校に集団転校してきた時、藤紫が妖怪をひきいて、人間社会へと復ふく讐しゆうしようとした話だ。

　どうにか凪や和泉の活躍で事なきを得たが、一歩間違えば、和泉は殺され、凪もあるいは死んでいたかもしれない。

　その時に藤紫が率いていた、妖怪たちの軍団。

　それをまだ、藤紫は動かせると言う。

「……それで？」

　不穏な話題に、凪なぎの声が知らず硬くなる。

　藤ふじ紫むらさきはしかしあまりにもいつもの調子のまま、

「藤紫は、もしセパタクローが競技として採用されなかった場合～、その妖よう怪かいたちを焚たきつけて、また世界征服？　とか目指してみる。その時、唯一の障害になるのが、なぎ」

「……」

「だから、なぎには、もし藤紫がなにかやっても、不可侵でいてもらいたい」

「……セパタクローのためにそこまでするのか」

　その熱意はむしろ応援してあげたい。

　けれど、

「でもさぁ、藤紫。そうなったら和泉いずみ先輩も困るし、俺おれも困るし――それに、おまえだって、きっと、のちのち困るだろ」

「セパタクローのためなら後悔しない」

　藤紫は純粋な瞳ひとみで凪を見て言う。

　その熱意は本当に、応援したいぐらいなのだが。

「でも、俺はもしそんなことになったら……ていうか、そんなことにならないように、止めるよ。だって友達が困るのをみすみす放置するのは、」

「人間として普通じゃない？」

「……そうそう」

　セリフをとられて凪は苦笑。

　藤紫は何を考えているかわからない無表情で、しばし凪をながめていたが、

「……よくわかった。セパタクローはあきらめる」

　どことなくしゅんとした顔で言って、それから席へと戻っていく。

　セパタクロー建白書（そうタイトルにあった）を凪の机の上に放置したまま。

　猛烈な罪悪感におそわれる凪だが、かけるべき声もないまま、藤紫を見送る。もっとも、藤紫の席は凪の隣なので、藤紫が席に戻ったところで距離は近い。なので居心地が非常に悪い。雰囲気的には完全に凪が悪者である。

　声をかけようか、今からでも『一緒に生徒会に頼みに行くぐらいはするよ』と言うべきか、しかしそもそもセパタクローってどんな競技か知らないしな――などと凪が葛藤していると、



　ガラリ。



　教室の前の扉が開き、赤あか染ぞめが現れる。

　赤あか染ぞめは凛り々りしい目つきをした、威圧感のある少女だ。その威圧感の構成要素は姿勢の良さが三割、言動が四割、目つきが三割、それから腕を組むポーズで強調された大きな胸が二割で、合計十二割、赤染さんは今日も威圧感１２０パーセントである。

　と、同時にチャイム。本来は担任教師が現れるべきタイミングなのだが、このクラスの担任教師は存在感がなさすぎて普段どうしていたかがまったく思い出せない凪なぎである。

　赤染さんの威圧感にクラス中が目を奪われ、次いで全員がバタバタと席に着く。その１年Ｃ組メンバーの行動は、鬼軍曹に訓練された新兵そのものだった。

「日直」

　赤染がそれだけつぶやくと、本日の日直である男子生徒が「はい！」と立ち上がり、起立、礼、着席、と号令。クラス中がそれに従う。勘違いのないように言っておくが、赤染はあくまで一生徒であり、教師ではない。

「ご苦労。じゃあお前ら、今日もうちの担任は職務放棄だから、仕方がないので私が朝のホームルームをやるけど。……まずはまた転校生が来たから、そいつの紹介から始める」

　入れ、と赤染は短く号令する。

　クラスの注目が、教室の前の扉に集まる。

　入って来た人物はやけに小柄だった。

　しっぽみたいなツインテール、にこにこと浮かべた笑顔、その口もとに見える八重歯。制服はスカートが異様に短く、はいているスパッツが見えている。

　なぜか首に鈴付きの首輪をつけた、その小柄な転校生は、高校生と言うよりは小学生にしか見えない。

「転校生、自己紹介を頼む」

　教卓の横まで来た小柄な転校生に、赤染はぶっきらぼうにうながす。

　転校生は天井知らずに明るい笑顔を浮かべたままうなずき、

「鵺ぬえでっす！」

　と、元気よく言ったあと、しばし沈黙して。

「あっ、えっと、そう、そう！　苗みよう字じね、苗字！　ありますよ苗字！　……ね、お姉さん、鵺の苗字なんでしたかねえ？」

「私が知るか」話をふられた赤染はややあきれている。「と言うかお前、理解し難がたいんだけど。私は同級生なんだから『お姉さん』はないだろう」

「ぬえー……苗字……あ、そうそう！　清きよ原はら！　そんな気がしますよう！」

「え？」

　凪が思わず驚いた声を出す。

「あ、ちが、これは九尾さんの苗字だったっけ――」

「……」

　――その言動に対する反応を、凪なぎはどうにか抑え込んだ。

『九尾さんの苗みよう字じ』。

　鵺ぬえというらしい少女は、確かにそう言った。

「ああそうそう！　源みなもと！　源鵺だけど、苗字で呼ばれてもあんまよくわかんないから、鵺です！」

「理解し難がたいんだけど。どうしたら自分の苗字を忘れられるわけ？」

「ぬえー……だってなれてないんですよぉう……」

「……まあ、事情は知らないけど。とにかくなんだ、お前の芸風はわかったが、他ほかに何かあるか？　趣味とか、特技とか」

「ああ、そうそう、鵺ね、忘れっぽいからみんなに覚えといてほしいんですけど」

　鵺は笑ったままクラスメイトになる少年少女たちの顔を見て、

「鵺は、九尾の狐の監視に来ました」

　それから――さきほど『清きよ原はら』と名乗った時に反応してしまったので、気付かれたのだろう――凪に視線を合わせて、

「これからよろしくお願いしますね！」

　そう、元気よく言い放った。



    

  
    
      
第一章　幼い狐きつねのその後





　　　１



　このまま一時間目が担任の古典授業となるはずがいつまでたっても担任が現れず、赤あか染ぞめが代わりに教卓のところに立ったまま球技大会の相談となった。

「……」

　凪なぎは、鵺ぬえを見ている。

　鵺は、とても楽しそうな顔で、黒板に文字を書く赤染を見ている。

　幼い顔立ちもあいまって、そこになんらかの『裏』があるようには、到底見えない。

　けれど鵺は、凪が『九尾の狐』であること、『清原凪』であること、さらにこの高校のこのクラスにいることを知ったうえで、ここにいることは、想像にかたくない。

　どんな目的を持っているのか――『監視』とは、本当に『監視だけ』なのか。

　疑念は尽きないが、凪は、慎重さと言うよりも恐怖から、自分から行動を起こすことはできなかった。

「さて、聞くといいよ馬ば鹿かども」

　バン！　と赤あか染ぞめが教卓を叩たたく音に凪なぎは反応して、鵺ぬえから視線を外す。

「知らないやつはいないと思うけど、球技大会が近い。競技は五つ、バスケ、バレー、テニス、サッカー、ソフトボールだ。もちろん優勝を狙ねらうわけだけど、そのためのチーム分けをしておきたい」

「……セパタクロー」

　凪の隣の席で、藤ふじ紫むらさきがやや悲しそうにつぶやいた。

　凪は苦笑いを浮かべて藤紫を見て、しかし藤紫がじっと黒板をながめているだけなので赤染に視線を戻す。

　目が合った。

「凪、お前は私とバスケだ」

「えっ!?　なんでいきなり!?」

　相談どころかくじ引きすらない、あまりに一方的な決定だった。

　しかも、清きよ原はら凪はとりたてて背が高かったり運動神経がよかったりすることのない、ごくごく普通の身体能力で過ごしている高校一年生なのである。

　なのにいきなり指名され、凪は驚くよりほかにない。

　しかし赤染は凪の驚きよう愕がくが不服らしく、露出した右のおでこをコツコツと人差し指で叩き、

「なんだわからないのか。凪、おまえはやはり度し難がたい馬鹿だな。いいか、一度だけ説明してやるからよく聞けよ。このクラスは、サッカー部が十人いて、野球部・ソフトボール部が合わせて七人いて、テニス部が三人いて、バレー部が四人いて、残りは文科系か、お前みたいにどこの部活にも所属していない人間だ」

「……調べたのか」

　ことイベント・お祭りごとにおける赤染の行動力および統率力は、あいかわらず目を見張るものがある。

「そういう人員配置なら、我ら１年Ｃ組はサッカーとソフトで勝ちに行くのは必然なんだけど。それと、テニスとバレーもそれぞれ部活に所属しているやつに人選を任せてある。そして凪、お前は余っている。以上がお前がバスケの選手に決定した理由だ。わかったか」

「このうえなくわかりやすかったです……」

　はっきり『余っている』と言われて、凪は苦笑いしかできない。

　赤染は「理解の早い馬鹿は嫌いじゃないよ」と少しだけ笑い、

「そういう理由でバスケは他ほかに、藤紫、一いち条じよう――」

「えっ？」

　思わず凪は後ろの席にいる一条を振り返った。

　一いち条じようは、坊主頭の、やたらガタイのいい男である。

　身長は凪なぎよりも頭一つ分高く、また無駄な脂肪などない鍛え抜かれた肉体の持ち主だ。事実腕力もあり器用でもあるらしく、体育の授業などではむやみやたらに活躍しているし、最近だと文化祭の時に出し物の内装の大道具仕事をほぼ一条が一人で終わらせたことなどが記憶に新しい。

　そんな一条が、凪と同じく『余り』だと言う。

「……？」

　凪と一条は顔を見合わせて同時に首をかしげた。

　一条は首をかしげてもまったくかわいくない。

　それはさておき凪や一条の不思議そうな視線を受け、赤あか染ぞめは右デコをコツコツと神経質そうに叩たたき、

「お前らは理解し難がたい馬ば鹿かどもだな。それともなにか、部員のいないバスケは捨てるとでも思っているのか？　そんな軟弱な考えなら死んだ方がいいよ。バスケは他たの競技と比べてテクニックの面でどうしても部員が出るクラスに劣るから、その体格・体力で圧倒できる一条を配置するのは自然な作戦だと思うんだけど」

「ああ、なるほど……」

　作戦うんぬんはよくわからない凪だが、赤染さんには負けるつもりがまったくないことは理解する凪である。

　ひょっとして赤染は球技大会まで特訓する予定をすでに立てていて、バスケのチームは精神的・肉体的な面で赤染の特訓に耐えられそうな人間が選ばれているんじゃないか――などと凪は思うが、どうにもその予想があんまりにも的を射ている気がして、苦笑いすらできなかった。

　赤染は右のおでこをコツコツと人差し指で叩き、

「そういうわけだから、この時期に転校してきた鵺ぬえもバスケのチームに入ってもらうけど。異論があるなら聞くだけは聞いてやるけど」

「ぬえー……よくわかんないけど異論とかないですよう？　あと鵺はですねえ、バスケのルールとかよくしんないんですよう。それでもいいですかねえ？」

「そんなくわしいルールを覚えておく必要性はないと思うけど。ともかく、異論はなかったということで」

　赤染はそう締めくくり、

「そういうわけでバスケ班は今日の放課後からさっそく練習だから。大した用事もないのに帰るやつは死んでいいよ」

　――案あんの定じよう。

　赤染は、凪の予想通りに、気合十分な決定を発布した。

「……」

　鵺ぬえと同じチーム。

　凪なぎは、自分を――『九尾の狐きつね』を監視に来た、と言う鵺と、距離をとっていいのか、それとも探りを入れていいのか、いまいち判断がつかないでいた。

　だから、『一緒の競技に参加することになったのは、いい機会かもしれない』と思い、覚悟を決める。

　もっとも、どう覚悟を決めたらいいのか、その具体的な方針など練りようもなかったが。



　　　２



「べっ、べつにアンタと一緒にご飯食べたくて来たわけじゃないんだからね!?」

「……」

　ぼろり、と、凪の手から昼食の菓子パンがこぼれおちた。

　――状況を整理しよう。

　時間はお昼休み。凪は色々と『事情』があって現在は親元を離れて二人暮らしをしているため、弁当などはなく自分で作ることもなく、最近お昼に食べているのはコンビニ製品の菓子パンである。

　本日の菓子パンは安くて大きい貧乏学生の味方、チョコチップメロンパンである。飲み物は５００ミリリットル紙パックのコーヒー。糖分と糖分が織りなすなんとも甘ったるい昼食だが、凪はそれが『普通』であるならば栄養価なんてそんなに気にしない。

　その菓子パンが、落ちた。

　落ちた場所は机の上なので、セーフだ。

　いやそれはどうでもいい。

　ここ１年Ｃ組は、お昼休みになると、ある上級生がおとずれるのが習慣となっている。

　その上級生は、身長より長い黄金の髪に黄金の瞳ひとみを持つ、わがままそうな少女である。

　ぱっと見て凪より年上には絶対に見えない。どころか、まず高校生にも見えない。

　けれどこの少女は凪の上級生としてこの高校に通っており――なにより、凪と同居していたりする。

「……橘たちばな？」

　枕まくらを並べて眠ることこそ断固拒否している相手ではあるが、それでも凪は橘という押し掛け妖よう狐このことをそれなりに理解していたつもりではあったし、こと口調、しゃべり方については断言できるぐらいにわかっている自信があった。

　橘は絶対に、『べっ、べつにアンタと一緒にご飯食べたくて来たわけじゃないんだからね!?』などという口調ではしゃべらない。

　同じ内容のことをしゃべるのであれば、『別におまえと昼食を伴ともにしたくて来たわけではない』という、どことなく古臭い感じの口調になるだろう。

「どうした凪なぎ。何かあるか」

　てくてくずるずる（髪の毛をひきずる音）凪の席にたどりついた橘たちばなは、凪の驚きよう愕がくの表情を、きょとんとした顔で受け流す。しゃべり方、いつも通り。勝手に一いち条じようの席を拝借。これもいつも通り。高校サイズの椅い子すは大きいのだろう、飛び乗るように座って足をぶらぶらさせている。これも、いつも通り。

「凪、机を寄せろ」

　と、不ふ遜そんに命令。これもまた、いつも通り。

　何事もなかったかのように、いつもの橘である。

「……いや、なんて言うか、その」

　机を動かしつつ、凪は言葉につまる。

　そんな凪の渋面を見て橘は少しだけ心配そうな顔をして、

「何かあるなら言うが良い。……いや待て、こうではなかったな。うむむ……」

　橘は眉み間けんに指を当てて何かを考え込んでから、

「べっ、べつにアンタのことなんて心配してないんだけど！　そうやってうじうじされるのうざったいから、なんかあるなら言いなさいよ！　……だったかのう」

　だったかのう、と言われても。

　凪の抱える『何か』こそ、橘のそのしゃべり方であるのだが、橘は気付いている様子がない。

「凪、それよりも見るが良い。本日の昼食は恋れんの奴やつめに貢がせたのだ」

　橘がずずい、と購買部のビニール袋を改めて席に着いた凪に示す。

　ちなみに『恋』というのは和泉いずみ恋、橘の同級生で凪の上級生で、この学校を運営している『妖よう怪かいを保護・管理する組織』の側の人間である。凪はもちろん多大な迷惑をかけていたり世話を焼いてもらったりしているのだが、かけている迷惑や焼かせている世話の度合いでは橘もまたはなはだしかったりする。しかしそれでも橘は和泉恋に対して、こんな感じで偉そうに接するのである。

　だが、礼儀の面はさておき。

『和泉恋が橘に持たせた食物』という点で、凪にはある懸念があった。

「……なあ、その、橘。和泉先輩ってさ、ほら、なんて言うか……何度もおまえに、」

「今日のは問題ない！」

　みなまで言うな、と手を突き出して凪を止める橘。

「恋の奴め、最近の己が悪行を反省したと見える。今日は飛ひの縁えん魔まと姑う獲ぶ鳥めに同じものを毒見させ、改めて新品を私に寄越したのだ！　辛からくない！　きっとこれは辛くないぞ！」

「……いや、うん、まあ、おまえが納得してるならいいんだけどさ」

　凪なぎは苦笑いする。

　話を聞くだけでも怪しすぎる。なぜわざわざ毒見させたものとは別に新品を用意していたのかなどなど。あと、橘たちばなの辛からいものに対する耐性の低さは尋常ではないため、橘以外の者が『辛くない』と思ったところで、橘には『辛い』ものである可能性が高い気もしなくもない。

　はらはらする凪。うきうきする橘。そして橘がビニール袋から取り出した物とは――



『たっぷり具材のまろやかグリーンカレーパン』



「アウトぉぉぉ！」

　凪は慌あわてて橘の手から袋を奪い取った。

　橘は「む」と不満げに眉まゆ根ねを寄せて、

「何をするか凪」

「な、なにするかっておまえな！　前にカレーで痛い目に遭ってるだろ!?」

　――文化祭の悪夢。

　歴史から消された一つのエピソード。



    

  
    
      



    

  
    
      　甘口カレーの辛からさに怒った橘たちばなが、カレーを作っていた家庭科部の生徒を燃やそうとしたことは記憶に新しい。

　しかし橘は「やれやれ」と肩をすくめて、

「いいか凪なぎ。『かれー』はなぜ辛いのか。それは、唐辛子が入っているからだ」

「……いやまあ、それもあるだろうけど」

「ところが、この『かれー』は緑。赤でも、黄でもなく、緑だ。わかるか凪。緑色のものと言えばなんだ？」

「……ピーマンとか、ほうれん草とか」

「左様」我が意を得たり、と橘が目を輝かせて身を乗り出す。「ぴーまんは辛いか？　ほうれん草は辛いか？」

「……辛くない」

「左様。辛くない」

　橘は凪の手から奪われた『たっぷり具材のまろやかグリーンカレーパン』を取り戻し、そして袋を開ける。

　ふわりと広がる、総菜パン独特のにおい。この段階で、確かに辛さは想像できない。

「でもな橘、世の中には緑色の」

「今まで、恋れんの奴やつには裏切られてきた」

「……」

「その恋がようやっと反省し、敗北を認め、我が軍門に下ると言うのだ。これはその貢ぎ物であり、言わば降伏の証なのだ」

　なんだか橘の中ではそんな話になっているようだが、和泉いずみ恋は絶対にそこまで言っていないに違いない。

「ならば私は上に立つ者として、その臣下の礼に疑念を持ったりはせぬ」

「橘……」

　――そうだ。

　よくよく考えてみれば、これまで橘は、何度も何度も和泉恋にだまされて辛いものを食べている。それは、騙だまされた数と同じだけ、信じて来たということではないのだろうか？

　その気持ち、人に対する信頼をないがしろにすることは、清きよ原はら凪には、できなかった。

「……おまえは、すごいな」

　凪は微笑ほほえむ。

　橘は「ふん」と鼻を鳴らし、

「今いま頃ごろになって気付くとは、凪も見る目がないのう。どうだ凪、こんな私を娶めとらんか」

「……いや、それは、また別のお話ということで」

「ふん」

　今度は少しだけ寂しそうに鼻を鳴らして、橘たちばなは『たっぷり具材のまろやかグリーンカレーパン』を口に運ぶ。

　かじる。

　噛かみ切る。

　咀そ嚼しやくする。

　咀嚼する。

　まだ咀嚼する。

　もぐもぐ。もぐもぐ。もぐもぐ。もぐ……

「……」

　橘の動きが完全に停止した。

　橘を見ている凪なぎの動きも完全に停止した。

　ただよう緊張感。お昼時の教室、その喧けん騒そうが遠くなっていくように感じられる。凪と橘は見つめ合う。なぜだか運命にでも結び付けられているみたくがっちりと、二人の視線は離れなかった。

　そして――

「かかかか辛からいではないか!?」

「……ですよねー」

　――世の中には、緑色のトウガラシもあるのだ。

　しかも赤いトウガラシより辛いので始末に負えない。

「ほら橘、コーヒー」

　凪が差し出したコーヒーを橘はひったくって飲む。細くて白い喉のどが何度も動いて、それから『ずごごっ』という中身を飲みつくした音がして、止まった。

「凪、決めたぞ」

　橘は決意した表情で凪を見る。

「恋れんの奴やつは、今夜、燃やす」

「燃やすなよ……頼むから燃やすな……」

　あと、『その何度だまされても信じる姿勢は確かに素晴らしいし愛らしいのだけど、少しは人を疑うことも身につけてほしいなぁ』と凪は少し思った。

　あるいは和泉いずみのだまし方が巧妙なだけかもしれないが……

『だまされている』よりも『信じ続けている』の方が表現が綺き麗れいなので、凪は頭を振って『だまされているだけ』という可能性を除外した。

「ふふふふふ……どのように燃やしてくれよう。もう本当に燃やす。絶対に燃やす。足の先から髪の先、皮膚の表面から骨の髄、肉体から魂まで万遍なく燃やす。凪、止めてくれるな。私の決意は固いぞ」

「燃やすなってば」

　橘たちばなの黄金の瞳ひとみに暗い炎が灯ともっているので、凪なぎは先程よりも少し強めに橘に釘くぎをさす。

　橘は不機嫌そうに凪を見て、

「おまえはいつも恋れんの味方だな」

「……和泉いずみ先輩の味方ってか、友達が燃やされそうなのを黙って見てる人間は『俺おれ』じゃないと思うんだ」

「……ふん」

　橘の機嫌は治っていない様子だ。

　気まずい空気が流れだす。

　そこに、



　ちりりん。



　鈴の音が響く。

　凪と橘がその音につられて振り向けば、

「ぬえー……つかれましたよう」

　そんな声とともに、首になぜか鈴付き首輪をつけた転校生、鵺ぬえが帰って来ていた。

　鵺は教室に入るなり一直線に凪の頭の上に、ぐったりとのしかかった。

「ちょっ、鵺!?」

　突然しなだれかかられて、慌あわてふためく凪。

　その様子を見て、橘の目が静かに細くなり、

「凪、そのちんちくりんはなんだ」

「ええと、こいつは、その」

「いきなり、うちのクラスの転校生にからまないでほしいんだけど、先輩」

　言いながら現れたのは、凪の頭にのしかかる鵺と、それから鵺に食ってかかる橘を、（いつものように）険しい表情でにらむ赤あか染ぞめ。

　さらに赤染の隣には、

「よくわからない……なぜセパタクローはこんなにも知られていないのか……」

　無表情なのでわかりづらいが、かなり落胆している様子の藤ふじ紫むらさき。

　あとさらにその後ろに一いち条じようが立っていたりするがどうでもいい。

「お疲れ」

　凪は苦笑いを浮かべて帰って来た四人をねぎらう。それから、

「あとな、鵺、そろそろどいてくれないか」

「ふいーん……凪さん凪さん、職員室の空気は鵺みたいなもんにとってはつらいんですよぉう。なんですかあの緊張感。鵺ぬえを殺す気ですか。鵺は生まれたらいけない生き物ですか。鵺ですもんね。そうですよね」

「……何があったんだ？」

　鵺があんまりにもネガティブなことを言うもので、追及の手をゆるめる凪なぎ。

　しかし、鵺は、

「ぬえー……」

　と鳴き声（？）を上げるだけで、答えない。

　鵺に聞いてもらちが明かなさそうなので、凪はこの中で一番話がわかりそうな赤あか染ぞめに水を向ける。

　赤染は座ることをあきらめたらしく、鵺のすぐそばで腕を組んで立ったまま、

「別に何もないけど。職員室に行って、球技大会のチーム登録を済ませて来た。ついでに体育館の使用許可を確定させてきた。……申請書に書いててもどこかの部活が当たり前のように使うからな。念押しだ。それで、そのついでに鵺に学校を軽く案内してきた。それだけだけど」

「鵺はあんまり人の視線につよくないんですよう。なんなんですかあの人間たち。鵺が苗みよう字じに反応できなかったからってなんであんなに怒るんですか」



    

  
    
      



    

  
    
      「その前になんでお前は自分の苗字を呼ばれて反応できないんだ？　無視されたと思って先生たちが怒るのもまったく理解できない話でもないんだけど。まあ、多少沸点は低かったとは思うけど」

「ぬえー……これだから苗みよう字じはいやなんですよー。名前でいいじゃないですかねー」

「ははは……」

　凪なぎが困って笑う。

「……凪」

　会話が途切れたタイミングで、凪に、橘たちばなが改めて声をかける。

「なんだそのちんちくりんは。新しい女か」

「鵺ぬえよりもっとちんちくりんにちんちくりんと言われる筋合いはないですよーだ」

　鵺はべー、と舌を出す。

　橘は不機嫌そうな顔をして、

「よく見ろ、貴様より私の方が背が高いではないか。貴様の目は節穴なのか」

「身長の話じゃありませんよう。ちんちくりん、で伝わらないなら、ぺったんこ、とでも呼んだらいいですかねえ？」

「それこそ変わらんであろうが」

「変わりますよう。ほら」

　そう言って、鵺は橘の手をとり、自分の胸へと導く。

　橘はなされるがまま、鵺の胸をさわって、もにもに、と少しだけ揉もんでから、

「ふっ」

　失笑した。

「失礼なちんちくりんですねえ！」

「まあ良い。貴様がちんちくりんということは充分に理解した。好きなように吼ほえるがいい。私は寛大な心で貴様を許そう。心も、背も、胸も、私の方が大きいからな」

「ぬえー……納得できませんねえ。ちょっとあなたのもさわらせてくださいよう」

「この痴れ者が。貴様に触らせてやるほど、私の体は安くはない。私の胸に触れていいのは、過去も未来もただ一人、凪だけだ」

「『過去も』……？」

　赤あか染ぞめが喰くいついた。

「触ったことないからな!?」

「そうか、おまえはあの日、酔っていたからな……覚えておらんでも無理はない」

「いや、酔ったことなんてないから！」

　必死に凪は無実を主張するが、赤染の目は冷たいままだ。

　藤ふじ紫むらさきは、いつも通りの無表情で、何を考えているかわからない。

　鵺は、不満そうな顔をして橘に視線を向けたまま、

「胸については納得できませんけどねえ……ともかく、初めまして。鵺ぬえは、鵺です。もう苗みよう字じとか名乗りません。あんなのいりませんよう。だから鵺はもう鵺としか名乗らないのです。そんなわけでちんちくりんの人、鵺は鵺ですがあなたは？」

「よくよくさえずるちんちくりんだな。鵺、なるほど。声はトラツグミだったか、道理で泣きごとばかりさえずるわけだ……まあ良い。よく聞けちんちくりん。我が名は橘たちばな。誇り高き妖――むぐ」

　妖よう狐こ、と名乗りそうになったところで、凪なぎが慌あわてて橘の口を押さえた。

「橘、頼む、人目……」

「……」

　橘はじっとりした視線で凪を見て、それからうなずく。

　凪がそれを受けて橘の口から手を放し、

「私は橘だ。苗字はそうだな、ないこともないが、名乗っても仕方あるまい。すぐに『清きよ原はら』となる」

「いやあの、橘」

「ぬえー……？　凪さんとのご関係は？」

「ふん、気になるならば教えてやろう。私は凪の」

「イトコなんだ！」

　凪が割り込んだ。

　橘がたびたび凪と同居していたり凪のもとに押し掛けたりしていることを話そうとするので、いまごろになってやっと用意した言いわけがそれだった。今の今まで困るだけで具体的な対策を考えてこなかったというあたりに凪の迂う闊かつさが見て取れる。

「……」

　ぶすーっ、と。

　橘の表情が、わかりやすく不機嫌そうなものになった。

「ふーん……」

　対して鵺は目を輝かせて、興味深げに、それから楽しげに橘を見ている。

「ぬえー……てことは、タチバナさん、凪さんの関係者ですか」

「関係者も何も私は――」

「か、関係ない！」

　凪は、慌てて言った。

　――鵺は、『九尾の狐きつねを監視に来た』のだと言う。

　しかしその目的が実際にどのようなものなのか……『監視』だけで終わるのか、なんのための『監視』なのか、などがわからない。

　だから、いたずらに橘を巻き込みたくなくて、凪はそう言ったのだけれど。

「……関係ない、と。おまえは私をそう言うのか」

　橘たちばなは、ひどく気に障った様子だった。

　少し考えれば、わかることのはずなのに。

　あまりにも迂う闊かつすぎる。

「ああいや、関係ないってそういう意味じゃなくて、その……」

　橘を怒らせたくない。

　けれど、橘を巻き込みたくもない。

　どちらの思いも強いけれど、もしも『何らかの危険』が待ち受けているのであれば。

『それ』に橘を巻き込みたくない、という気持ちのほうが、強かった。

　橘を怒らせて自分が嫌われることよりも。

「……そう、関係ないんだ。橘はええと、俺おれのイトコていうか、おばさんの子供でさ」

　凪なぎはどうにか『無関係さ』をアピールしようとするが。

「……なるほどー」

　鵺ぬえは、橘をじっと見たまま笑っていた。

「ふん、なんだかわからんが、ここにいても不愉快にしかならん」

　貢ぎ物も毒物だったしの、と橘は言って、立ち上がる。

「ともあれ――鵺、と言ったか。なんだかわからんが、私は貴様のことは気に入らん」

「ぬえー……仲良くしましょうよぉう。鵺はみんなと仲良くできたらいいと思ってるんですよ？」

「私には凪さえいれば好よい」

「……」

　凪は、うつむいた。

　自分なんかとかかわったばっかりに家む族れに見捨てられ、居場所を失った迷い狐ぎつね。それが、橘で。凪は、自分がその橘の『居場所』になると、そう約束しているのだ。

　なのに、『関係ない』などと。

　いくら鵺がどのぐらいの脅威なのか不透明な状態で、橘と自分の関係性を隠しておいたほうがいいと判断したとは言え、もっとマシな言い方はなかったのか――そう後悔せずにはいられない。

「余分はいらんし、凪に『余分』がくっつくこともまた、望ましくないと思っている。だがそこは凪の人生だからの。私がとやかく言えることではあるまい」

　どことなく吐き捨てるように言って、橘は歩いて教室の出口を目指す。

　凪は言葉をかけられず、ただ橘の背中を見つめていた。

　教室の入り口にさしかかったところで、橘は振り返り、凪の目を見て、

「それでは凪、また放課後に……いや、違うか」

　橘たちばなは眉み間けんに指を当てて何かを考え込み、

「べっ、べつにアンタと一緒に帰りたくなんかないんだからね！　待っててなんて言わないんだから！」

　そう叫んで、走り去った。

「……」

　なんだか口調に違和感と言うか、不自然さはあったが……

　凪なぎは、橘に拒絶されることがこんなにもショックなのか、とその衝撃を噛かみしめた。

「……なんで急にツンデレになってんだ？」

　存在感が今までなかった一いち条じようがつぶやくが、誰だれにも相手にしてもらえなかった。
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　予想通りと言うかお約束通りと言うか、凪の所属する１年Ｃ組は赤あか染ぞめ主導のもと球技大会に尽力することになり、そんなわけで放課後、バドミントン部の活躍を横目に体育館の半面を使ってバスケの練習である。

　メンバーは、凪、赤染、藤ふじ紫むらさき、鵺ぬえ、それから九月に転校して来た妖よう怪かいが三名と、一条である。

　凪は『練習』と言われても延々試合を繰り返すぐらいしか思い描いてなかったのだが、赤染の『練習』はそんなお昼休みのミニバスケみたいなものとは一線を画しており、普通にロードワークから入ってパス回し、シュート練習、ドリブルなど基本的な技術と体力・筋力強化の運動をして、最後にやっと試合に入るというものだった。

　試合に入った時点ですでにクタクタだったのは凪だけではなく、当初４on４でゲームをする予定だったが、交代で休憩しつつの３on３になっている。

　そんな理由で、体育館の隅に座って赤染やら藤紫やらの体操着姿を見ながら、凪は、鵺と隣り合って休憩していた。

「ぬえー……みんな若すぎですよぉう」

　鵺が情けない声で言う。

　凪は苦笑いして、それから少しだけ考えて。

「……鵺は、俺おれが『何』か、知ったうえでこの学校に来たのか？」

「あーはいはい。ですねぇ。でも鵺、凪さんのことは名前と通ってる高校とクラスぐらいしか知らなかったんですよねー」

「……それは、どこで知ったんだ？」

「……」

　鵺が沈黙する。

　凪なぎは、試合をする赤あか染ぞめたちから視線を外し、鵺ぬえを見た。

　いつも活発そうに見える転校生は、少しだけ悲しそうな顔をしていた。

「凪さんは、戻りたくないみたいな感じですねえ」

「……どこに？」

「地獄に」

「ああ……」

　――やはり、と凪は思った。

　今から思えば、最初から予感があったのかも知れない。

『九尾の狐きつねを監視する』。そう言われて真まっ先さきに『監視をしたがっている組織』として思い至らねばならないのは、十月に戦った鬼――九く条じようのの所属している組織だ。

　けれど凪は、その可能性に思い至らなかった。

　それは九条という名の鬼のパーソナリティを考えて、『監視任務なら誰だれに任せることもなく本人が乗り込んできそうだ』とか思ったわけでは、ない。

　たぶんそれよりも。

　狐に嗅かぎつけられ。

　天狗てんぐとぶつかり。

　鬼に再び発見された。

　だから、思っていたのだろう。

　かつて凪が――『九尾の狐がいた場所』。

『地獄』もきっと、九尾の狐を見つけただろう、と。

　なんとなく、根拠なく、確信なく。けれど、心の底で、覚悟していたのだろう。

「……隠れきれないか」

　今まで何もなかったのが、不思議なぐらいなのだが。

　凪は自分の心に、完全に妖よう怪かいだったころの『冷たさ』みたいなものが沁しみ入っていくのを感じながら、

「俺おれが出て行ったあと、地獄はどうなった？」

「大混乱でしたよう。八つの地獄のうち一つを総すべる魔王様、その側近の九尾さんが、あろうことか力ずくで地獄を抜けだし、地上に出たんですからねえ。大混乱で、もともと地獄に閉じ込められてたことを不満に思っていた妖怪たちが続こうとして、それを治めるのに最近までかかりました」

「……鵺はやっぱり、『あいつ』から頼まれて俺の監視に？」

「はい。『火車かしや』のねえさまから頼まれて来ました」

「そう、か」

　懐かしい名前を聞いて、凪はしかし、その胸中になんの感慨も浮かばないことを知る。

　懐古も郷愁も、人間の感情だから。

　それは凪なぎが、清きよ原はら凪になって初めて身に付けたものだから。

　だから、凪はあくまで冷え切った頭と心で、鵺ぬえに問いかける。

「火車かしやはなんて？」

「ぬえー……そんな怖い目でにらまないでくださいよう」

「……ああ、ごめん」

　つい、『人間であること』を忘れそうになった。

　いつでも心の真ん中に置き続けてきたことで、鬼との戦いの時すら忘れられなかったことなのに。

　それほどまでに、凪にとって『火車』や『地獄』の話は衝撃的だった。

「それで、鵺はどうするんだ？」

　意図して明るい声で問いかける。

　しかし、そう明るい声で問いかけるべき話題でもないのだが――今の凪はそれだけ精せい一いつ杯ぱいだった。

　鵺もまた、八重歯を見せて笑い、鈴のついた首輪の隙すき間まに指を入れて、ぐいぐいと位置を整えてから、

「鵺は監視しか言われてないので。それ以上のことをするつもりはありませんよう？　それにですねー、鵺は力ずくになったら絶対に凪さんに勝てませんしーそんな危ないまねしたくないですしぃ。あ、でもぉ、火車のねえさまからなんか連絡来たら、したがいますけどー……ぬえー……とにかくそんな感じです。それにですねえ」

　鵺は、無邪気な笑顔のまま、そっと凪の耳に口を寄せて、小さな声で。

「鵺、もうちょっと人間の世界で遊びたいんです」

　こっそり、ささやいて。それからはにかんだ笑顔で凪を見た。

「鵺はできたらこっちでみなさんと仲良くしていきたいんですよう」

「……そっか」

　凪は、鵺が嘘うそを言っているとは思わなかった。

「まあ、それなら、仲良くやろう。なんて言うか――」

　そうすることが、人間として正しいから。

　そう、言いそうになって。凪は少しだけ考えてから、

「――俺おれも、基本的にみんなとは仲良くしていきたいからさ」

「鵺といっしょですねぇ！」

　楽しそうに鵺は笑い、立ち上がる。

　凪も同じように立ち上がる。

「じゃあ凪さん、まずは球技大会？　鵺も微力ながらお力になりますよぉう」

「ああ、頑張ろう」

　二人は笑いあってコートへと入る。

　赤あか染ぞめからのパスが来て、凪なぎと鵺ぬえの代わりに二人、休憩に入って。いきなり試合が始まる。

　――球技大会まで間がそれほどない。

　勝てるといいなぁ、と思いながら、凪は、この人間らしい日々がとりあえず続きそうなことに、安あん堵どしていた。
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　練習を終えて凪が教室に帰ると、凪の机の上で、橘たちばなが体育座りをしている。

「……橘？」

　今日の橘は終始色々おかしい。

　更衣室で着替え終えた凪がひくついた笑顔で問いかけると、橘は膝ひざの間から凪を涙ぐんだ瞳ひとみで見て、

「……おまえはいつもそうだ。いつも、私を待たせたり、置いて行ったりする」

「え、いやだって、橘、昼に俺おれと一緒には帰りたくないって……」

「そういう『きゃら設定』に決まっておるだろうが！」

「え、どういうこと!?」

　橘が色々とおかしい。

「うまくいかんうまくいかんうまくいかん！　ああいう言い方をすれば普通は逆の意味にとられるのではなかったのか!?」

「いや、そう……なのか？」

　凪の知る一般常識だとそんなことはなかった。

「……そう言われたのだ」

「誰だれに」

「誰にでもよかろう！」

　むしろそこをこそじっくり問い詰めたいのだが、凪は涙顔の橘に対して追求行動をとれない。

　橘は凪の机の上から飛び降りると、ずんずん凪に接近してその制服の襟えりをつかんだ。

「あれは今流は行やりの『つんでれ』というやつであろう!?　ああすると異性からの好感度が上昇するのではなかったのか!?」

「いや、なんて言うか……ごめん」

「あーやーまーるーなー!!」

　がっくんがっく凪をゆさぶりながら橘は言うのだが、謝罪を封じられてしまうと凪にはもうどう対応していいか思いつかなかった。

「まったくどいつもこいつもどいつもこいつも！　さては私を騙だまして遊んでいるのではあるまいな!?」

「ちょ、落ち着け橘たちばな」

　このままだとムチウチになりかねないと悟った凪なぎは、橘の両肩に手を乗せてそっとおさえる。橘は「むぅ」とうなり、

「私は冷静だ」

　少し気まずそうに言った。

「……しかしだな凪、いかんなやはり。よほど私の美び貌ぼうを妬ねたんでいると見える、この学校の女どもは私に嘘うその情報ばかり提供しおる。もう何も信じんぞ。やはり信じるべきは家族であり、ようするにおまえだけであるべきだ」

「いや、それは……」

　たった一人しか信じない、というのは。

　これから先の、人生、橘が妖よう狐こであることを加味して換言するならば、『人の社会で生きること』を考えると、かなり、まずいことのような気もした。それに、一人しか信じられないというのは、とても、悲しいことのような気がした。

「……まあ、ほら、ええと……きっと、そういう愛情表現だと思うよ」

「欺くことが、か？」

　橘の金色の瞳ひとみが、真まっ直すぐに凪を見上げる。

　凪は自信なさげにうなずき、

「だからさ、なんだろう……『疑いながらも信じる』って言うかさ、『信じる』か『信じない』かの二択じゃなくて、相手のこととか、そういうのを考えて、騙されないように気をつけながらもなるべく信じる方向で人と接した方がいいんじゃないかな、って……」

「それは――」

　橘は、不機嫌そうに唇をとがらせる。

「――『その方が人間らしいから』か？」

「いや」

　確かに、『その方が人間らしいから』というのもあるが。

　――十月、文化祭直前。

　その時に鬼と戦い、一度は人間であることを捨てかけて、橘に、目を覚まされて、思ったのだ。

『人間らしい』よりも。

『清きよ原はら凪らしい』を、やっていこうと。

　だから、最近の凪は可能な限り『人間として正しい』というようなことを言ったり考えたりしないように努力している。

　しかし、『清きよ原はら凪なぎらしさ』が何かと考えた場合、正直、よくわからない。

　だから、『人間らしく』と思っていたころよりも、言動のひとつひとつを深く考えて。

「……俺おれが、今までそうして来たから。俺が、人を信じることを、正しいと思ってるから。だから、おまえには勧めるんだと……思う」

「……ふん」

　橘たちばなは拗すねるように頬ほおをふくらませて凪から目を逸そらし、

「正直、くだらんとは思うし、疲れるとも思う。私はな、凪。『信頼すべき群れ』と、『それ以外の敵』しか知らん。だから、おまえの言うことはわからんし、『疑いながらも信じる』などという曖あい昧まいなこと、なぜせねばならんのか、甚はなはだ疑問だ」

「……」

「だが、私は、おまえを人間でいさせると決めた」

「橘……」

「ならば、おまえが『人間』を見失った時に私がおまえを『人間』に引き戻すことができるように、『おまえらしさ』というのを覚えておかねばならん」

「……ありがとう」

「礼などいらん。礼を言うぐらいならば、私を娶めとれ。それがおまえにできる一番の礼だ」

「それは、その……」

「わかっておる」

　橘は、やっと凪を真まっ直すぐに見上げて笑って、

「強制はせんよ。焦りもせん。私はおまえを、私の力で振り向かせるさ」

「……」

　よくよく考えれば、橘のその発言は凪にとっては厄やつ介かいな決意表明だ。

　けれど、橘の言葉を聞いて、凪は自然と笑っていた。

「……まあ、そのなんだ。しかしな、凪よ」

　もじもじ、橘は一度凪に向けた視線を、今度は床に向けて恥じらうように泳がせながら、

「あまりにもなしのつぶてだと、私としても心が折れるので、何かあれば、言ってくれ。良ければ、褒めてくれ」

「……わかった。気が回らないかもしれないけど、頑張るよ」

「そこは『頑張る』ではなくてな、自然とこう、胸の奥から自然と私に対する賛辞があふれるようにだな……うー……とにかくだ！　なぜこれほど私を待たせたのか！　言い訳があるなら聞いてやる！」

　言いながら橘は凪から大きく一歩離れ、腕を組んで顔をそむける。

　凪はその様子がなんだかかわいらしくて笑ってしまいながらも、

「ごめん、実はほら、球技大会が近いだろ？　その特訓で、今まで体育館にいたんだ」

「球技大会？　……ああ、そう言えばそんな単語を聞いた覚えがあったな」

「……ホームルームはしっかり受けようぜ」

「くだらん人間のくだらん話など聞いていられるか。最近の私は忙しいのだ」

「ははは……」

　きっと暇でも聞かないに違いない。

「……とにかく、これからも放課後ちょくちょく忙しくなると思うんだけど……」

「ふん、どうせあの小娘がおまえをいいように扱っているのだろう」

　ここで橘たちばなの言っている『小娘』は、赤あか染ぞめのことだろう。

　一時期は和泉いずみ恋れんのことも『小娘』と呼んでいた橘だが、最近では『恋』と名前で呼ぶようになっているのだ。

「凪なぎよ……おまえはよくよく女に振り回されるやつだな」

「……ははは」

　凪は橘を物言いたげな視線で見たが、発言はさしひかえた。

「これからも毎日振り回されるのであろう。まったくおまえはお人ひと好よしよのう。よかろう、ならばそのお人好し、私が全力で支えてやろう」

「……どうやって？」

「具体的な方法など飛ひの縁えん魔まと姑う獲ぶ鳥めに考えさせる」

「なあ橘、前々から名前を聞くんだけど、その二人は橘の友達なのか？」

　だったらあいさつの一つもしておかないとなぁ、となぜか過保護な親のようなことを考える凪。

　しかし橘は「はっ」と鼻で笑い、

「家臣だ」

　堂々と。自信満々に言い放った。

　思わず絶句する凪。

「今日の『つんでれ作戦』も飛縁魔の献策なのだが……いかんなやはり。頭が弱い。明日は姑獲鳥あたりに考えさせる。期待して待っていろ。ああ、それとは別に具体的にどうおまえのお人好しを支えていくかも考えさせんといかんな。ああ、忙しくなってきた」

　考えているあいだに楽しくなって来たのか、次第にテンションをあげていく橘。

　――橘が楽しそうにしているのは、いいことなのだが。

　どうにも橘の笑顔の代償に、凪にとって大変なことが待ち受けていそうな気がしてならない。

「……お手柔らかに」

　さりとて楽しそうな橘に水を差すのも悪い気がして、凪なぎはそれだけ言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　かくして、十一月。

　清きよ原はら凪なぎの周囲は、あらゆる意味であわただしく動き始めたのだった。
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　清きよ原はら凪なぎと妖よう狐この橘たちばなは、同棲している。

　橘が凪の家に押しかけて、それからさまざまな出来事を経て始まった二人暮らし。凪は次第に橘を受け入れ、橘もそんな凪に次第に心を開いていった――みたいな感動のストーリーはないまでも、凪と橘、二人の心の距離はそれなりに、一緒の時間に家を出て、一緒に並んで学校へ向かうぐらいには、近くにあった。

　そのはずが、

『先に行く』

　という、やけに流麗な筆文字で書かれた置手紙が食卓の上に乗っているのを、凪は発見した。

「……あいつ、字うまいな」

　凪なぎはまだ少し寝ぼけているようだ。

　しばらくして頭を目覚めさせた凪は、橘たちばなが自分を置いて先に出たことに首をひねる。

　珍しい、と言うか、おかしい。

　しかし、思い当たるふしは、なくもなかった。

「なんか、妙な作戦でも考えさせてるんだろうか……」

　昨日の『つんでれ作戦』、橘が自分で考えているわけではあるまい。

　姑う獲ぶ鳥めと飛ひの縁えん魔ま、と言ったか。橘の友人……いや、橘に曰いわく、家臣だったか。この二人に作戦を考えさせているのだろう。

　実態は、その二人が、橘に何かを吹き込んで、橘が無邪気に信じている、という構図なのだろうが。

「あんまり、橘に変なこと教えないでほしいなぁ……」

　たぶん無理だろうとは思いつつも、凪は願わずにいられなかった。

　今度は何をやらかすのか――そう考えて朝から重いため息をつきながら、凪は朝の用意を整え、一人学校へ向かおうと、家を出る。

　すると、凪たちが住む２ＤＫがあるマンションから出たところで、



「ぬえー……意外とはやかったですねえ」



　どうにも待ちうけていた様子の、鵺ぬえと遭遇した。

「……俺おれの監視か？」

　凪は、足を止めて鵺と距離をたもつ。

　鵺は、今日も着けている首輪をひっぱって鈴をちりちり鳴らしながら、尻をあずけていたガードレールから離れ、凪がたもった距離を遠慮なく詰めた。

「えへへー」

「……なんだよ」

　近づいてくる鵺があまりにも無邪気な笑顔をうかべているせいで、どうにも緊張感が高まりきらない。

　鵺は、主人に甘える子猫のように、凪に体をよせながら、凪の周囲をぐるぐるとまわり、

「鵺はですねえ、こういう、人間ぽいことしてみたかったんですよう」

「人間ぽいこと？」

「がっこーとかあ、ええと……鵺は頭が悪いのでうまく言えないんですけどねえ。そういうのですよう」

「……」

　つまり、と凪は言おうとしたが、自分もまた、うまく言えないことに気付いた。

　ようするに鵺ぬえは、『人として普通のこと』がやりたいのだろう。

　なんとなくわかるが、具体的な例を挙げることは、凪なぎにもできなかった。

「……おまえは、俺おれの監視のために遣わされたんじゃなかったのか？」

　凪はなんとなく脱力して、鵺を見下ろす。

　鵺は、八重歯を見せて、無邪気そうな笑顔を浮かべ、

「地獄には刺激がないですからねえ。監視は、もちろんしますよう。ねえさまの命令ですからねえ。でも、そればっかりじゃなくて、鵺は娯楽として、人間界での生活を楽しみたいと思ってるんですよう」

「娯楽、か」

　人間らしい生活を楽しむ、などと、そんなふうに考えたことはなかった。

「ぬえー？　凪さんも、地獄が退屈だから抜けだしたんじゃないんですか？」

「ああいや、俺は……なんだろ」

　気まぐれ、と言い切れるほど、何も考えずに地獄から出たわけではない。

　しかし、何か明確な目的があって、地獄から出て人間界に来たわけでも、なかった。

「俺はたぶん、停滞したくなかったんだと思う」

「ぬえー？」

「地獄での生活に、意外性があるとは思えなくてさ。それで……なんだろ、俺は、知りたかったのかも知れない。俺らみたいな危険な妖よう怪かいは、ほんとに人間社会じゃ生きていけないのか……人を傷つけずに共存することは、できないのか」

「ぬえー……」

　鵺は、ぐるぐると凪の周囲を回りながら、しばしうなっていたが、

「むずかしくってよくわかりませんねえ」

　考えることを、やめたようだ。

　凪は苦笑いをして、

「俺もはっきりと言葉にはできないよ。でも、今の俺は、清きよ原はら凪だからさ。人間として、普通に生きて行く……俺らしく、生きて行く、って感じかな」

「？」

「いや、ごめんな、俺もそんなにはよくわかってないんだ」

「……ぬえ、なんだか凪さんは、ねえさまのお話に出て来る九尾様とは、ずいぶんちがいますねえ」

　言いながら、鵺は歩き出す。

　凪も、鵺のあとを追い、学校を目指して歩き出した。

「おまえのねえさま――火車かしやは、俺のことをなんて？」

「完璧」

　鵺ぬえは、凪なぎの方は向かずに、続ける。

「冷酷で、冷静で、怜れい悧りで、完璧。判断に間違いはなく、行動に失敗はない」

「……火車かしやは、思い込みの強いやつだから」

　ここまでほめちぎられると、こそばゆいと言うよりも、悪寒がする。

　鵺の、まるで録音した音声を再生するような声こわ音ねから、火車が何度も何度も鵺に自分のことを『完璧』だとかなんとか言い聞かせていたことを知り、鳥肌が立ちそうだった。

「俺おれは、そんなにすごいやつじゃない。どうがんばってもたぶん、火車の中の『九尾の狐きつね』にはなれないと思う」

「そんな感じですねえ」

　鵺は、無邪気な笑顔で、足は止めずに凪へと振り返る。

「鵺は、このとおり頭が弱いですからねえ。何か粗相をしてし、即座に凪さんに灰にされるかとびくびくしてたものですが。このとおり、鵺はまだまだ五体満足で生きておりますしねえ」

「……おまえの想像の俺は、どんなやつだったんだ」

　思わず笑ってしまう。

　鵺も、気のゆるみきった笑顔を浮かべて、

「鵺はもっと、人の命をなんともおもってない妖よう怪かいを想像してたんですよう」

「……」

「でも、凪さんは優しそうで安心しました」

「優しいのかな、これは……」

　鵺の想像がひどすぎる気がした。

　けれど、凪は気付く。

　九尾の狐として、地獄にいたころの自分のことを、うまく思い出せないことを。

　存在が、人間に近付いているのだろうか。

　なにぶん、妖怪が人間に憑ひよう依いし続けている状態なので、凪自身よくわかってはいない。

「……まあとにかく、俺は地獄に帰るつもりはないんだよ」

「鵺も今のところ、凪さんを地獄に連れ帰るつもりはないですよう」鵺はたったった、と走って進み、それから、たったった、と走った以上の距離を戻って、凪へと近づき、「任務はあくまでも『監視』ですからねえ」

「……そう言えば、そうだったな」

「はいー。鵺は頭も弱いですし、凪さんより力も弱いですからねえ。できたら無理はしたくないものですねえ」

「できたら、か」

　できない場合も、ありうるのだろう。

　負ける勝負を挑んでくる、なんてことも、起こりうるのだろう。

「でもですねえ、今は、何も命令されてませんからねえ。球技大会？　でしたっけ？　鵺ぬえもがんばりますよう」

「……頑張るのはいいけど、ほどほどにな。あくまで、人間の力の範はん疇ちゆうで、な？」

「ぬえー……難しいですねえ。でも、大丈夫だとおもいますよう？　だって、ルールのある勝負ですからねえ。純粋な体力勝負じゃなくて、技術も必要っぽいじゃないですか」

「あー」

　確かに、言われてみればそうだ。

　凪なぎたちのやるバスケもそうだが、テニスも、バレーも、サッカーも、ソフトボールも、決められたルールで、球を用いて行う競技である。

　綱引きとか騎馬戦とか、純粋に身体能力で勝負がつくような競技ではない。

「……そのへん、ちゃんと考えられてるのかもな」

「意外としっかりした組織だと思いますよう」

　鵺は、能天気そうな声で、そう評価する。

「すくなくとも、鵺みたいな頭の弱い地獄育ちの妖よう怪かいを学生として受け入れられるぐらいには、しっかりしてますよう」

「……なんだろうそれは、どのぐらいしっかりしてるのか、いまいちピンとこないな」

「しっかりしてるんですよう」

　うまく伝えようという気はないらしい。

　凪は笑って、鵺のツインテールをなんとなくながめる。

　そんなふうに二人が歩いて行くと、校門が見えて来た。

　――まだ人通りのぽつぽつとしかない、登校には少しだけ早い時間帯。

　凪は、校門に寄りかかり人待ち顔でうつむく少女を、発見する。

　こんな朝から誰だれを待っているのか、少しだけ珍しく思い、凪はその少女を見て、

「あれ、和泉いずみ先輩？」

　凪は思わず声をかけた。

　顔を上げたその少女は、引き締まった四肢と長いポニーテールが特徴的な、凪の一学年先輩である、和泉恋れんだった。

　声をかけられた和泉は顔をあげ、意外そうな表情で凪を見て、

「あれ、まだ登校してなかったの？」

　と、問いかける。

「え？　なんで？　俺おれってそんなに早く学校に行ってるイメージ？」

「あ、いや……どうかな。登校時間まではチェックしてないけどさ」

　あはは、と和泉は朗ほがらかに笑って、

「ま、ともかくおはよ、凪なぎくんと、鵺ぬえ」

「ああ、はい、おはよう」

「おはようございますー」

　ぺこり、と鵺はツインテールを揺らして頭を下げる。

　なんとなく、微笑ほほえましい姿である。

　和泉いずみは鵺に向けた笑顔をそのままに、凪を見て、

「あたしは鵺を待ってたわけだけど……いや、橘たちばながもうクラスにいたからさ、てっきり凪くんも登校してるもんだと思ってさ」

「ああ……なんか、橘は今朝、俺おれが起きる前に学校に行ったみたいなんだ」

「え？　それって異常じゃない？」

「異常ってほどかな……」そこまでの事態だとは、凪には思えなかった。「とにかく、鵺はここでお別れ？」

「ぬえっ？　なごりおしんでくれるんですかねえ？」

「いや、ええと……まあ、おしい……のかな？」

　ははは、と凪は苦笑い。

　和泉は鵺の肩を抱いて、

「じゃ、行こっか。……ちょっとつまんない話になるかもしれないけどさ」

「ぬえー……つまらないお話は苦手ですよう……あ、じゃあ、凪さん、また教室でお会いしましょう」

「ああ、じゃあな」

　校舎内に向かう鵺と和泉を校門から見送り、二人の姿が校舎に消えたところで、凪はふと、思った。

「ていうか橘は、早くから学校でなにやってるんだろ……？」

　けれど確かめるすべもないので、凪も教室に向かうことにした。

　そう言えばなんで和泉先輩たちをここから見送ったんだろう、などと考えつつ。

　橘が何をしているかは、深く考えないまま。
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「……わからん。まったくわからん」

　寒いのだろう、身を抱いてせわしなく足踏みをしながら、橘たちばなが不満そうに言う。

　その足首あたりに、体長20センチほどの狐きつね耳としっぽの生えたおかっぱ頭の少女、管くだ狐きつねがすりよって、どうにか橘の寒さを和らげようと奮闘している。

　ここは早朝の学校、屋上へと続く階段の踊り場だ。なぜここまで来ていっそのこと屋上に行かないのかと言えば、ここにいる橘たちばなをふくむ三人は屋上への扉を開ける鍵かぎを持っておらず、また、たとえ持っていたとしても十一月の早朝六時の屋上は寒いに違いないので、可能ならば屋外よりは寒さがましな屋内の、目立たない場所で集いたかったのである。

　また、そういう理由以上に、この踊り場はいい場所だ――そう、橘と一緒にこの場にいる少女の一人は言う。

　なにせ、『踊り場』である。

「まるで踊るためにあるような名前でしょう？」

　ちくちく。

　やけに光沢のある黄色い生地を縫っている少女が、階段の屋上に近い場所に腰掛けて、せわしなく動き回る橘を見ながら、おだやかな声で言う。

　タレ目に泣きぼくろ、常に浮かべている微笑。慈愛とアダルティな魅力に満ちたその少女はしかし、高校生であるらしくブレザー姿だし（と言うか高校の踊り場にいるのだから部外者ではあるまいが）橘と同じ学年であるらしく、襟えり首くびに巻いたタイは赤い。

　しかし、橘と並ぶと、どうしても、姉妹すら通り越して、親子にしか見えない。

　それはあふれ出る母性のおかげであり、はちきれんばかりの母性の象徴、胸のおかげであり、けっしてこの少女が老けていたりとかそういうことはない。

　姑う獲ぶ鳥め。

　これは種族名であり彼女個人の名前ではないのだが、橘にはもっぱら『姑獲鳥』としか呼ばれない。

「……おまえの発言はまったくわからん」橘は寒そうに身をちぢこめながら言う。「なぜそうなる。なんだ『ちありーぢんぐ』とは。私が知りたいのは凪なぎを私に振り向かせる方法であり、『ちありーぢんぐ』とやらではないぞ」

「だから、その方法がチアリーディングなんですよ。……ねぇ橘ちゃん。あなたはかわいい。そうでしょう？」

「無論だ」

　橘、タイムラグなしで肯定。

　姑獲鳥は「うふふ」と目を細めてもともと優しい顔立ちをさらに優しくして、

「かわいい子が、かわいいおべべを着て、かわいい動きをしたら、もっとかわいい。これは摂理ですよ。だから私はかわいい子である橘ちゃんに、かわいいおべべを着ることができてかわいい動きをすることができる、『チアリーディング』をおすすめするのです。そもそもかわいく生まれた子はかわいいことをするのが義務であってかわいい恰かつ好こうが似合うというのはそれだけで才能なんですよ。つまり橘ちゃんは天才でもうおうちに持ち帰ってかごに入れて首輪をつけて鎖でつないでおきたいぐらいなんですよねとにかく本当にかわいいんです。だから『チアリーディング』は私の個人的趣味などではなくて、橘ちゃんが凪なぎくんを振り向かせるにはどうしたらいいかというのを私なりに真剣に考えた末での結論なんです」

「……むむむ」橘たちばなはなんだか難しい顔でうなり、「なるほど、おまえの言うことにも一理ある。試してみる価値はありそう……な、気がしてきた」

「なにごとも挑戦ですよ。……チアリーディングでも駄目なら他ほかのおべべも着ましょうね」

　うふふふふ、と姑う獲ぶ鳥めは笑う。

　その笑顔は、八割の優しさと二割の『かわいい子をいじりたい』という欲望でできているのだが、橘はその欲望には気付かない。

「ていうかー、なんであたしまで付き合わされるワケ？」

　姑獲鳥と橘が会話をしている下、階段の踊り場の壁に背をあずけて、手鏡を見ながら髪の毛をいじっている少女が、唇をとがらせて言う。

　ゆるくカールした、染めたような茶色い髪には、色とりどりの髪飾りがくっついている。顔には薄く化粧がほどこされていて、制服はしっかりとボタンを止められておらず、ブレザーは全開、シャツは第一、第二ボタンぐらいまで外されている。しかしそれでも寒いのだろう、よく見ればこきざみに震えている。

「その凪くんって人、橘のモンでしょ？　だったらあたしが努力する意味がないっていうかー。そんなのに使う時間があったらバイトでもしてたいんですけどー」



    

  
    
      



    

  
    
      「やかましいわ。黙らんか口先妖よう怪かい」

　応じる橘たちばなの機嫌が、一気に悪くなった。

　しかし応じられた少女の機嫌も一気に悪くなったようだ。

「ハァ？　口先妖怪とか狐きつねには言われたくないんですけどー？」

「ならば『口だけ妖怪』とでも言ってやろう。何せ貴様が先日自慢げに語った『つんでれ作戦』、凪なぎにはまったく通じんかったからのう」

「それはアンタの魅力が足りないんじゃなくて？」

「ふん、けばい口だけ妖怪に言われとうないわ。ごてごて飾りおってからに。よほど自分の魅力に自信がないと見える。なるほど貴様はあれだな、『素材が悪いから味付けを濃くしてそれなりのものに仕上げる』というやつだな」

「意味わかんない。ていうかあたしはね、時代に一番合ったことをやるの。モードの最先端なの。ファッションリーダーなの。わかる？　『ファッションリーダー』。辞書引いても出てこないんだよ？　そのファッションリーダー様に向かってけばいだけとか。月に五冊のファッション誌を買って貧困にあえいでろバーカ！」

　逆説的に、彼女が『ファッションリーダー』という言葉を辞書で調べてみたことがある、ということが露呈したのだが、そのことに気付いたのはこの場では姑う獲ぶ鳥めただ一人だった。

　――飛ひの縁えん魔ま。

『男を虜とりこにしてとり殺す』妖怪にも、色々と苦労があるようだった。

「……貴様、この私に向かって馬ば鹿かと言ったか？」橘が黄金の瞳ひとみを見開く。「ふん、ちょうどいい。寒かった。焚き木が欲しかったところだ。よろこべ飛縁魔。貴様ごとき頭の悪い口だけ妖怪も私の役に立てるのだ。喜んで燃えるがいい」

　橘の黄金の瞳に危険な色が宿り、橘の全身から黄金の光が漏れ始める。

　それを見て、飛縁魔は壁から離れて階段をのぼり、橘に接近しつつ、

「はぁ？　なになに？　口で勝てないから暴力とか頭悪いのはどっちだっつーの。この程度でキレるとか最近の若者かよ。マジからみづらーい。やってらんなーい」

　背の低い橘を威圧するかのように、上からにらみつける。

　橘と飛縁魔のあいだで、管くだ狐きつねがおろおろしている。

「まあまあ、お二人とも」

　姑獲鳥が微笑ほほえみながら橘と飛縁魔のあいだに割って入る。ちなみに今までずっと二人の言い争いを見ていた姑獲鳥だが、その間、一瞬たりとも縫物をする手は止まっていない。この指のかじかむ寒さの中、何気に卓越した縫い物スキルだった。

「球技大会は明日、ぶっつけ本番ですし、今は言い争うよりも、少しでも形になるように……ならないならならないでかわいらしいんですが……練習を頑張ってくださいね」

「……」

　橘たちばなは、不満そうに飛ひの縁えん魔まをにらんでいる。

「……」

　飛縁魔も、髪の毛をいじりながら、横目で橘をにらんでいる。

　そんな二人を見て姑う獲ぶ鳥めは嘆息。

　それから縫い針と布を持ったまま立ち上がり、橘・飛縁魔がにらみあう踊り場へおりる。

　そして、

「橘ちゃん」

　橘の華きや奢しやな肩に左手を置き、

「飛縁魔さん」

　飛縁魔のくびれた腰に縫い針を持った右腕を回し、

「ケンカは駄目ですよ」

　と、言いながら。

　二人を、抱きしめた。

「ぬあ!?」

「ちょっ――」

　問答無用の抱擁を受けた二人の文句はしかし、封殺される。

　――その胸が。

　完全に橘と飛縁魔の口を、鼻を、目を、顔全体をふさいでいた。

　もがもがと姑獲鳥の胸のなかでもがく橘と飛縁魔。窒息しかけているのだろう、その動きには余裕がなく、ただただ酸素を求めて必死だった。

　そんな二人を見て姑獲鳥は。

「……小さい……かわいい……お持ち帰りして一生色んなお洋服を着せて遊びたい……」

　恍こう惚こつとした表情で、なかなかヤバイことを口走っていた。

　しばし抱きしめて二人がぐったりすると、姑獲鳥は我に返ったようで「あらあら大変」とのんびりした調子で言って二人を解放。

　一方解放された橘と飛縁魔は、

「……どうやら、貴様と雌雄を決するには、まずはあやつをどうにかせんとならんらしい」

「……その意見には賛成ね」

　などと一応ケンカはやめたようだった。

　姑獲鳥は満足したようで、

「さあ二人とも、チアリーディングの練習をしましょう」

　パン、と手を叩たたいてテカテカした笑顔で仕切り直す。

「……しかし」橘はなんとなく姑獲鳥から距離をとりつつ、「『ちありーぢんぐ』とやらは、どうしてもやらんとならぬことなのか」

　橘たちばなが不気味そうに、姑う獲ぶ鳥めが縫っている布を見て言う。

　形はまだ縫っている途中なのでよくわからないが、少なくとも、あのネオンカラー系の光沢は、橘の美学や趣味からはいちじるしく逸脱している。あんな色合いのもの、可能ならば身につけたくはなかった。

「もう、わかってませんね」姑獲鳥はとても楽しそうだ。「イヤイヤ着せられる橘ちゃんがかわい……ではなく。こう、普段、自分のセンスでは絶対に着ないものを着るからこそ、そのギャップに殿方がくらくらするんじゃありませんか」

「……そんなものなのかのう」

　橘は納得していない様子だ。

　飛ひの縁えん魔まは、橘と姑獲鳥が会話している間も、ずっと不満そうな顔をしたまま、

「ていうかー、あたしがチアをやる理由はなんなわけ？　あたしには義理も義務もない気がするんですけどー？」

「私たち仲良し三人組じゃありませんか」

「……はぁ？」

　飛縁魔が素でわからないような声を出した。

　しかし姑獲鳥は、ぱん！　と手を合わせて話を進める。

「というわけで、三人で頑張りましょう」

「ちょっ、ちょっ、ほとんど説明になってないんですケド!?」

「ああそうそう、橘たん。昨日の『ツンデレ作戦』は失敗したんですよね？」

「うむ。あと『橘たん』はやめろ。なんだか気味が悪い」

「ちょっとー!?　ねえ！　なんであたしはチアやらなきゃなんないのってば!?」

「あらあら、つい。あまりにかわいいものですから、『たん』と呼びたい気持ちをおさえきれませんでしたわ。……ともかく、作戦が失敗したのでしたら、僭せん越えつながら私が、あなたのために新しい作戦を献上しましょうか？」

「うむ、聞いてやろう」

「ねぇ、あたしの扱いひどくね？」

「それはですね……」

　ごにょごにょ、と姑獲鳥が橘の耳にささやきかける。

　橘は『胸があたってうざったい』と思いながら、姑獲鳥のその提案を聞き、ふむふむとうなずいた。

「……なんかあたし、損なポジションじゃね？」

　飛縁魔はおいてけぼりである。

　ぽんぽん、とはげますように、管くだ狐きつねが飛縁魔の足を叩たたいた。
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　赤あか染ぞめには申し訳ない話だが、凪なぎや藤ふじ紫むらさきらには、本気でバスケをやってはいけない理由があった。

　――妖よう怪かい。

　人間の姿でこそあるが、その多くは人間では及びもつかないような身体能力や特殊能力を持っている。だから、あまり本気でやるとバスケの試合がとんでもないことになるのだ。

「……そういうわけだから藤紫、妖怪たちがあんまり本気を出しすぎないように、見張らないか？」

　早朝の体育館で、凪は藤紫をゴール下まで追いつめていた。

　今日も今日とてバスケの練習である。

　特にバスケ班における赤染のやる気が半端ではない。

　これは赤染がそもそもバスケ班であるということもあるが、むしろ他ほかの競技は各部活の部員がいるので赤染はその部員たちに練習のペースや方法を委任しているため、他の競技に頭と体を割くことのなくなった赤染の力が一気にバスケに集中しているのが大きい。

　やる気があるのは素晴らしいが、じゃっかん迷惑な話でもある。

　バスケ班における期待の星・身長約１９０センチを誇る巨漢の一いち条じようなどは赤染のしごきがつらすぎて、むしろ新しい悦よろこびを見み出いだしているほどだ。

　そんなわけで、気温は低いが熱気はあふれる早朝の体育館。

　赤染が一条にかかりっきりになっているスキに、凪は藤紫と内緒話だ。

「ほら、頼まれたわけじゃないんだけど……なんて言うかさ……」

　どう言ったものかわからず、口ごもる凪。

　藤紫はぼんやりとすぐ近くの凪を見上げて、

「……セパタクローの夢は、散った……」

　ぽつり、とつぶやいた。

「……まだショックうけてたのか」

「……というのは、冗談。で～」藤紫は『おいておく』動作をして、「実は藤紫は～その件について、正式に？　依頼をうけてたり」

「和泉いずみ先輩の組織から？」

　凪の問い掛けに、藤紫はかくん、と首を縦に振って、

「『妖怪保護協会』から、この学校の妖怪をまとめるように、言われている」

「……そうなのか」

「……妖怪から～、藤紫は、この学校にいる妖怪をまとめるように、言われている」

「え？　どういうこと？」

「愚ぐ図ずな子ね」

「たまにキャラにない発言をするなおまえ!?」

「『妖よう怪かい保護協会』から、この学校をまとめるように言われた妖怪がいて～、藤ふじ紫むらさきは？　その妖怪から、この学校の妖怪をまとめるように言われて、引き受けた」

「……ええと、代表代理、みたいな？」

　凪なぎが問えば、藤紫はうなずく。

　なんだか複雑な話だが――

「ようするに、妖怪が妖怪だってばれないように力は尽くしてくれる……ってことか？」

「そうともいう」

　他ほかにどう言うのかかなり気になるが、藤紫は、またうなずいた。

「だから藤紫は、がんばる。藤紫は、人間の味方。なぎが、そうさせたから」

「……そうか」

　藤紫の言葉には嬉うれしさを感じるが、それ以上に複雑な気持ちがあった。

　人間の清きよ原はら凪には、一度人間の敵に回った天狗てんぐを、また人間の味方に戻す力などない。

　こうして、クラスメイトとして藤紫と過ごす日常がある。……その日常は確かに『人間の清原凪』が経験するはずだった未来、平和な、人間らしい日々なのだが。しかしその日常の下地には、確実に『九尾の狐きつね』の力があるのだ。

　――これでいいのか？

　凪は、そんな気持ちを抱いていた。

「なあ藤紫、俺おれはさ……」

　なにか。言葉にならないけれど、凪は胸中にわだかまる気持ちを藤紫に伝えたかった。

　けれど、それは口を開いて、切りだそうとしてみても言葉にならず。

「凪！　藤ふじ村むら咲さき！　練習を始めるぞ」

　後ろからかけられた赤あか染ぞめの声で――タイムリミットだ。

「今行く！」凪は振り返って赤染に言ってから、また藤紫を見て、「……ごめんな、なんか。言葉にならなかった。忘れてくれ」

　そう言って、コートの中に入ろうとする。

　それを、藤紫がそでをつかんで止めた。

「……どうした？」

「なぎ。藤紫は、人間の味方」

「……？」

「でも、藤紫を人間の味方に戻したのは、なぎ」

「……それは、さっきも聞いたけど……」

「そういうこと」

　どういうことだ、と凪なぎが問いかける前に、藤ふじ紫むらさきはさっさと凪を追い抜いてコートに入ってしまう。

　首をかしげて見送るしかない凪に、赤あか染ぞめが近づいてくる。

　薄い体操服を着て腕を組む赤染の迫力は、冬の制服を着ている時の七割増しであり、夏の制服と比較しても三割ぐらいは増している。赤染の迫力と威圧感はとどまるところを知らなかった。

「体力や体格の問題で、おまえは私とチームで４on４をする。他ほかのチームメイトはあいつらだ」

　と、赤染があごをしゃくるので、凪はそちらの方向を見る。

　片方は、これも体格の問題だろう、二メートルは超えているであろう高い身長に、それに見合った屈強な体を持つ、どこのＫ―１選手だ、というような大男。

　そしてもう一人は、身長は平均的にもかかわらず、どこか危ういほどの、『折れそうな』という表現がぴったりな華きや奢しやな体の、髪の短い少女。

　ネタばらしをしよう。

『ぬりかべ』と、『ろくろ首』だった。

「ええと……よろしく」

　凪はなぜだかすでに苦笑いで、相手はクラスメイトなのにまるで初対面のような態度で言った。それもそのはずで、実はこうして顔を合わせて会話をする距離にまで接近したのは、昨日の放課後、バスケの練習の時が初めてだったりする。

　そんな凪のぎこちないあいさつに対し、

「……」ぬりかべは無言で頭を下げ、

「はいはいよろしくー」ろくろ首は軽い調子でなぜか笑いながら応えた。

　凪が二人とどんな距離間で接していいかわからず、反応に困って笑っていると、ぬりかべが無言のまま凪に接近してくる。

　近くに寄られると、その圧力は本当に『壁』だ。人間の姿でこうなのだから、妖よう怪かいの本性に戻ったらどれだけなのか……凪がそんなことを考えていると、

「……われわれは」

　ぬりかべが、ぼそり、と小さく重い声でしゃべりだす。

「……ひとまず、あなたに逆らわない」

「それは、どうも……」

　最近、凪の表情が苦笑いで固定されつつある。

「……あなたに、協力しよう。それが、藤紫様の、のぞみでもある」

「……」

「……われわれは」

「ん？」

「……ひとまず、あなたに逆らわない」

「え？　あ、ああ、はい、どうも……」

「……あなたに、協力――」

「はいはいごめんよー」

　ぬりかべが何かを言いかけたところで、ろくろ首がぬりかべと凪なぎのあいだに割って入った。

「こいつ三行以上覚えられないのねー。ごめんねー。ほらほら、もう終わったよ。もう伝えたよー」

「……」

　ろくろ首に腹のあたりをぺしぺしと叩たたかれながら、ぬりかべは重々しい動作できびすを返し、コートの真ん中付近へと向かう。おそらくこちらのチームでは彼がジャンプボールをするのだろう。

「……凪」

　赤あか染ぞめが少しだけ驚いた表情をして、凪に呼び掛ける。

　呆ぼう然ぜんとぬりかべとろくろ首を見送っていた凪は、その表情のまま「なんだ？」と赤染に問いかけた。

　赤染はしかし凪の方は見ておらず、ぬりかべの方を見たまま、

「お前があいつらと何を話してたかはわからないんだけど、私は、あいつが言葉をしゃべっているのを初めて聞いた」

「……きっと、すごい無口なんだよ」

　苦笑いでそう言うだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「とにかく試合だ。お前にボールが集まるようにするから、シュートを狙ねらいに行ってくれ」

「ああ……」

　わりと重要な役目を振られたわけだが、凪はなんだかもやもやしたものを抱えていたためにあいまいに承諾してしまった。まったくもって迂う闊かつである。

　なんだかうまく気合が入らない凪をおいてけぼりに、始まる試合。一いち条じようのチームはやはりジャンプボールに一条を持ってきた。人数の問題で赤染が審判の役もやることに。その赤染の手により天高く投げられるボール。どこまで公正なのだろうか、ぬりかべと一条のきっちり中間を前後左右にぶれることなくボールは舞い、そして落ちる。

　身長で勝るぬりかべが有利かと思われたが、ぬりかべ、ここで跳ばない。

　対して垂直跳びの全国大会で（そんなものがあればだが）記録を狙えそうなほどの跳躍を一条が見せて、そのままボールは一条の陣営、コートの凪チーム側に来ていた鵺ぬえに渡される。

「なにをやっているんだ！」

　赤あか染ぞめが叫びながらディフェンスにまわる。

　そのディフェンスははたして、効果があった。体操服という薄着で急に動いたものだから、赤染のその大きな胸が揺れて、一いち条じようの意識がその胸に吸い込まれる。

　こうして敵方プレイヤーの一人を一時的に行動不能にした赤染だが、しかし敵陣の切り札は一条一人ではなかった。

　鵺ぬえがいる。

　鵺は小さな体を利用した低いドリブルでまずは赤染を抜き去り、ゴール前でディフェンスをしていたろくろ首の手前で急停止、それから後ろに跳び下がりつつシュート。小柄な鵺にバスケットボールは重そうに見えるが、そこは小さくても妖よう怪かい。なびくツインテール。ちりりん、と鳴る首輪につけられた鈴。きれいな放物線を描いて、跳んで阻もうとしたろくろ首の頭上を通り過ぎて、ボールはゴールに吸い込まれた。

　この間、わずか十秒足らず。

「……凪なぎ」

　赤染が、珍しく困ったような表情で凪に近付いて来る。

「……私は、人員配置を誤ったかも知れない」

「大丈夫、これはなんて言うか、仕方ない気がする……」

　藤ふじ紫むらさきと一条陣営側の妖怪（たしか河童かつぱだっただろうか。髪の長い、橘たちばな以上に小柄な女の子である）がまったく活躍していないが、問題はなかった。一条と鵺だけでどうにでもなる。赤染がここですべきチーム分けは、一条＆鵺vs残り全員、というのが正しかったようだった。

「でもな、お前ら、勝てない勝負だからってあきらめたらそこで試合終了だよ。もっと本気でやろう。ここで気張らないような理解し難がたい馬ば鹿かは、私のチームにはいないだろう？」

　――その言葉に。

　ぬりかべと、ろくろ首の目が輝いたように、凪には見えた。

「……本気」

　ぬりかべが重々しくつぶやく。

「……本気でやる」

　みしみし、もともとキツそうだった体操服が、筋肉の盛り上がりか、あるいは、身体構造そのものの変化に呼応するように、悲鳴を上げ始める。

　――本性に戻る気だ。

「ちょっ！　と！　ストップ！」

　慌あわてて『タイム』のポーズをしつつ止めに入る凪。

　そしてぬりかべの側に寄って、

「あ、あのさ、本来の姿に戻られると……その、色々困るから、そこは勘弁してくれないかな……？」

「……」

　ぬりかべは感情のない目で凪なぎを見下ろし、

「……われわれは、ひとまずあなたに逆らわない」

　そう言って、今度は凪チームのゴール前へと向かった。

「はぁ……」

　表情のない大男の相手は、異常な緊張感をともなう。

　凪がどうにか説得を終えて一息ついていると、

「伸ばせば……止められたんだ」

　という、小さな声が聞こえて来た。

　凪は声の方を見る。そこでは、ろくろ首が、地面を見てぶつぶつとつぶやいていた。

「伸ばせば……首さえ伸ばせば、止められたんだ」

「ちょ、ちょ、ちょ！　そっちもなんかつぶやいてないで！　まともに！　あくまで人間らしく！　試合をしよう！」

「いやいやいややだなぁ冗談だよーあははは」

　ケタケタとろくろ首は笑うが、ちっとも冗談に聞こえなかった。

「なんて言うか……」

　妖よう怪かいだな、と凪は思う。

　これを、本性を発揮させないように、頑張る。

　それは思っているよりも大変なことなんではなかろうか――そんなふうに凪は改めて実感するも、自分から『やろう』と言いだしたことだし、なにより九月ぐらいに、和泉いずみ先輩とも『妖怪たちをクラスになじませる』と約束した気もする。

「……これは、意外と骨が折れるかもだぞ……」

　凪は迂う闊かつな安請け合いを後悔しながら、がっくりと肩を落とした。
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　昼休みになり、凪は藤ふじ紫むらさき、鵺ぬえらとともに、机をくっつけて昼食をとっていた。

　赤あか染ぞめと一いち条じようは、職員室に向かったようだ。普段は『赤染のお供役は凪の仕事』みたいなことになっているが、こと運動系のイベントだとそうでもないようだ。

「……よくわからない。なぜ、なぎは、あかぞめの従僕をやっているのか」

「従僕って……」

　凪本人、そんな地位に甘んじているつもりはなかった。

　外から見たら従僕に違いなくとも、本人に自覚はないのである。

「なぎは～本来なら、あかぞめや藤ふじ紫むらさきをどれいに？　しててもおかしくない」

「いや、それはおかしいだろ」

「よくわからない。藤紫はべつに、おかしいことは～、言ってない。妖よう怪かいと妖怪、妖怪と人間の関係は、『敗者は勝者に殺されるか、力を奪われる』ていうのが～自然な感じ？　なぎは、あかぞめより強い。藤紫は、なぎに負けた。だから、なぎは、藤紫たちを殺すか、そうでないなら、力を奪っておくのが、ふつう」

「いや、それはあれだよ、昔話の中の『普通』であって、現代社会に生きる人間の『普通』じゃないだろ」

　俺おれが勝ったからおまえは今日から奴隷だ、なんて。そんなのは明らかにおかしいし、何より、清きよ原はら凪なぎのキャラではない。

「なぎ、藤紫は、なぎに従うべき。従わないのは～、きもちわるい。だからなぎは、もっと藤紫にいろいろなことを、要求すべきだと？　思う」

「ぬえー……鵺ぬえは藤紫さんに賛成ですかねえ」

　今まで購買部のパンの山（大量に買い込んで机の上に積んでいたのだ）を崩すことに腐心していた鵺が、

「鵺もほら、お仕えしているご主人さまがいるわけですからねえ」

　ちりりん、と首輪に付いた鈴を鳴らして言う。

　藤紫は無表情のまま鵺の発言にうなずき、首をめぐらせ凪を真まっ直すぐに見て、

「なぎ、そういうわけ」

「いや、どういうわけだよ……とにかく、なんだろ……藤紫が俺をどう思ってるかは知らないけど、俺は藤紫をどうこうしようって気はないよ。まあ、あんまり騒ぎを起こさないで欲しいとは、思ってるけどさ。ほら、転校したての時みたいな」

「だいじょうぶ。藤紫は、人間の味方にもどった。かむばっく藤紫になった」

「なにそのお笑い芸人の芸名みたいな……とにかく、それだけで充分だよ」

「でも、人間の味方っていう役割？　は～、あくまで藤紫が生きるために必要なだけ、だから。なぎにたいする恩返し？　ではない」

「だから、深く考えなくていいって」

「いやだ」

「拒絶!?」

「いやいや、凪さん。鵺ごときの頭でも、藤紫さんのおっしゃっていることはわかりますよう。妖怪は因果応報の生き物ですからねえ。たぶん、藤紫さんは、凪さんに受けた大恩をどうにかして返さないと気がすまないんですよう」

「大恩って」

　そんなに大それたことをした覚えはない凪なぎである。

　藤ふじ紫むらさきは無表情のまま凪の頭上を意味なく見上げ、

「恩をいつまでも返させないと～、仇あだになる」

「……それは困るな」凪は苦笑いを浮かべる。「じゃあ、なんか、軽いのでいいからさ。仇に変わらないように、返してくれるとありがたい」

「まかされた。藤紫は、ひもびきに？　で明日、登校してくる」

「え!?　どういうこと!?」

「……よくわからない」首をかしげる藤紫。「なぎは、ひもびきにが好き」

「さも確定してるみたく言わないでくれよ!?　別にそんなことないから！」

「文化祭の時、あかぞめが着てて、なぎがよろこんでたように、藤紫はおもった」

「いや、それは……」

　まったく喜んでいなかったかと問われると、言葉に詰まらざるを得ない。

　藤紫はなぜか黒板の方に視線をうつし、

「だから、藤紫は明日、ひもびきにで登校する」

「その結論はおかしい！」

「なにか言われたら～、『なぎが強制した』って、いう」

「仇で返す話なのか!?」

「……というのは、冗談、で～」

　藤紫は『おいておく』動作をして、

「なにか、考えておいてほしい。藤紫は、頭がぶきようだから。どうやって返したらいいか、わからない。なぎが嫌いなあいてを、こっそり屋上からふきとばすとか～、そういうのしか、おもいつかない」

「……いや、嫌いな相手なんて特にいないし。いたとしても、屋上からふきとばされたら困るし」

「だから、よろしく。……藤紫は、なぎの言うことなら、なんでも聞くから」

「そんなかしこまらなくてもいいんだけどな……」

「まあまあ、凪さん。ここは素直にうなずいておけばいいんですよう。それにですねえ、凪さんぐらいの妖よう怪かいになると、従者の一人もいないとかっこつかないですからねえ」

「いや、俺おれは人間だからさ」

「？」

　鵺ぬえは不思議そうな顔で凪を見る。

　凪は、説明をしようとして、しかし、やめて、

「……とにかく、藤紫もそんな、大層に考えなくていいから」

「藤紫のおっぱいは、大きくないのに？」

「どうしてそんなセリフが出て来た!?」

「……よくわからない。あかぞめのひもびきにを見て喜ぶいっぽうで、いつもたちばなといっしょにいる。なぎは、大きい方がいいのか～、それとも、小さい方がいいの、か」

「なあ、なんで女の子はすぐに胸の話にもっていきたがるんだ？」

　橘たちばなもそんな傾向である。

　ひょっとしたら、『女の子』と言うよりも、『妖よう怪かいの女の子』と言うべきかもしれないが。

「……よくわからない。あかぞめと～、たちばなの差異をかんがえると、まっさきに思いつくのが、胸」

「もっとあるだろう!?」

「ぬえー、そうですよう。身長とか、腰とか、おしりとか」

「体つきの話じゃないよ！　もっと内面も見ようって言ってるんだよ！」

「！　藤ふじ紫むらさきは驚きよう愕がくのじじつに、きづいた」

　そう言う藤紫の目は、少しだけ見開かれている。どうにもたどりついた事実がよほど衝撃的だったらしい。

「あかぞめと～、たちばなの、決定的な違い。それは――ニーソックス」

「ちっともパーソナリティじゃないぞ!?」

　ニーソックスは着脱可能である。

「藤紫は、なぎをこう分析する。『胸は大きいほうが好きだけれど、ニーソックスが胸以上に好き』」

「その分析は最初から最後まで間違いだらけだ！」

「藤紫は、いつかなぎに、全裸になれって命令されるかも？　しれない」

「ないよ！　そんな命令をすることはありえない！」

「でも、その時でも、ニーソックスだけは、ぬがないと約束する」

「俺おれをすごいフェチ度の高い人みたく言うな！」

「だから、なぎ、ためしに藤紫に『全裸になれ』って命令してみると、いい。藤紫が、どんな覚悟でなぎに恩をかえそうとしてるか～、それでわかる」

「しないってば！」

「もし全裸がいやなら、なぎは～、藤紫がまんぞくするような恩返しの方法を、はやく提示するべきだと？　思う」

「なんだこの脅迫……？」

「凪なぎさん、これはもう、何か考えるしかありませんよう？　鵺ぬえごときに言われなくてもわかるかと思いますけど、藤紫さんはがんこっぽいですからねえ」

「……そうみたいだな」

「そういうわけ、で～。なぎは、藤紫に命令する権利を、うけとる？」

「謹んで受け取らさせていただきます……」

「じゃあ、あしたさっそく、ひもびきにで登校？」

「藤ふじ紫むらさき、いきなり命令して悪いけど、それだけはやめろ」

「わかった。でも、まだたりない。なぎはこれから、つねに藤紫に何を言うか考えて生きていかないと、いけない」

「……」

　かくして凪なぎは、なんだか藤紫に命令する権利とやらを手に入れたわけなのだが。

　現状、どっちの立場が上なのか、まったくわからなかった。
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　放課後、再びバスケの練習をする凪たち。

　授業を終えてそれなりに疲れているのだが、赤あか染ぞめの気合の入れようは半端ではないし、赤染に逆らうことなど、１年Ｃ組でひと月も過ごした者であれば、できるはずがなかった。

　そんなわけで朝と変わり映えのない、体育館の半面を借りてのバスケ練習が始まる。

　――かと思いきや。

「まあまあ、本当に練習しているのですね」

「……来る前にそう言ったであろうが。私は嘘うそはつかんぞ」

「っていうか球技大会でしょ？　わざわざ練習とか、熱の入れようおかしくない？」

　そんなことを言いながら、橘たちばな、姑う獲ぶ鳥め、飛ひの縁えん魔まが、舞台の上に座って、凪たちの練習を見学していた。

「……どうしたんですか先輩たち」

　体操着姿の赤染が、練習による疲労で軽く息を荒げながら、二年生三人へと質問する。

「ふん、どうしたもこうしたもないわ。貴様らは練習でもなんでもしているが良い。今ならこの私が見ていてやる」

「先輩に見られるメリットが本気で理解し難がたいんだけど」

「はっ、理解できんのは貴様の頭が足らんからであろうが。貴様の理解など求めておらんわ。いいから練習に戻るが良い」

　しっしっ、と橘は赤染を手振りで遠ざけようとする。

　赤染の機嫌が悪くなっていくのが、その場にいる、橘以外の全員にわかった。

「橘、ちょっと言いすぎだと思うぞ」

　さすがに凪が、間に立つ。

　橘は眉まゆ根ねを寄せて、

「先に食ってかかってきたのは、この小娘であろうが」

「先輩にそこにいられると、主に凪なぎの気が散るから、練習の邪魔なんだけど」

「ふん、胸にばかり栄養をとられた小娘が、私を邪魔者扱いとはいい度胸だ」

「先輩は、胸どころか頭にも栄養が足りなさそうなんだけど」

「……」

「……」

　無言でにらみあう、橘たちばなと赤あか染ぞめ。

　なんでこの二人はここまで仲が悪いんだ、と凪は冷や汗をたらしながら思う。

「ええと……とにかくさ、赤染も、俺おれが集中してないように見えるなら、がんばるから。あと、橘も別に練習の邪魔をしようって思って来たわけじゃないだろ？」

「無論だ。凪、私が今まで凪の邪魔をしようとしたことが、一度でもあったか？」

「……しようとしたことは、ないかな」

　微妙に自信のない声でしか言えなかった。

　しかし橘は、自信たっぷりに「であろう」と言って、

「そういうわけだ小娘。私が大人おとなしく見ていてやる。さっさと練習に戻るがよい」

「……まあ、邪魔しないならいいけど」

　そんなことを言いながら、赤染は橘に背を向けた。

「ふっふっふ……見ろ、凪。小娘が逃げて行くぞ！」

「なぜおまえはわざわざ赤染を刺激するようなことを……」

　凪は困った顔で赤染を振り返るも、赤染は少し足を止めただけで、そのままコート内にいる鵺ぬえのもとへ、何かを話しに行った。

「完・全・勝・利！」

　橘は、わざわざ立ち上がって楽しそうに笑った。

　その様子は微笑ほほえましいのだが、凪には、なぜ橘がこんなにも赤染を刺激するのかがいまいち理解できなくて、あと、舞台上で仁王立ちされると、角度的にスカートの中が見えそうで、凪は困った顔をして、ややうつむく。

「ね、ね、橘さぁ」

　喜んで大笑する橘に茶髪の少女がおずおずと近付いてきて、橘のわき腹をつついて、遠慮がちに話しかける。

「……なんだ飛ひの縁えん魔ま。貴様、私のいい気分に水を差すとは、燃やされたいらしいな」

「いや、そんな気分悪くすることじゃなくない!?　声かけただけじゃんよ!?」

「貴様の存在は基本的に不愉快だ」

「あんたの言い分のが不愉快だし！　……ふ、ふふん。でもさ、いいよ、許したげる。ほら、あたしはいつも、優しいじゃん？」

　そんなふうに橘に言いながら、なぜか、飛縁魔はちらちらと凪の顔をうかがっている。

　凪なぎは、遠慮がちに視線を向けられる理由がわからないので、とりあえず愛想笑いを返しておく。

「くは……」

　そんな声をあげながら、なぜか、飛ひの縁えん魔まがひるんで橘たちばなの背中に隠れてしまう。

　橘は、機嫌悪そうに「うっとおしいわ！」と言いつつ、背中に隠れようとする飛縁魔と距離をとって、

「なんなのだ貴様は、さっきから。いつものふてぶてしさはどうした」

「いや、あたし、普段からそんなにふてぶてしくないじゃん？　こう、優しくておしとやかじゃね？」

「はっ、聞いてあきれる。『優しくておしとやか』？　はっ、呆あきれすぎてついつい反応も単調になるわ」

「その言い分はわけわかんなくね!?」

「『優しくておしとやか』と言うのはだな、」

　そこまで言って、橘はもう一人のクラスメイト、姑う獲ぶ鳥めの方を見る。

「はい？」

　姑獲鳥が、優しくておしとやかな表情で首をかしげる。

　橘は姑獲鳥から視線を逸そらして、

「あいつは何か腹にいちもつありそうなので除外すると、やはり『優しくておしとやか』なのは、私を置いて他ほかにおらんだろう」

「や、姑獲鳥を除外は賛成だけど、橘がおしとやかはおかしいんじゃね!?」

「黙れ、燃やすぞ」

「なぜ私が除外されるのでしょうね？」

　言いながら、姑獲鳥はうふふふふ、と楽しそうに笑っている。

　凪は、そんな橘と二人のクラスメイトの様子を見て、微笑ほほえんで、

「……なんか、橘が世話になってるみたいで、ありがとうございます」

「いや、凪よ。こやつらの世話をしているのは、むしろ私の――」

「ぜんぜん！　ぜんっぜんオッケーよ!?」

　飛縁魔が、橘の言葉をさえぎり前に出る。

　舞台上で前に出られるから、スカートの中が見える。

　ガーターベルトと黒とレースの組み合わせが見えた。

　凪は視線を下げて、

「ええと、とにかく、これからも橘をよろしくお願いします……」

「だから凪、私はこやつらに世話などされてはおらぬと、」

「もう、末長くお世話しちゃおうかな！　橘、あたしら親友だよね!?」



    

  
    
      



    

  
    
      「は？」

「橘たちばなこいつぅー！　かわいいなー！」

「いや、私が可愛かわいいことは、私自身重々承知しているが、あと貴様、気持ち悪いぞ」

「そういうわけで、凪なぎくん？　橘のこととか聞きたかったら、あたしに言ってね！」

「ああ、はい……」

　飛ひの縁えん魔まが立ち位置を変えないために、依然ぱんつのバーゲンセール状態である。なので凪は視線を上げずに承諾した。

　飛縁魔・橘・凪のやりとりを、姑う獲ぶ鳥めが一歩ひいた位置でながめて、愛おしそうに笑っていた。



　　　６



　放課後練習を終え、着替えるために橘ら二年生組と分かれた凪たちは、ようやく教室へと帰って来た。

「赤あか染ぞめ、俺おれ、思ったんだけどさ。鵺ぬえ以外を全員こっちチームにするには、コートが狭すぎたよな……」

「鵺の動きの良さが予想外すぎるんだけど。もうおまえ、レギュラーに決定だよ」

「ぬえー……申し訳ありませんねえ、鵺ぬえごとき生き物が突如乱入してしまい」

「……よくわからない。その、行きすぎた卑下の理由が」

　会話をしながら、カバンをとり、教室を出る。

　凪なぎ、赤あか染ぞめ、鵺、藤ふじ紫むらさきがひとかたまり、やや遅れて、一いち条じよう、ぬりかべ、ろくろ首、河童かつぱが続き、八人は昇降口を目指して、廊下を歩く。

　赤染は、後方を歩く一条らを振り返ってから、凪に顔を向け、話し出す。

「凪、お前も一条の対人能力を見習え」

「ん？　どういうこと？」

「一条は、真ま壁かべたちと、もうあんなに打ち解けているだろうが」

「……まかべ？」

　凪が問い返す。

　赤染は、右のおでこをコツコツと機嫌悪そうに人差指で叩たたき、

「真壁、長おさ道みち、河かわ名なだよ。後ろの三人。大きいのが真壁、細いのが長道、小さいのが河名。お前、まさかまだクラスメイトの名前を覚えてないのか？　理解し難がたいんだけど。もうあいつらが転校してきてから、ふた月近く経つだろうに」

「ああ、いや、ごめん……」

　妖よう怪かいたちにも『人間としての名前』があることを、改めて思い知る凪である。

「そうか、そうだよな。人間には、苗みよう字じと名前が必要だもんな」

「何を当たり前のことを言ってるんだお前は」

　赤染があきれている。

「いや、当たり前だけどさ、なんていうか、」

「苗字なんていりませんよう」

　鵺が、唇をとがらせながら、凪の言葉にわりこむ。

「鵺は人間社会で何がいやかって、苗字がいちばんめんどうでいやですからねえ。名前さえあればいいじゃないですか」

「……よくわからない」

　藤紫が、鵺の発言に首をかしげる。

「それは、単体種族の考え方で、同じ種族に複数の群れがある妖怪のことを、ちっとも考慮してないように～、思える」

「地獄には単品妖怪しかいませんでしたからねえ」

「鵺は～、なぎを、どうするつもり？」

「鵺は、こそっと凪さんを見てるだけですよう。何をするようにも言われてませんよ、今は、ですけどねぇ」

「……よくわからない。その言い方はまるで」

「よくわからないのはお前らの会話だよ」

　にわかに緊迫感を増す二人の会話に、階段手前で三人に向けて振り返りつつ、赤あか染ぞめがわりこむ。

「お前らは何を話しているんだ？　まったく理解し難がたいんだけど。すぐ近くにいるのにあまり置いていかれるのは、いい気分がしないな」

「……」

　藤ふじ紫むらさきは、じっくりと赤染をながめて、

「簡単に言う、と～、藤紫と、鵺ぬえで、なぎをとりあってる感じ？」

「いや、それはおかしくないか!?」

「よくわからない。おかしくない、っぽい？」

　藤紫は首をかしげ、階段を下りだす。

　鵺も藤紫に続いて階段を下りつつ、笑って、

「だいたいそんな感じですねえ。でも、鵺はまだ凪なぎさんをどうこう、っていうかんじじゃありませんよう？　まだ、鵺はですねえ、自分がどうするべきか、知らないだけなんですからねえ」

「……つまり、凪、おまえはまた小さな女の子をたらしこんでいるのか？」

　言いながら赤染もまわれ右して、階段を下る。

「赤染、まるで俺おれがいつも小さな女の子をたらしこんでるような言い方をしないでほしいんだけど……」

　みんなが歩き出したので、凪も階段を下りながら赤染にいちおうつっこむ。

　しかし赤染は、まるで『心外な指摘をされた』とばかりに右デコをこつこつ叩たたいて、

「たらしこんでるだろう。金髪の先輩とか、藤紫とか、鵺とか」

「いや『先輩』が含まれてる時点で『小さな女の子』じゃないだろう!?　あ、身長の話なのか!?」

「おまえはようするに、身長１５０センチ未満の女性が好きなんだろう？」

「……よくわからない。その基準だと、藤紫はふくまれない、っぽい」

「いや、俺は別にそんな基準で人を判断したりしないからな!?」

「あかぞめ、藤紫が思うに～、凪は、胸の大きさで判断している。Ａ以下じゃないと、めがねにかなわない、っぽい」

「……度し難いんだけど。すると何か、おまえは人と話す時、顔じゃなくて胸を見ているということなのか」

　言いながら、赤染は自分の胸を両腕でかばった。

「待て！　なんで俺が変態みたいな方向で話を続けるんだよ!?　っていうか藤紫の主張がこないだと違うんだけど!?」

「ぬえー……そしたら、鵺ぬえも狙ねらわれてますねえ」

「藤ふじ紫むらさきも、ねらわれてる？」

「狙ってない！　狙ってないから！」

「……よくわからない。藤紫は～べつに、なぎにねらわれても、いい」

「鵺もかまいませんよう。ただ、『ねえさま』が悲しみそうですけどねえ」

「よかったじゃないか凪なぎ。おまえの度し難がたい趣味を理解してもらえて」

「そんな趣味なんてないって言ってるのに！」

　凪が嘆くが、聞き入れてもらえない。

　四人はそのまま階段を下りきって、昇降口へたどりついた。

　そこには、金髪金眼の、（胸も身長も）小さな、少女がいた。

　橘たちばなだ。

「あ、橘……悪い、なんか待たせたみたいだな」

　言いながら、赤あか染ぞめらの視線から逃れるように、橘へと近づいて行く凪。

　橘は、うつむいたまま顔を上げない。

「……橘？」

　凪が、橘の肩に触れられる距離で問いかける。

　すると、橘は長い髪で顔の半分を覆い隠したまま顔を上げて、



「許せない」



　開口一番、そんなことを言った。

「……橘？」

　橘の様子におかしなものを感じとり、ついついあとずさる凪。

　しかし、橘は凪に近付いて、腕を伸ばして襟えり首くびをつかむ。

「ねぇ、凪、私以外の女としゃべらないでって言ったでしょ？　なんでその言いつけ、まもってくれないの？」

「様子がおかしいぞおまえ!?」

　凪は後退しようとするが、橘が襟首をつかむ力をゆるめないため、下がれない。

　そんな凪の後方で、距離をとって足を止めていた赤染が、頭痛をこらえるように右デコをこつこつと叩たたきながら、

「凪、そんな理解しがたい約束は、するほうがどうかと思うんだが」

「いや、してない！　してないよ！」

　凪は赤染に必死になって赤染の誤解を解こうとするも、赤染は機嫌悪そうな顔をしたままだ。

　もっとも、普段から赤あか染ぞめの顔はだいたい機嫌悪そうなので、冗談か本気か判別つけがたいのだが。

「ねぇ、今日はどんな女としゃべったの？」

　様子のおかしな橘たちばなが、超至近距離で凪なぎを見上げながら言う。

　凪は、一瞬言葉に詰まってから、

「どんな、って……赤染と、藤ふじ紫むらさきと、鵺ぬえと……」

「なんで私じゃない女と会話するの？」

「え、いや、会話ぐらい普通に……」

「ねぇ、なんで？」

　橘は、問いかけながらも凪に回答を許さない。

　追いついた一いち条じようと妖よう怪かいたちも含めて、全員が、凪と橘からなんとなく距離をとって、様子を見ている。

　凪は、その視線――『普通でないものを見るかのような視線』に不安を覚える。

「とにかく橘、何のつもりかわからないけど、落ち着いてくれよ……」

「私のことが大事でしょ？　私が一番のはずでしょ？　それ以外は許されないでしょ？」

「橘……頼むから冷静になってくれ」

「……うむ、少し忘れたので中略」

　橘は、不意にいつものテンションに戻りそう言って、それから、凪すら今までに見たことないようないい笑顔を浮かべ、

　――内ポケットの中から包丁を取り出した。

「ちょっ!?」

「あなたを殺して、私も死ぬ」

「お、おい橘、落ち着け！　何があったんだよ!?」

「ぬえー……鵺たちはひょっとして、ものすごい修羅場を目撃してるんですかねえ？」

「……よくわからない。行動が突飛すぎて～、冗談にしか、見えないかんじ？」

「というか先輩、ポケットが無事なのが理解し難がたいんだけど」

　ギャラリーがやたらと冷静である。

　赤染らの後ろで一条ｗｉｔｈ妖怪たちなど、普通に会話を始めている。

「やかましいわ背景どもが。今がいいところなのだから、もう少し静かにしておるがいい」

　橘は、いつもの口調で、不機嫌そうに赤染らに言い放つ。

　凪は少しだけ安あん堵どするも、束つかの間まのこと。橘はすぐさまヤンデレな笑顔を浮かべて凪を見上げ、

「だって、そうしたらあなたはずっと、私のものになるから。私だけの、誰だれにも奪われない、私だけの……」

「私だけの……？」

「私だけの……えー……ものに……」

　そのまま、橘たちばなはうつむいてしまう。

　しばし、沈黙。

　十数秒ほど経って、それから橘は、うつむいたまま、恥ずかしそうにかすれた声で、

「うー……そんな感じじゃ」

　橘の照れた様子に、凪なぎは、ふっと力の抜けた笑みをこぼして、

「今度は誰だれに入れ知恵されたんだ？」

「……その前に凪」

「なんだ？」

「今の私の態度は、『ぐっと来た』か？」

「……肝は冷えたよ」

「そうではなく……ええい、姑う獲ぶ鳥めの奴やつめ！　『やんでれ作戦』とやらも通じんではないか！」

　そう言って地団駄を踏む橘は、いつもの橘だった。

　凪は完全に脱力した息をつき、

「あのさ、橘。どうしたんだよ、昨日から？　なんて言うか……何をやってるんだ？」

「何を、とはなんだ」橘は憮ぶ然ぜんとした様子で包丁を床に捨てて腕を組む。「全ておまえのためであろうが」

「いや……」

　どのあたりが『自分のため』なのか、凪にはわからない。

「あのさ、橘。俺おれのためって言うなら、なるべく、騒ぎを起こさないで欲しいな……ほら、あんまり目立つのは、普通の人間じゃないだろ」

「……私の行いは、迷惑か」

「迷惑って言うか……」

　はっきり言って、心臓に悪い。

　だから、やめろ、と厳命したい気持ちもあったのだけれど、橘があまりにも落ち込んだ顔をするものだから、凪ははっきりと言葉にできなかった。

「……とにかく、帰ろう」そう言って、背後にいる赤あか染ぞめたちを振り返り、「なんかごめん、変な現場見せて」

「先輩が変なのは別に、今に始まったことじゃないんだけど」

　赤染が、腕を組んだまま答える。

　橘は、赤染の言葉に一瞬だけむっとして、大きく口を開く。

　けれど、少しだけ動きを止めて、それから口を閉じてうつむいて、

「……ふん。貴様の物言いにひっかかるところはあるが、自身の迷走は自覚するところでもある。特別に見逃してやろう」

　そう、ささやくような声で述べるだけにとどめた。

　凪なぎはここ最近の、橘たちばなの奇行を思い出しつつ、

「……橘、何を悩んでるのか俺おれにはわからないから、だから、何かあったら言って欲しい。俺は、なるべくおまえに苦労をかけたくないんだ」

「……ふん、一朝一夕ではままならんものだな、やはり」

　橘が小声でつぶやき、凪は首をかしげる。

「凪、私は先に帰る」

「え？」

　意外すぎる申し出に、一瞬、思考が止まった。

　その隙すきを突くように、橘は昇降口から走って出て行ってしまう。

「……よくわからない」

　藤ふじ紫むらさきが、つぶやく。

　その言葉は、まさに凪の心境そのものだった。
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　橘のことが心配になった凪は、家に帰ってから、橘にどうにか『なぜ、ここ最近様子がおかしいのか』を聞こうとしたが、なんだか橘がずっと消沈した様子で黙っているため、なかなか話題を切り出すことができなかった。

　そして、夜になる。

　いつもであれば、『一緒に眠ろう』という提案（脅迫？）をしてくる橘とひと悶もん着ちやくあるのだが、今日は何もなく、橘は寝室へと入った。

　凪は、自身の寝床である書斎で、少しだけ考えていた。

　橘のこと。

　けれど、何もわからない。

　明日は球技大会当日だというのに、いつまで経っても眠れない。

　だから、『人間として普通の行為』から外れるかも知れないけれど、寝床から這はい出して、橘のもとへ訪れることにした。

　わけのわからない緊張感に生なま唾つばを飲み込んで、寝室のドアをノックする。

「入れ」

　すんなりと出た許可に、なぜか鼓動が早まる。

　凪は、こわごわとノブを回し、寝室へと入った。

「珍しいのう、凪なぎの方から来るとは」

　部屋着兼寝間着姿である浴衣を身にまとった橘たちばなは、落ち着いた様子で、かけていた毛布から出ながら、言った。

「あ、悪い、もう寝てたか」

「構わん。眠れんと思っていたところだ」

　橘は、どこか疲れたような笑みをうかべ、ベッドの上に正座して、「座れ」と自分の正面を叩たたいた。

　言われるまま、凪も橘の正面に正座。

　膝ひざが触れ合うような距離で、二人は向かい合う。

「あの、さ、橘」

「凪、私はどうなればいいのだろうな」

「……どういう意味だ？」

　凪は、言いかけていたあやふやな言葉を止めて、橘にたずねる。

　橘は「いや」と少しだけ考えるそぶりを見せたあと、

「私は、この欠けたるところのない、魅力あふれる私は、なぜか振り向かんおまえを振り向かせるべく努力して、迷走している」

「……最近の『ツンデレ』とか『ヤンデレ』とかの……」

　奇行、と言うのは、橘の真剣な表情を見ていると、ためらわれた。

　橘は「うむ」とうなずき、

「私の思いつく方法ではいかんのかと思い、他者の考えを頼るなどしてはいるが、うまくいっている様子がない。のう、凪。おまえは、私に何を求めるのだ？　私は、何をすればおまえの求めに応じることができるのだ？」

「……俺おれは」

「やはり、胸なのか……」

「いや違うから!?」

　驚いて、つい声が大きくなってしまう凪である。

「しかし凪よ、ここで『私に欠けているもの』を考えていくと、どうしても『胸』にたどりつかざるを得ない。美び貌ぼうはある。能力もある。教養もある。気品もある。種族は同じ。全てを兼ね備えた才色兼備たる私に唯一足りないもの。それは――胸以外にあるまい」

「いや、うん……なんだろう、それはすごく色んな意味で否定しづらい」

　つっこみかたがわからない。

　困る凪をよそに、橘はどんどん言葉を続ける。

「凪、胸だけはどうしようもない。他ほかのものならばどうにかなろう。料理は覚えよう。家事も覚えよう。風ふ呂ろの順番もゆずろう。食事も文句を控えよう。朝は自分で起きよう。授業も真面目に受けよう」

「ちょっと考えただけでそれだけ出て来るのに、なんで欠点がないみたいな自己評価なんだろうな……」

「それらはおまえがひと言『やれ』と命じればできることなのだ。やれるが、やらん。能力的には可能だが、敢あえてしていない」

「……俺おれは今、すごくおまえに色々言いたいことがあるんだけど、止まらなさそうだからこらえる」

「けれどな、凪なぎよ。――体だけはどうにもならんだろう。この胸をふくらますのは私の仕事ではない。『しりこん』とやらの仕事だ」

「それはじゃっかん違うぞ!?」

「『しりこん』は胸を司る神ではないのか？」

　きょとん、と首をかしげる橘たちばな。

　橘は、凪の知らないところで色々と騙だまされているらしい。

　不ふ憫びんでしかたなかった。思わず抱きしめたくなった。けれどこらえて、頭を撫なでるだけにとどめる。

「時々凪は、意味もなく私を撫でるな。しかしな凪よ、頭を撫でる前に、この胸を撫でてみるのも一興だろう。撫でやすいぞ。平らだからな……平ら……」

「なんで自分で自分にダメージをあたえるんだ……」

　あと、「じゃあ撫でるか」とは絶対にならない。

「はっ!?　よもや凪、おまえは『髪ふぇち』か！」

「その単語をおまえに教えたやつを俺は殴りたいんだけれど、どうだろう、それが俺として正しい行いか、俺にはもうわからないよ……」

「髪ならあるぞ！　大量にあるぞ！　なんなら少し切って持たせようか！」

「いや、いいから！」

「ほれ、好きなだけ触るがいいぞ。ん？　どうだ凪。私の髪は気持ちいいだろう。長いだろう？　絡まって悶もだえてもいいのだぞ？」

「おまえの中で俺はどれだけ変態なんだ……？」

　そんなふうに思われる行動をとった覚えが、まったくなかった。

「ならば『足ふぇち』なのか？　私の白くてか細い足に頬ほおずりしたり舌を這はわせたりしたいのか？　かまわんぞ。覚悟はできている」

「そんな覚悟は生涯いらない！」

　妖よう狐この生涯は長いのだが、それでも凪は言い切った。

　橘はしかし引き下がりそうもない。なので凪はどう言ったものか、と考えながら、

「俺はさ、おまえから、何かをあたえてもらおうとは、思わないよ。俺は、おまえから、家族を奪ったから。だから、俺おれが、おまえに何かをあたえたいんだ」

「……」

　――橘たちばなの顔から、急速に表情が失せていく。

「そうか、おまえはそういうやつだったな。誰に対しても」

「？」

「……いや、なんでもない」橘は首を振って、「眠たくなって来た。部屋に戻ってはくれまいか？」

「え、ああ、悪い……」

「……」

　橘は、凪なぎの言葉に反応らしい反応も見せずに、毛布にもぐりこむ。

　金髪に隠された、小さな後ろ姿を見ながら、凪は立ち上がって部屋を出る。

　ばたん。

　扉を閉めて、なんとなく、廊下で立ちつくす。

「……どういう、意味だよ」

　おまえは、そういうやつだな、誰だれに対しても――そう、橘は言った。

　その言葉を発した時の、橘の悲しそうな無表情を思い出す。

「……俺は」



    

  
    
      



    

  
    
      　しん、と冷えた書斎に、凪なぎのかすれた声が響く。

「俺は、なんなんだ……？」

　答えのわからない自問は、むなしく残響して、消えた。
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　球技大会の朝が来る。

　橘たちばなは、凪を置いて、早くに学校へ向かった。

　どうにも、避けられているように感じてしまう。

　橘は、自分と顔を合わせたくない気分なのかも知れない、と凪は思う。

　それは、凪もまた、橘となんとなく顔を合わせづらいから、そう思うのかも知れない。

　一晩経って、冷静になって、改めて、橘が、自分を寝室から追い出したという行動の異常さに、凪は気付いた。

　その気付きが発端になって、色々と気になって来てしまう。

　最近の奇行、とか。

　球技大会の練習にかまけて、あんまり一緒にいられなかったこととか。

　昨日、学校から帰る時に、先に帰られたこととか。

　そんな色々なことが、なんだか、怖くてしょうがない。

　だから、少しだけ、顔を会わせづらい気持ちが、あった。

「橘は、俺おれのことどう思ってるんだろうか……」

　無意識につぶやいたことに、あとから気付く。

　――周囲には、クラスメイトがいる。

　ここは教室だ。

　今日は球技大会なので、朝から男子は教室で、女子は更衣室で体操服に着替える。

　誰だれもかれも目前に迫った球技大会へ関心を向けており、いちいち凪の声を聞きとがめる者などいなかった。

　早めに着替え終えた凪は、なんとなく騒がしい場所にいたくなくて、教室をそっと出る。

　すると、教室の扉を出てすぐ正面、廊下の壁に寄りかかって、

「あ、凪くん。出てきてくれてよかった」

　いつもみたいに柔和な笑顔を浮かべた、制服姿の和泉いずみ恋れんが立っていた。

「や、おはよ。待ってたよ。ちょっと話したいことがあってさ」

「あ、はい、おはようございます」

　意表を突かれたせいか、凪はきょとんとした表情であいさつを返す。

　和泉は朗ほがらかに笑って、

「屋上、来てくれるかな？　橘たちばなも待ってるからさ」

「……」

　――いいきっかけだ、と思った。

　どうせ、このままうじうじしていても、家で橘と会うことになる。

　ならば、そんなタイムオーバーみたいな感じで橘と顔を合わせるよりも、ここで自分から、自分の意思で会いに行こう――凪なぎは、そう思って、

「はい」

　力強く、はっきりとうなずいた。
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「朝からごめんね」

　寒風吹きすさぶ屋上で、和泉いずみは体を抱きながら二人に言って、それからいつも持っているきんちゃく袋の中から、二本、缶のしるこを取り出し、凪と橘に投げた。

「……恋れん、貴様の寄越す物はいつも、甘いものに偽装された辛からいものだ」

「や、それは本当に甘いよ。こっちの都合でこんな寒いとこに来てもらったからさ。さすがにね」

　和泉が苦笑いを浮かべる。どうやら普段からだましているため、警戒されている自覚はあるようだ。

　普段からやらなきゃいいのに、と凪は思いつつ、

「ほら橘、なんなら交換するか？」

「……いや、いい」

　決意したように橘は言って、それから慎重な動作でプルタブを引き、そして腰に手を当てて一気に飲んだ。

　缶の、ホットの、しるこを、一気に。

「あちゅい!?」

「……そりゃあなあ」

「橘、今のは完全に自滅だね」

　あははは、と恋は笑う。

　橘は言い返せず、「うー」とうなりながら和泉を見ていた。

　二人を見て、凪は、思ったよりもずっと普通に橘と話せていることを、内心で安あん堵どしていた。

「……うー……舌が……」橘がべー、と舌を出して外気で冷やしてから、「それでどうしたのだ恋。私は貴様に用事もなく呼び出されてやるほど暇ではないぞ。今もまだ練習があるのだ」

「あれ？　あたしらのクラス、そんなに球技大会に熱心だっけ？」

「ふん、『くらす』などという集まりの話ではない。これは私と、私の家臣と、凪なぎの話だ」

「俺おれ？」

「楽しみにしていろ」

　ふふん、と得意げに橘たちばなは鼻を鳴らす。どうやら具体的に何をするかは、まだ言わない方針のようだった。

「まーなんでもいいけどさ。今日はちょっと、愚痴るよ」

「……愚痴るんですか」

「半分ぐらいね」

　ぺろり、と舌を出して恋れんは笑い、

「愚痴以外のもう半分は、まず、今日の球技大会、妖よう怪かいたちが暴れすぎないようにちょっと見といてほしいな、ってことと……すでに気になってるだろうけど凪くんのクラスに転校してきた、鵺ぬえのことね」

「……鵺本人からは、いちおう、色々と聞いたけど」

「『炎えん熱ねつ地獄の魔王からの使者』『九尾の狐きつねを監視に来た』――ま、鵺に関することはそんぐらいなんだけど……問題は、その鵺の登場によって、うちらの組織がちょっとゴタゴタし始めたってことなのさ」

「ゴタゴタ？」

「うん」

　和泉いずみは「はー……」と、怒りの残ざん滓しでも吐き出すように、長いため息をついて、

「うちらの組織はさ、基本、『妖怪の保護・管理』を目的に運営されてるのね」

「……貴様らはまだそんなおためごかしをほざいておるのか」

「組織の方針の話だからさ、あたしに言われても困るけど……まあ、ちょっと黙って聞いててほしいかな」

「……ふん」

　橘は機嫌悪そうにそっぽを向く。

　凪は苦笑いで橘を見てから、「それで？」と和泉を促す。

「うん、それで、うちらの組織以外にも、色々な組織があるわけさ。『妖怪は問答無用に狩るべき』っていう主張をしている組織とかね。で、そういう組織の中で、うちらに近い方針をかかげてる組織があって、それがさ、凪くん、こないだ戦った鬼のとこなんだよね」

「……俺の時は、ずいぶんと問答無用に思えたけど」

「あそこは、『地獄の門』を管理してるからさ。だから、地獄から無断で出た凪くんに対しては問答無用だったんじゃないかな？」

「……」

「地獄っていうのはさ、ほら、『危険すぎて人間界に存在させられない妖よう怪かい』を閉じ込めておく場所じゃないさ。地獄への出入りは全部、あの鬼のとこの組織が管理して、監視してるわけさ。危険な妖怪が人間界に出ないように、って。――で、今回の鵺ぬえは、その鬼の組織からの依頼で、この高校の凪なぎくんのところに転校させることになったんだよね」

「話がよくわからないな……」

「鵺が、地獄から来て。地獄の出入りを、鬼の組織が管理してて。だから、鬼の組織を伝ってしか、鵺は人間界に出てこれなくて。で、鵺の目的は凪くんで、凪くんはうちの高校に通ってる。だから、鵺からの、正確には、炎えん熱ねつ地獄の魔王からの依頼で、鬼の組織が、うちの高校に『鵺を九尾と接触させるから協力しろ』って、圧力をかけてきたわけさ」

「……」

　話は複雑だがようするに、話を複雑にしているのは、そもそも自分がこの学校にいるからだ、ということを凪は理解した。

「で、こっからが愚痴なんだけどね」

　和泉いずみはにっこりと笑い、

「うちの組織は基本的に弱いわけさ。圧力なんてかけられたら簡単に屈するぐらいにね。だからなるべくなら、厄やつ介かいな問題は抱えたくない。妖怪の管理なんてただでさえ厄介なのに、ってね」

「ふん」

　橘たちばながそっぽを向いたまま、鼻を鳴らす。

「ならばわざわざやることもなかろう。なんなら私が代わってやってもいいぞ」

「そこらへんが『大人おとなの事情』ってやつでね。……厄介は厄介だけど、その厄介を抱え込むのもやむなし、って思うぐらいの得があるわけさ。ま、それは今回関係ないからおいとくとして……ようするにさ、うちらの組織は『厄介払い』をしたがってるわけさ」

「……『厄介払い』？」

　凪が問い返せば、和泉は「はー……」と、また怒りでもこらえるかのように長く深い息をついて、それから頭痛をこらえるようにこめかみを撫なでて、

「『九尾の狐きつね』を地獄に連れ帰ってくれるなら、断ることもない、ってね」

「……」

「あと、ついでに『群れから抜けた七尾の狐』も処分できるなら、言うことないってさ」

「……それが、人間どもの言い分か」

　橘は和泉をにらんで問いかける。

　めらめらと、その長すぎる金髪が、黄金の光で燃えている。

　和泉は「その通りだよ」と肯定して、

「そんで、あたしの上役は、あたしに、『九尾の狐きつねを地獄に帰るよう説得しろ』って言ってきたわけさ」

「貴様はそれを、引き受けたのか」

「断ったよ！」

　どうやら和泉いずみは、相当いらついているようだった。

　いつでも朗ほがらかに笑っているイメージがあったので、凪なぎにとって、和泉がここで声を荒げたことは意外だった。

　和泉は三度ため息をついて、

「……そんなわけでさ、まあ、直接行動するってことは、ないと思うんだけど。うちらの最大にして唯一の武器は、この結界だけだし、この結界だって、凪くんが本気を出したら抑えきれないしね。それに『管理』してる妖よう怪かいたちも、うちらの味方じゃあないし。ま、そこらへんがうちらの組織が弱い理由なんだけど……ああごめんね、さっきから脇わき道みちに逸それて。とにかく、そんなわけで、色々注意してほしいわけさ」

「……貴様は、なぜ『妖よう狐こ』の私に、そこまで内情を話す？　そこまで弱点を露呈して、貴様になんの得がある？」

「ああ、内情話しちゃってた？　ごめんね、忘れて？」

　和泉は棒読みでそう言って、

「とにかくさ、あたしは愚痴を言いたかったのと、あと鵺ぬえがどんな目的で来たか、凪くんがそれを知っているかを確認しただけだからさ。……なんかあったら、連絡ちょうだい。あたしはさ、凪くんと――それから、橘たちばなの味方だからさ」

「ふん。……貴様に味方などされるいわれは、ない」

「ま、そだね。あたしと橘は、色んな意味で『味方同士』って感じじゃないとは、充分、わかってるんだけどさ。……とにかく、凪くん。なんかあったらあたしに言うだけ言って欲しいわけさ。そしたらあたしもしかるべき対応をするからさ」

「ああ……なんて言うか、ありがとう。いつも、迷惑かける」

「んー……ま、いいよいいよ。とにかくそんだけ。じゃ、今日の球技大会頑張ってね？　凪くんのクラスさ、なんだか頑張ってたみたいじゃないさ」

「うちのクラスには赤あか染ぞめがいるからな……」

　ははは、と凪は苦笑いする。

「ああ、あの子ね」

　あはは、と和泉も自分のポニーテールをひっぱりながら、苦笑いした。

　ひとしきり笑って、

「じゃあ、赤染も怖いし、帰るか」

　と、凪が言って帰ろうとする。

　しかし、

「ところで凪なぎ」

　橘たちばなに呼びとめられる。

「私は、その『鵺ぬえ』についての詳しい話を、今初めて聞いたのだが」

「……」

　そうだった。

　確かに鵺と橘は一度顔を合わせているが、その時に詳しい説明はしなかったし、その後も鵺について凪が話すことはなかった。

　話し忘れていた――などという、迂う闊かつな理由も、完全にないではないが。

　そのあたりの、『九尾の狐きつねとしての凪』の事情には、可能な限り橘を巻き込みたくないという、凪の配慮もあった。なぜならば、危険である可能性があるからだ。

　けれど、そんな凪の想いは伝わらない。

「……ああいや、すまなかったな。私には『関係ない』のだったか」

「橘、それは……」

「なに、構わんさ。おまえを困らせるつもりはない。……可能であればおまえの口から詳しく聞きたかったが、仕方のないことだ。仕方のない、な」

「……」

「ともあれもう私は帰ってもいいな？　姑う獲ぶ鳥めと飛ひの縁えん魔まを待たせてあるのだ。もともと練習期間が少なかったのだから、朝に少し詰めるぐらいはしておくべきだろう。いくら私とは言え、慣れん舞踊にはそれなりに時間を割きたい」

「ああ……悪いな、なんか、その」

「いや。それではな」

　てくてく、橘は振り返らずにさっさと屋上から屋内へと入って行った。

　凪と和泉いずみが残される。

「……橘どうしたの？」

　しばし間があってから、和泉がきょとんとした顔で問いかける。

　凪は苦笑いをこぼすしかできなかった。

　――もうすぐ、球技大会が始まる。



    

  
    
      
第三章　それぞれの球技大会（本番直前編）





　和泉いずみ恋れんは困っていた。

「去年も思ったんだけどさ、なんでわざわざ球技大会なんてやるのかね……」

　場所は、女子更衣室だ。

　和泉はこれからの球技大会に備えて体操服に着替えているところだ。

　特定の誰だれかと会話をしているというわけではない。あまりの心労に、ついつい言葉が口から漏れてしまったのだ。

　それに、懸念はこれから始まる球技大会に対してだけではない。

　凪なぎの様子が、おかしかった。

　正確には、橘たちばなと、それを見送る凪、二人の様子、か。

「どうなっちゃうのかね……相談とかしてくれればやりようもあるんだけどな……凪くんも橘も、あれでけっこう秘密主義だし……」

　もう少し、二人の関係に踏み込む勇気があれば、と和泉は思う。

　その思いはもしかすれば、なんだか二人で色々なことを抱え込んで自分を蚊か帳やの外にしている凪と橘に対する、嫉妬、のようなものも含んでいるかも知れない。

　そんなふうに和泉が思い悩んでいると、

「まあまあまあまあ、どうなさったのですか？」

　着替え途中のクラスメイト、姑う獲ぶ鳥めが優しそうな笑顔をふりまきながら、着替えの手を止めて、和泉に問いかけて来た。

　和泉は「あはは……」と気まずそうに笑い、

「ちょっとね」

「私たち妖よう怪かいが暴れすぎないか、不安なのですね」

「……」

　和泉はあいまいに笑って姑獲鳥を見るだけで、答えない。

　姑獲鳥は「うふふふ」と慈愛の笑顔を浮かべ、

「大丈夫ですよ。不安に思うかも知れませんが、私たちは必ずしも人間を恨んでいるわけではありません。あなたがたに恩を感じている者も、もちろんいます」

　少しだけ姑獲鳥は、なぜだろうか、悲しそうな目をしてから、

「私もまた、その一人ですよ。……何かありそうであれば、可能な限り協力しましょう。私はできうるならば、あなたがたの力になりたいと思っているのですよ。……まあ、かわいいものを愛めでることは、何よりも優先されるのですけれど」

「あはは、ありがと」

　姑う獲ぶ鳥めの言葉の最後が聞こえなかった和泉いずみは、笑って言う。

「じゃ、なんかあったら教えてくれたらいいからさ。よろしくね」

「はい」

　姑獲鳥はうなずく。

　その時、

「うぶめー！　何をしておるか！　早く行くぞ！」

　という橘たちばなの声が、更衣室の外から聞こえた。

　姑獲鳥は急いで途中だった着替えを終えて、

「それでは私はこれで。……お互いにとって楽しい球技大会にしましょう」

「ん、そだね」

　和泉は笑って姑獲鳥を見送り、着替えを再開する。

　着替え終わった和泉は、バスケを行う予定になっている、第二体育館を目指す。生徒会役員なので、担当箇か所しよである体育館には、早めに集合することになっているのだ。

　更衣室の扉を出て右に進めば、第二体育館にはすぐに着く。

　第二、と言われているものの、第一体育館とそう広さが違うわけでもない。この学校はあらゆるところが広く、そして頑丈に造られているのだ。

「……この学校は、いったいどのぐらい前から、『妖よう怪かいの保護』なんてこと、してるのかね」

　少なくとも、和泉の記憶の及ぶ限りでは、すでにあった。

　となると、どんなに遅くとも二十年ほど前には、すでにこの学校は『妖怪の保護』活動をしていた、ということになる。

「あの人に聞いたら教えてくれたりするのかね……」

　そう言う和泉の声は、やけに投げやりだった。

　何か質問したところで、答えてもらえるなどと、微塵も思っていないからだ。

　そんなことを考えつつ、体育館奥、舞台のある場所まで歩いて行く。

　そこには、すでに各クラスのバスケ班代表者が集っていた。

　その中に見知った人物を発見し、和泉は声をかける。

「やっほー、赤あか染ぞめさん」

「和泉先輩、おはようございます」

　赤染が礼儀正しく頭を下げる。

　横暴で凶暴な印象ばかりが残る彼女だが、基本的には礼儀正しい。

「あと、そっちの彼がもう一人のバスケ班代表？　なんて名前だっけ？」

「え、いやあの、俺おれ、けっこう、凪なぎとか赤あか染ぞめさんとかといつも一緒にいるんすけど……」

　などと『名前を覚えられてないとか冗談だよね？』というオーラをにじませる巨漢、彼の苗みよう字じはきっと一いち条じようである。

「あ、そっか、ごめんね」和泉いずみは、あはは、と笑って、「いやさ、凪くんのまわりって、みんなアクが強いじゃないさ。だからちょっと君のこと、比較的、比較的だよ？　印象薄くってさ」

「俺をフォローする気ないっすよね!?」

「一条、あんまり騒ぐな。まったく度し難がたいなお前は……先輩の前だろうが」

「え、俺が悪いのかよ!?」

「そんなことよりさ」

「そんなこと扱い!?」

「凪くんの様子、なんかおかしくなかった？」

「……」

　赤染が、厳しい表情（彼女はだいたいいつも厳しい表情をしているのだが）をしながら、記憶をさぐるように右デコをこつこつと人差し指で小突き、

「少なくとも、私が女子更衣室に着替えに行く前までは、おかしくはなかったと思いますけど」

「って言うか先輩、凪と朝になんか話したんじゃないんすか？」

「ん？　言ったっけ？」

「俺、クラスメイト！　先輩が凪を呼びだした時にすぐ後ろの教室にいたんすけど!?」

「あ、そっか」

「え、クラスメイトであることすら忘れられてるんすか!?」

「一条、うるさいよおまえ。少し黙れ。さもなくば死ね」

「赤染さん、さすがにそれは理不尽すぎるだろうがよ!?」

「あはは……うん、いや、なにもないならいいんだけどさ」

「凪のことが気になるんですか」

　赤染が、鋭い瞳ひとみで（彼女はだいたいいつも鋭い瞳なのだが）和泉を見る。

　和泉は少しだけ考え込んで、

「まー、気になるっちゃ、気になるかな？　色々迷惑もかけちゃってるしさ」

「……」

「赤染さんはさんざん凪をコキ使っても心配してるそぶりもないのに――へぶあっ!?」

　突如、一条が沈んだ。

　赤染の肘ひじが一条の脇わき腹ばらに入ったようだ。

「すいません、馬ば鹿かなので少し黙らせました」

「ええと、加減してあげなね……」

　あはは、と和泉いずみは苦笑い。

　赤あか染ぞめは今の和泉の発言に対してはとりたてて答えを返すわけでもなく、

「凪なぎの様子、少しさぐってみましょうか？」

「いや、そんな、悪いじゃないさ。いいよいいよ、そこまでしてもらわなくてもさ」

「私も気にならないわけではありませんから」

　赤染は変わらない表情のまま言った。

　和泉は、少しだけ赤染の表情をうかがって、

「……じゃ、無理のない範囲でお願いしてもいいかな？」

「任されました」

「ありがとね」

「いえ」

　短く言って、赤染は未いまだ膝ひざをついている一いち条じようを蹴けり起こす。

　和泉がそんな赤染たちの様子を見て困った笑顔を浮かべていると、

「和泉さん、ちょっと倉庫のボール籠かご出してくれる？」

　と、舞台袖そでにいたらしい生徒会役員の女子が、ひょっこり顔を出して和泉に言う。

　和泉は「わかったよ」と応じて、倉庫へ向かう。

　重い扉を開けて、左手側にあるスイッチで倉庫内照明を点つける。

「!?」

　そこで、和泉は思わず動きを止めた。



「……よくわからない。なぜ、そこまで驚かれるのか」



　目的のバスケットボールの籠に、体操服姿の藤ふじ紫むらさきが腰かけていたのだ。

　藤紫は籠のふちに座ったまま、ぱちん、と指を鳴らす。すると、応じるように体育倉庫の扉が閉まった。

「……どういうつもりなのさ？」

　藤紫によって作りだされた密室の中、和泉が緊張感を高めながら問いかける。

　しかし和泉の緊張感とは裏腹に、藤紫はいつも通りの涼しげな表情で、

「……よくわからない。藤紫は、人間の、味方。そこまで警戒される理由？　がない」

「密室にいきなり閉じ込められたら、誰だれだって警戒すると思うけど？」

「それに、警戒しても意味？　がない～、感じ。だって、藤紫がなにかするつもり？　なら、もうおわってる」

「……そんなこと言われてもね。ま、何かをするつもりじゃないのは、わかったけどさ」

　言いながら、和泉いずみは閉まった扉に背をあずける。

「で、どんな用事なのさ？」

「少し聞きたい。あなたたちについて」

「……生徒会長にでも聞いたらどうさ？　知ってるでしょ、生徒会はほら、『妖よう怪かいを管理する組織』のメンバーで構成されてるじゃんさ。何もあたしを選ばなくても、もっと事情を知ってる人が、」

「彼に聞いても～、おしえてくれないと思うこと？　について」

「……そんなことを、あたしが教えるとでも？」

「教えないとでも？」

　藤ふじ紫むらさきが無表情のまま首をかしげる。

　和泉は、藤紫の考えがわからず、黙るしかなかった。

「……よくわからないことが多すぎる。和泉恋れん、おまえの立ち位置は、妖怪を保護する組織か、なぎかで言ったら、なぎのがわ？　だと藤紫は思ってる。だから、聞きたい」

「……」

「よけいな隠し事は、いらない。おまえの意思については、屋上の風に教えてもらった。おまえは、なぎのまえで、なぎと妖よう狐この味方であること？　を、宣言した。その宣言を、藤紫は信じることにする」

「……嘘うそかも知れないよ？」

「よくわからない。嘘をつく理由がない、っぽい。それに、嘘なら、藤紫はおまえをゆるさない。なぎをうらぎる？　のは、よくない」

　感情のない瞳ひとみが、真まっ直すぐに和泉をとらえている。

　和泉は、重いため息をついて、目を閉じ、

「なんで藤紫は、そこまで凪なぎくんに入れ込むのさ」

「藤紫は、なぎに負けた」

「それだけで？」

「そんなわけない」

　とても早い否定だった。

「勝ち負けなんて、生きてるあいだになんどもなんども、くりかえした。それをたった一度の敗北でどれいになる？　なんて、あるわけがない」

「じゃあ……」

「なぎは、可能性だから」

「？」

　藤紫の発言の、意味をつかみかねた。

　けれど、和泉の問いかけるような視線を、藤紫は倉庫の天井を見ることで無視し、

「あと、なぎは、甘くて、うかつで、ちょろい」

「ちょろいって……いやまあ、否定はしないけどさ」

「だから、みてられない」

「……見てられなくて、凪なぎくんのために暗躍してるってこと？」

　和泉いずみがこわばった笑顔で問いかければ、こくり、と藤ふじ紫むらさきはうなずく。

「それに、藤紫は、なにか？　したい。なぎに知られなくてもいいから、とにかく、なぎのために何かしたい。……ほんとうによくわからない。けど、そう思う」

「……」

　藤紫の言葉に、和泉はついつい沈んだ気持ちになる。

　凪と橘たちばなのあいだに割りこまなくても、凪と橘に相談されなくても、こうして努力することはできるのだと、思い知らされたような気分になったからだ。

　和泉はため息をついて、

「それで、何を聞きたいのさ？」

「おまえらが、どういうつもり？　なのか」

「？」

「おまえらが、鵺ぬえを使ってどうしたいのかを、藤紫は知りたい」

「屋上の会話聞いてたんじゃないの？　あそこで言ったとおりさ、あたしの上役……生徒会長だけどさ。あの人は少なくとも、鵺を利用して凪くんと橘をうまく地獄行きにするつもりなのさ」

「ちがう。藤紫が知りたいの？　は～、そもそもどの立場の誰が鵺を遣わしたのか。それから、その『誰だれか』は、なぎとどんな関係、なのか」

　藤紫は、籠かごのふちからと跳び下りて、和泉のすぐ目の前まで歩み寄り、和泉の後頭部に手を伸ばすと、視線を下げさせる。

　胸同士が触れ合う距離で、和泉は、藤紫と抱き合うような姿勢で見つめ合うことになる。

「藤紫、近いんだけど……」

　和泉はひきつった笑顔で言いながら下がろうとするが、もともと体育倉庫のドアに背中をあずけていたために、これ以上下がるところがない。

　藤紫は、涼しい表情のまま、じっと和泉の目を見て、

「しってることがあるなら、ぜんぶ、話すといい。藤紫に、嘘うそとか、隠し事？　は、よくない。ぜんぶ、みやぶるから」

「……天狗てんぐにそんな能力があるのは、初耳なんだけどさ」

「天狗のちから？　じゃ、ない。これだけ近ければ、鼓動も視線の動きも、どんな小さな様子？　もみのがさない」

　藤紫は、無意味に密着してきたのでは、ないようだった。

　もっとも和泉いずみだって、別に藤ふじ紫むらさきが人のぬくもりでも求めて無意味に接近してきたなんて、思っていなかったが。

「でも、残念だけど、あたしは何も知らないのさ。あたしが知ってることは、屋上で凪なぎくんたちに言ったことが全部でさ。……あたしのが知りたいぐらいだよ。凪くんの過去……九尾の狐きつねの、過去を」

「……」

　藤紫は、しばし和泉の目の奥をさぐっていたが、

「……よくわからない」

　と言って、離れた。

　和泉はなんとなく安あん堵どの息をついて、

「もう満足かな？　あんま遅くなると、球技大会の進行に響くかも知れないんだけどさ？」

「……かまわない。ひきとめて悪かった。ごめんねごめんね」

「棒読みのせいか、ぜんぜん謝られてる感じがしないんだけど……」

　和泉は苦笑いを浮かべる。

　藤紫は、もう和泉に対する興味をなくしたようで、そっぽを向きながら、マットの上に移動して体育座りをした。

「ええと、あたしさ、籠かごをとって出てくんだけど？」

「……好きにしたらいい。べつに、とめない」

「いや、藤紫はどうすんのさ。出てかないの？　球技大会、そろそろ始まるよ？」

「……」

　藤紫は、しばし無言で倉庫の壁をながめ、

「……かごはこぶの、てつだう」

「あ、あはは……ありがと」

　和泉は、笑いながら思う。

　やっぱり、この天狗てんぐは苦手な相手かも知れない、と。

　そんなわけで、二人で協力して籠を倉庫から運び出す。

　けっこう長く話しこんでしまったせいだろう、和泉が倉庫から出るころには、ばらばらと色々なクラスの生徒が体育館に集まり始めていた。

　和泉は「ごめん」と籠を持ってくることを和泉に依頼した生徒会役員に謝る。

　生徒会役員は不思議そうな顔をしていたが、いっしょに籠を運んで来た藤紫を見て、『何かあったんだろうな』と想像したらしい。特に何を言うでもなく、籠を置く場所を支持するだけで、自分の仕事に戻って行った。

　赤あか染ぞめに藤紫をあずけ、和泉は自分の仕事に戻る。

　とは言え、実際に競技が始まるまでは、そうやることもない。和泉の主な仕事は、『球技大会中に妖よう怪かいたちがハッスルしすぎて暴れないように監視する』ことなのだ。もちろん、表向きに別な仕事もあるが、そちらは大した手間もない。せいぜいタイムキーパーや得点係など、その程度のものだ。

　だから和泉いずみは、体育館の壁に背中をあずけて、集まり始めた生徒たちの様子をぼんやりとながめて、考えていた。

　――自分のなすべきこと。

　和泉恋れんという、妖怪でもなくて、事情を知らない人間でもない、九尾の狐きつねの関係者である自分は、いったい、悩んでいる様子の凪なぎや橘たちばなに対して、何ができるのか。

　答えの出ない自問だ。

「はぁ、ほんっと、情けなくってたまらないね」

「何が情けなくてたまらないんだ？」

　すぐ隣からかけられた声に、和泉は驚きのあまり悲鳴を上げそうになった。

　少し視線を上げながら左を見れば、そこにはいつの間にか、和泉と同じように壁に背をあずけて立つ、清きよ原はら凪がいた。

「……いや、声かけたんだけど、気付かなかったみたいだから。……その、驚かせたか？」

「あ、ううん、大丈夫。ぼけっとしてただけだからさ」

　あはは、と和泉は笑って、なんとなく手持ち無沙汰になって、自分のポニーテールをしごいて、

「それより凪くん、どうしたのさ？　もうそろそろ整列の時間じゃない？」

「いや、まあ、そうなんだけど」凪は何か言いづらそうに微笑ほほえんで、「……赤あか染ぞめから、和泉先輩が俺おれのこと気にかけてたって聞いて。それで、何か心配かけちゃったかなと思って」

「……」

　和泉は無言で、凪の顔を見る。

　気弱そうに微笑んでいる、後輩の男子。

　聞きたいことは、ある。ついさっきの話だ。屋上で、橘と、橘を見る凪の様子が、少しおかしかった。だから、二人のことについて聞きたい。

　けれど、

「凪くんはさ、あたしになんか、話したいことある？」

「……今のところ、特にないかな」

「あはは、正直だね」

　和泉は笑って、

「じゃ、あたしも特にないかな。凪くんはどうしても困ったらあたしに相談するでしょ？」

「うーん……いや、なるべく迷惑かけたくないんだけど。なんか言われてみると、ことあるごとに和泉先輩を頼ってる気がするな……」

「いいっていいって。あたしはほら、橘たちばなみたく素直じゃないからさ――」

「？」

「――凪なぎくんが頼ってくれた時に、傘を届けに行くぐらいしかできないからさ。だから、相談は遠慮しないでいいし、話したくないことは話さなくっても大丈夫だよ？」

「それは、どういう比ひ喩ゆなんだ？」

「ううん、なんでもない」

　和泉いずみは、勢いをつけて、背中を壁から離し、

「じゃ、球技大会、がんばろう。あと、楽しみなね」

「え、ああ……わかった。そっちもがんばって、あと、楽しんで」

「あはは……あたしはどうだろ。ま、いいや。そんじゃ、ほら整列整列」

「わかったよ」

　凪は笑って、赤あか染ぞめたちのいる場所に戻っていく。

　和泉は、それを見送って、

「うん、そだね。凪くんの隣は、橘の場所だからさ」

　自分は、頼られた時に応えられる『先輩』でいよう、と思う。

　そして、『先輩』であるために、色々と準備を整えておこう、と。

　――橘と凪の関係に、無理に踏み込む必要はない。

　蚊か帳やの外でも、できることはきっとあるはずだ。

　そう考え、和泉は決意する。

「とりあえず、何事もなく球技大会を進められるように、がんばろっと」



    

  
    
      
第四章　それぞれの球技大会（本番編）
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　かくして始まった球技大会は一歩間違えば妖よう怪かい大戦争となりそうな勢いである。

　そもそも身体能力に優れた妖怪たちにはやはり『人間の範はん疇ちゆうでの全力』というのはまどろっこしいらしく、試合をして追い詰められたりテンションが上がったりするとどうしても『本来の姿での本気』を出したくなるらしい。

「……や、だから運動系のイベントは可能な限り企画してないんだけどさ」

　とは、清きよ原はら凪なぎのところまでバスケの試合の途中経過を聞きに来た和泉いずみ恋れんのセリフだ。

「でもさ、あんまり運動系のイベントなさすぎるのも学校として不自然じゃない？　しかもうちの高校はほぼ毎月なんかしらのイベントがあるわけだしさ。だから、体育祭と球技大会だけは、どうにかこうにか頑張って運営してるんだけどね」

　あはは、と和泉は疲れたように笑いながら、着ているジャージの前を閉めつつ――体育館内。競技をしている生徒たちを見回す。

　舞台のへりに座って、足をぶらぶらさせながら。ぼんやり、どこに焦点を結ぶわけでもなく体育館中を見て、競技中の――この体育館ではバスケをしている――生徒たちの、「そっち行ったぞ！」「パス！　パス！」というような声だとか、きゅっきゅ、と体育館履きが立てるこすれるような足音だとか、ドンドン、タンタン、とボールが跳ねる音だとか、そういうものに耳を澄ませて。

　それから、かたわら、舞台の下に立つ凪を見下ろして。

「凪くんはあのころまだ何も知らなかったと思うんだけどさ。……実は体育祭の時も、けっこう大変だったんだよ？」

『あのころ』とは、凪が橘たちばなと出で逢あうよりも前。『人間らしく、人間として普通に』生きていけていたころの話だ。

「ああ、それで……あくまで生徒会の『手伝い』のはずの俺おれと赤あか染ぞめの仕事量がやけに多いと思ったら……」

「うん。生徒会はさ、会長サマ指揮のもと、そういう妖怪たちの監視・警戒をしてたわけなのさ」

「ふん」

　笑う和泉の背後、舞台上で機嫌悪そうな顔をして立っていた橘が、その不機嫌さを凪と和泉いずみに知らせるように、鼻を鳴らす。

「そもそもが無理のある機構なのだ。人間ごときが『居場所を追われた妖よう怪かいを保護する』などと――妖怪はそこまで弱くももろくもない。貴様ら人間は知るべきだ。貴様らが我らを『保護してやっている』などとぬかしていられるのは、あくまで我ら妖怪が貴様らに利用価値を認めて大人おとなしくしてやっているだけであり、貴様らの力に我らが屈しているわけではないと」

「ま、妖怪の強さは知ってるよ」

　和泉は笑いながら、凪なぎの横に立っている少女へ視線を移す。

　どこかぼんやりとした無表情で体育館の天井をながめながら、ジャージの袖そでにすっぽりと手を隠してぶらぶらさせている、藤ふじ紫むらさきだ。

「……よくわからない」

　藤紫は、和泉の視線に気付いてか、あるいはただ話したくなったタイミングだったのか、ぽつり、と口を開く。

「あなたたちの総意として、は～。『妖怪は利用価値があるが畏れるほどではないもの』だと、思ってた。藤紫は、あなたたちが結界の力を過信していると、そう分析していた、けど～。それは、違う？」

「現場と指揮官の意見は食い違うもんさ」

　和泉は楽しげに笑い、

「で、どうよ凪くん、藤紫。君らの方は、なんか変わったことあったかな？」

「……」

　聞かれた凪の表情が一気に重くなり、ついに苦笑いになる。

　――変わったこと。

　一いち条じようを休ませるためか、それとも『補欠とは言えベンチウォーマーのままにしておくのはかわいそうだから一応試合に出してあげよう』という優しさか。バスケの第一試合後半になって一条と交代したぬりかべが「いいか、絶対に誰だれもゴール下に通すなよ。おまえはそこで立って相手がゴール下に行けないように道をふさげ」と赤あか染ぞめから言われて、『道をふさぐ』のあたりに妖怪としての存在意義を思い出したのか、あわや本性に戻りかけたり。

　同じ理由だろう、藤紫と交代したろくろ首が首を実際に10センチぐらい伸ばしてしまって相手チームの選手（たぶん人間）を驚かせたり。

　鵺ぬえと交代した河童かつぱが「今日はあるよ、水があるよ」と二リットルペットボトルをコートにまこうとしたり。

　相手チームのパスをカットしようとしたらそのカットしたボールがまるで意思を持っているかのように空中で軌道を変えたり、相手のゴール下へ攻め入ったらまるで地面が凍っていたかのように滑ったり、ボールが急に二つに増えたり、消えたり、相手の身長が数倍になったように見えたり、相手の人数が増えたり急に体が動かなくなったり見えない壁にはじかれたり、かなり色々あった。

　そのたびに『おかしいな』という顔をする人間や、『あいつもやってるんだからこっちも』と目を輝かせる妖よう怪かいなどを、なだめすかしたり誤ご魔ま化かしたり、そんなことがあった。

「……まあ、色々あったよ。な、藤ふじ紫むらさき」

　凪なぎが疲れ果てた声で同意を求めると、藤紫はかくん、とうなずいた。

　和泉いずみは「あははは」と楽しげに笑って、

「でもさ、その『色々』のせいで負けてはないじゃんさ。あたしはバスケの経過しか知らないけどさ、勝ってるみたいじゃん？」

「いや、そりゃあ、なあ……」

　負けたら赤あか染ぞめが怖いのである。なんだか、バスケのチームでいいところまで行かないと、１年Ｃ組は優勝をのがすあたりまで追いつめられているようなのだ。主にテニスとバレーの敗退のせいで。

　凪の物言いたげな表情から何を読み取ったのか、和泉はまた笑い、それから舞台上に立つ橘たちばなへと顔を向け、

「あたしは生徒会の仕事が忙しくて……まあ、妖怪の監視だけどさ。で、ちょっと詳しくは知らないけどさ、うちのクラスはもう敗退したんでしょ？」

「まったく情けないことだ」大げさにため息をつく橘。「気合が足りんからこうなる」

「橘はなんか活躍した？」

「なぜ私が『くらす』などという集団のために活躍してやらんとならんのだ」

「うん、予想通りの回答ありがと」

「……ふん」

　仲がいいのか悪いのかわからないやりとりである。

「しかしだな、『くらす』などどうでもいいのだ。重要なのは凪、おまえが勝つことであり、そしておまえの勝利に私が貢献することだ」

「クラスも学年も違うのにどうやって貢献するのさ」

　和泉は笑う。

　しかし橘は不敵に笑い返し、

「……まあ、見ていろ」

　とだけ言った。

　その時、ビィィィィ！　という音が響き渡る。

　この体育館で今行われているバスケの試合、その終了を告げるベルの音だ。

「っと、昼休みだね」和泉は舞台のへりから跳び下りて凪の横に並び、「凪くん、お弁当どうする？　あたしは橘と食べる予定なんだけどさ」

「こら待たんか恋れん。私には貴様と食事をする予定などないぞ」

「でもさ、凪なぎくんと食事をする予定はあるでしょ？」

「無論だ」

　ちなみに凪は初耳だが、特に反対する理由もないので苦笑いで黙っていた。

　が、

「今日は凪のために私手ずから昼食を用意したのだ」

「えっ!?」

　いつ用意したのか、料理などできたのか、しかし台所が使われた形跡はなかったはず、などなど色んな驚きよう愕がくが混じって、凪はつい驚いた顔で橘たちばなを見上げてしまう。

　橘は「ふふん」と楽しげに笑って舞台上から凪を見下ろし、

「きちんと『温めてくれ』と言ったぞ」

「コンビニ弁当!?」

　かなり高い確率で冷めている気がする。

「そういうわけで待っているがいい。私自ら選び、私自ら『温めろ』と言い、私自ら学校まで持ち運んだその弁当を、私自ら教室まで取りに行ってやる」

　なんだか大層なことをした感じに聞こえるが、少し考えるととてもありふれた、あたりまえのことしかしていないのがわかる。

「待っていろ！　待っていろよ凪！」

「あ、ああ、待ってるけど……」

「先に食べるなよ！　絶対だぞ！　私を待てよ！」

「え、俺おれってそんなに信用ない!?」

　言っておきながら、凪は『あまりないのかもしれない』と思った。

　今でこそ普通に話すことができているが……最近、橘の様子がおかしい原因を、凪は未いまだわからずにいるのだ。そしてその原因は、なんだか、自分のような気も、していた。

　凪が少しだけ思い悩んでいるすきに、橘は舞台から飛び降りて（跳躍距離が不自然に長かったため、こちらの字で間違っていない）、真まっ直すぐに体育館から出ていく――途中で転んだ。

　べちっ、と離れていても聞こえるほどの痛そうな音が立つ。

「……」

　固まる凪・和泉いずみ・藤ふじ紫むらさき。

　しかし橘はむくり、と自力で立ち上がり、

「待っていろ！」

　凪たちを振り返ってそう言うと、全力ダッシュで体育館から出て行った。

　しばし凪たちのあいだに沈黙が降りてから、

「……なんかさ」

　和泉いずみが、ぽつりと口を開く。

「いちいちかわいいっていうのは、ずるいよね」

「ははは……」

　凪なぎは苦笑いしかできなかった。

　――かくしてお昼休みが始まる。
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　もとより、凪・赤あか染ぞめ・藤ふじ紫むらさき・鵺ぬえ・一いち条じようは同じクラスなので、一緒に食事をとる約束をしていた。ここには『ぬりかべ』こと真ま壁かべ・『ろくろ首』こと長おさ道みち・『河童かつぱ』こと河かわ名なもいる。これですでに八人。

　さらに凪を目当てに橘たちばなが来て、橘を目当てに和泉・姑う獲ぶ鳥め・飛ひの縁えん魔まが来る。

　合わせて十二人。

　反時計回りに橘→凪→和泉→鵺→赤染→ろくろ首→ぬりかべ→藤紫→一条→河童→飛縁魔→姑獲鳥→橘という順番で輪になって、体育館の片隅にて弁当包囲網が完成している。ぬりかべと一条という二人の大男に挟まれた藤紫が、もともと持っている神聖な雰囲気もあいまって、まるで兵士に護まもられるどこぞのお姫様のように見えたりした。

「ぬえー……おなかへったんですよぉう。鵺はこう見えて燃費の悪い生き物なのです。ごめんなさいです生まれてきてごめんなさいです」

「……とか言いながら私の弁当を奪うな。まったく理解し難がたい馬ば鹿かだなお前は」

「ぬえー……よもやバレるとは」

　鵺が赤染の弁当を奪って怒られていたが、反省はしていない様子だ。

　その赤染は鵺に「まったく」とこぼしてため息をついてから、思い出したように左にいるろくろ首に視線をうつし、

「ところで……なあお前、午前の試合で一瞬首が伸びたように見えたんだけど。あれは私の見間違いか？」

「あははどうだろうねー」

　やけに体の細い少女、長道が笑いながら赤染の追及をかわしている。

　長道の左にいる真壁は、その巨体に似合わぬかいがいしさで藤紫に飲み物をそそぎ、

「……どうぞ」

「……」

　藤紫がカクリ、と首を縦に振って、無言で受け取る。

「もっと活躍できたよ。でも、お水持ってきたのに邪魔されたよ。ちょっとつまんないよ」

「なんかよくわかんねぇけど、コートに水まいちゃまずいだろうよ」

　藤ふじ紫むらさきの右側では、拗すねている小さな小さな女の子・河かわ名なを、一いち条じようがなだめている。

「な、凪なぎくん？　あたしさ、お弁当とか自分で作ってるんだけど、どうかな？　食べたりしない？」

「……飛ひの縁えん魔ま、凪に色目を使うでない」

「そうですよ、飛縁魔さん。浮気は、するのもさせるのも誘うのも、いけませんよ？　そんな人は死ぬべきです」

「……色目とか使ってないって」

　さらに一条たちの左では、姑う獲ぶ鳥めの妙な迫力に、飛縁魔が愛想笑いしていた。

「ぬえー……凪さんは、色んな方とお知り合いなんですねえ」

　鵺ぬえが、感心したような顔で凪へ言う。

「ああ、なんて言うか……ずいぶん、にぎやかなお昼になったな」

　冷めきった、と言うか一度加熱してまた冷めたためべっちゃりしているコンビニ弁当を食べながら、凪がみんなの様子をそうまとめた。

　さきほどまでバスケで使用していた体育館も、お昼休みの今は三々五々と人が散って、さきほどまでの熱気や騒がしさは消えつつある。しかし静かになっているかと言えばそういうわけではなく、競技中とはまた違う騒がしさ、にぎやかさが、そこここに見られるようになっている。

　十一月の体育館は寒々しいけれど、それでもここでお昼を食べる人が多い理由が、なんとなく凪にもわかった気がした。

「凪、どうだ、うまいか」

　飛縁魔たちとの会話を切り上げて、橘たちばながうきうきした様子で凪に問いかける。

　……べっちゃりしたコンビニ弁当など、正直、おいしくはないが、それでも橘の期待に満ちあふれた眼まな差ざしから、橘なりに努力してこの弁当を自分のために確保してくれたのがわかったから、

「ああ、おいしいよ」

　凪は、素直な笑顔でそう言えた。

　味覚よりも、心がおいしいと感じていたから。

　ソースの固まってしょっぱいばかりのハンバーグも、水滴に包まれてぬるぬるしているご飯も、一度温めたせいで変色しているキャベツも、乾いてがさがさしているパスタも、おおよそ食物とは思えない不気味な色合いの漬物もおいしい。

　けれど一番おいしいのは、やはり橘がなくなるたびに注いでくれるお茶だったりする。

　色々な意味であたりまえの結論だった。

「……っていうかさ」

　凪なぎごしに橘たちばなを見て、和泉いずみが言いにくそうに口を開く。

「凪くんたち、普段どんな食生活してるのさ？」

「……いや、夕食は作ってるよ」

「誰だれが？」

「俺おれが」

「……あはは」

　和泉いずみは笑って橘へと視線をうつし、

「橘、たまには料理でもしてみたら？」

「ふん。やろうと思えばきっとできる」

　今、橘は『きっと』と言った。

　和泉はまた笑う。凪も、笑うしかない。

「しかしだな恋れんよ、私は料理をせぬ。なぜならば凪がそう命じんうえに、私は――」ちらり、橘は黄金の瞳ひとみで凪を見上げてから、「――誇り高いからな。そも、もといた場所では神として扱われていた一族なのだ。そして神の作法とは、手はくださず、世話になること。これに尽きるのだ。そんな私がおのずから何かをするなどと、そんなものは神としての作法に反する」

「……や、なんだろ、頭ごなしに否定はしないけどさ、そういうのあんまり言うのも、どうかと思うな」

「ともかくだ。私は生涯『肉じゃが』以外は作らん」

「え、なんでそれだけ作るのさ？」

「それだけ作れれば嫁にいけると、以前『てれび』で言っていたからだ」

「……」

　テレビからの情報が橘に深刻な悪影響を与えていることを知り、凪は一瞬、本気でテレビを捨てようかどうか検討した。

「でもさあ、橘」和泉がなにげに凪との距離をじりじり詰めながら、「料理はできて損はないよ。ほら、これ、あたしが作ったお弁当なんだけどさ」

「……」

　この時。

　凪は数ミリ先に和泉の体温と柔らかさを感じつつも、冷静に予想していた。

　――ああ、これは、橘に『なにか』を食べさせる流れだな、と。

　実際、和泉は小さな弁当箱を橘の前に差し出して、

「このぐらいはできないと。あたし以下だよ？」

　わざとらしく、あからさまに、挑発的な言葉を発した。

　橘は「む」と不機嫌そうに眉まゆ根ねを寄せて、和泉の弁当をのぞきこむ。なぜか、鵺ぬえも一緒になって身を乗り出して、和泉いずみの弁当を見ている。

　橘たちばなと和泉に挟まれて、凪なぎは身動きがとれないが、橘と和泉の知ったことではない。

「……ふ、ふん。この程度、その気さえあればいつでも出来るわ！」

　橘がそっぽを向いた。たぶん心の中では焦りに焦っているのだろう。

　確かに凪から見た和泉の弁当は、綺き麗れいだった。いや、学生の弁当に『綺麗』などという表現はなにか違う気もするが、実際に『綺麗』なのだ。ご飯は冷めてなお香り高い、きのことあさりの炊き込みご飯。かぼちゃを潰つぶして軽く味付けをしたものとおぼしきつけあわせ、それにブロッコリーとニンジンの温野菜サラダが彩りを添えて、メインには一目で手作りだとわかる、冷凍食品ではありえない皮の合わせ目まで柔らかそうなシュウマイがあった。総じて今すぐ嫁に欲しくなる弁当である。

　和泉は、その中からシュウマイを一つ箸はしでつまんで、

「ほら、参考までに食べてみない？」

　と、笑顔で橘に問いかける。

「……」

　橘はシュウマイをじっとながめて――

「怪しい」

　――いぶかしげな目で、言った。

「なぜ、中身が見えんものを私に出す？　ふん、そうか、そういうことか。もう騙だまされんぞ！　貴様はまた私に劇物を食べさせようと画策していたのだな！」

「……そんなこともないんだけどね」

　和泉は少しだけ寂しげに言う。

「でしたら鵺ぬえがいただきますねえ」

　シュウマイは、横から鵺にさらわれた。

　和泉は苦笑で鵺を見てから、また橘へと視線を戻し、

「じゃあさ、好きなの選んでいいよ。ほら、どうぞ」

　と、弁当箱を橘に差し出す。

　これには橘も驚いたようで、小さな弁当箱と和泉とを交互にながめてから、

「……では、これだな」

　と、温野菜サラダ、そのブロッコリーを割り箸でつまむ。

　それは『料理』と呼ぶには多少手の加わり方が少ないものではあったが、現在の橘の目的は『料理を食べる』から『なるべく辛からくなさそうな、仕掛けのできなさそうなものを選ぶ』にシフトしているようだった。

　確かに、温野菜サラダを辛くはできまい。ドレッシングがかかっているわけでもない。隣に添えられているマヨネーズは純白だし、こちらにも仕掛けはなさそうだ。

　そう。

　誰が見てもそう考えるだろう。

　ブロッコリーを口に運ぶ橘たちばなを、なぜだか、その場に集う全員が注視していた。

　ぱくり。

　橘がブロッコリーを口にふくみ、噛かみしめて、噛みしめて噛みしめて――いつかのように、その動きを完全に停止して、

「!?!?!?」

　慌あわてて凪なぎのコップ（水筒のフタだが）を奪って、一気に飲み干した。

「な、なぜだ!?　どうして辛からい!?」

「いや、ちょっとアクセントにさ、唐辛子を浸したオリーブオイルで和あえてみたんだけど、どうだったかな？」

「……和泉いずみ先輩」

　段々仕掛けを巧妙にしていくなぁ、と凪は感心して、それ以上に呆あきれていた。

「ひ、ひどい目に遭った……」

　橘が和泉の視線からのがれるように凪にくっつきながら言う。

「もう信じんぞ！　絶対に信じんぞ！　月のない夜道は覚悟しておくことだな！　燃やす！　絶対に燃やす！」



    

  
    
      



    

  
    
      「まあまあ橘たちばな……」凪なぎは黄金の髪をなでながら橘をなだめつつ、「……和泉いずみ先輩も、もうやめてくれよ、本当……」

「いやーだってさ、かわいいからいじめたくなるんだよね」

　あはは、と笑う。

「それはまあ、わからないでもないけど……なんて言うかさ、」

「凪」

「ん？」

「『わからないでもない』とは、『かわいいからいじめたくなる』ということか？」

「まあそうだけど」

　あっさりと凪は肯定した。

「「おおーノロケだノロケだ」」

　なぜか一いち条じようと河かわ名なが同じタイミングで同じセリフを言う。

「えっ？　あっ、そうじゃなくて、いやそうじゃなくもないんだけど、ちが、」

「凪よ、私にはおまえの性癖が今の今までわからんかったが――なるほど。いじめるのが好きなのか？」

　橘が無む垢くな瞳ひとみで凪を見ていた。

　凪は言葉に詰まり、なんとなく逃げたい衝動にかられて腰を浮かしかけるも、右手は橘にいつの間にかつかまれており、逃げ切れない。

　否定したら、橘に悪い気がする。

　肯定するのは、色々と、違う。

　期待と興味とあと何かわからないが、鋭い感情をはらんだ視線を向けられて、凪は困り果ててうめく。

「誰だれか助けてくれ……」

「ぬえー。がんばってくださいねえー」

　シュウマイを食べながら、やる気のない応援を、鵺ぬえだけがしていた。
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「……今更ではあるが、本当に効果があるのか？」

　昼休みも終わりかけた時間。

　昼休みが終わる前に、早めに凪たちのもとから辞した橘・姑う獲ぶ鳥め・飛ひの縁えん魔まは、『とある衣装』に着替えて、体育館の舞台袖そでで、人に見つからないように隠れていた。

　舞台袖には、体育館の明かりがそれほど入ってこないため、暗い。

　一応、明かり、と言うか発光する能力のある、橘の管くだ狐きつねはそばに侍っているのだが、隠れているという都合上、明るくするわけにもいかない。

　そのため橘たちばなの服装は、橘自身から見下ろしても、暗くてよく見えない。

「大丈夫ですよ」

　橘に問いかけられた相手、姑う獲ぶ鳥めは優しそうな笑みを浮かべて、

「橘ちゃんの一生懸命な姿は、きっと功を奏しますから」

「そうかのう……なにやら、貴様に踊らされているような気がしてならぬのだが……」

「まあまあまあまあ。『踊らされている』とは、お上手ですね」

　うふふ、と笑いながら両手を合わせる姑獲鳥。

　橘はますますいぶかしげに目を細める。

「なに橘、あんた、今さらやめるとか言うワケ？」

　くるくると髪の毛を人差し指で巻きながら、橘・姑獲鳥と同じように舞台袖そでにひそんでいる、飛ひの縁えん魔まがだるそうな声で言う。

「ったく、ありえないんですけどー。このあたしが付き合ってやってるのにドタキャンとか。まじないわー。……ま、いいんだけどね。あんたなんていてもいなくても同じだし？　あたしさえいればきっと、凪なぎくんは満足するって言うかー」

「ふん。貴様で凪が満足？　寝言は死んで言え」

「いきなり死ねとか来たよこれ。意味わかんないんですけどー。あんたボキャブラリー少なくない？　勉強が足りないのカナ？」

「貴様ごときに費やす語ご彙いなど無いわ。身の程を知れ、口だけ妖よう怪かいが」

「あんた、この飛縁魔さんのことなめすぎじゃね？　なに、ひょっとして七尾の妖よう狐こは飛縁魔より強いとか思っちゃってるワケ？　意味わかんなーい。それとも一回思い知らせたほうがいい感じ？」

「思い知るのは果たしてどちらであろうな。……貴様の馬ば鹿かは死んでも治らんと思うが、それでも一度命を捨ててみたいと言うのであれば、私自ら焼き捨ててやろうか？」

「はっ、上等だし」

「はいはい、お二人とも」

　姑獲鳥が手を叩たたき、二人の注目を自分に集める。

「それぐらいにしてくださいね。あまり仲良くできないのなら、仲良くなれるおまじない、しちゃいますよ？」

　おまじないとは、あれだろう。

　死の抱擁。

　ようするに、姑獲鳥がその豊満な胸を用いて橘と飛縁魔を窒息死寸前まで追い込むという、あらゆる意味で天国の見える技である。

　橘と飛縁魔は、一瞬だけ視線を交わして、

「「……仲良くします」」

　声をそろえて、姑う獲ぶ鳥めに言った。

　姑獲鳥は優しく微笑ほほえみ、

「では、よろしいですか？　行きますよ。……さ、橘たちばなちゃん、先陣はお任せしますよ」

「……こんなひらひらした服で、本当に人前に出るのか」

「大丈夫、アンダースコートですよ」

「何が大丈夫なのかよくわからんのだが」

「恥ずかしがったら負けです」

「うむ……そう、だな。いや、そうだな。何を恥じる事があろうか。私は凪なぎの援たすけになると決意したではないか。その決意に比すれば、このような丈の不安な衣装で人前に出る恥ずかしさなど、大した問題ではない！」

「その通りですよ」

「どこぞの口だけ妖よう怪かいは、普段からこのような丈の衣装でうろついておるしな！」

「え!?　あたし、普段からここまでの服着てる扱いになってんの!?」

「常に下着が見えておるであろうが」

「ガーターベルトは見せるもんだっつーの！」

「よし行くぞ！　姑獲鳥、露出狂、準備はいいか」

「いつでも大丈夫ですよ」

「待ってよ!?　あたしの扱いひどすぎね!?」

「では出るぞ！」

　そう言って、橘は袖そでを振る管くだ狐きつねに見送られ、舞台袖から、舞台上へと飛び出した。

　おりしも現在、凪たち１年Ｃ組バスケ班は、体育館の端で、決勝戦前のミーティングの最中であった。

　橘は、舞台の中心に立つと、大きい声で、

「凪っ！」

　自分に背を向けていた凪へと呼び掛ける。

　声に応じて振り向いた凪。

　その目が大きく見開かれるのを見て、橘はまずは満足する。

「ふふふ……驚いておるようじゃな」

　よく見れば凪だけではなく、赤あか染ぞめ・藤ふじ紫むらさき・一いち条じよう、さらには得点係やタイムキーパーの生徒なども驚いた顔をしているのだが、橘にはそのような有象無象、どうでもよかった。

「見よ凪！　これが私の選んだ『凪を援ける方法』だ！」

　そう言って、ポーズを決める。

　その姿、まごうことなき――チアガール。

　光沢のある黄色い生地で作られた、露出の多い衣装。寒い季節だと言うのに肩も腕もヘソもむき出しで、しかもスカートの丈も、普段の制服姿よりだいぶ短い。少し動いただけでたやすく中が見えそうである。下から風でも吹いた日には、スカートの中どころか、上着の中までたやすく見えてしまうだろう。

「た、橘たちばな……!?」

　凪なぎが物言いたげな顔をしている。

　橘は、そっとポンポンを着けた右手を前に出して、

「わかっておる。みなまで言うな。私の可か憐れんさに言葉も出ないのだな。そうであろう」

　橘は、うんうん、と深くうなずく。

　凪からの言葉での反応はなかったが、顔を見ていればわかる。

　見とれているに決まっている。

　それ以外にありえるはずがない。

「姑う獲ぶ鳥め、これは成功やもしれんな！」

　背後にいる姑獲鳥に、橘はやや興奮した様子で言う。

　姑獲鳥は「うふふ」と笑い、

「ええ、かわいいは力ですから」

「いや、凪くん、あきらかにヒいてね？」

　飛ひの縁えん魔まが冷静な顔で言うのだが、そんなはずはないので橘は無視することにした。

「さあ凪なぎ！　これから決勝なのであろう！　私がいるぞ！　私が心よりおまえを応援しよう！　もはやおまえに怖れるものはない！」

「あーもうかわいい……監禁したい……」

　姑獲鳥がやばいことを口走りだした。

　やばいと言えば、姑獲鳥のチアガール姿の破壊力もやばい。もとより最強クラスのバストの持ち主が、薄着で飛んだり跳ねたり（橘ちゃん監禁したいとか言いながら）もだえたりするのだ。『はちきれそう』とか『大迫力』とかいう言葉は、まさに今の姑獲鳥のためにある言葉だろう。

「……あたし、帰りたくなってきたんだケド」

　そんなことを言いながら、飛縁魔が恥ずかしそうに視線を泳がせ、膝ひざをすりあわせつつ、丈の短いスカートを下にひっぱって、少しでもふとももを隠そうとしている。

「ふん、ここからが本番であろうが。何をしているか貴様ら、さっさと試合を始めるがいい。凪、私は凪を応援しているぞ、このようにな！　このようにな！」

　言いながら次々とポーズを決めていく橘。

　姑獲鳥も、合わせるようにクネクネしている。橘の姿、と言うか様子にもだえているだけという可能性も否定はできないが。

　いっぽう飛ひの縁えん魔まは、じりじりとポンポンで体を隠しながら、舞台袖そでへと引っ込もうとしている。



　その飛縁魔が、突如舞台袖にひきずり込まれた。



「なにやつ!?」

　事態に気付いた橘たちばなが、舞台袖をにらむ。

　視線の先から、ぬぅっ、と現れた人物。それは、

「そういうの、本当によくないな」

　体操服姿の、和泉いずみ恋れんだった。

「あのね橘、あんた、何してるのさ」

「見てわからんか。凪を応援しておる」

　このようにな！　とポーズを決める橘。姑う獲ぶ鳥めがそのたびにくねくねともだえている。

　恋は深い深いため息をついて、

「心がけは殊勝だけどさ、球技大会の進行を止めない範囲でやってくれないかな」

「勝手に進行すればよかろうに。私はここで凪を応援したいだけだ。故ゆえに他ほかのやつらが何をしようと興味がない」



    

  
    
      



    

  
    
      「みんな呆ぼう然ぜんとしちゃってて、球技大会が進まないんだけどさ」

「まあ、私の魅力に骨抜きになるのは当然のことだな」

「あーもう、なんでもいいから、とりあえずこっち来なさい」

「なぜ貴様の命令になぞ従わねばならんのだ」

「い・い・か・ら！」

「……」

　橘たちばなは、ちらりと凪なぎを見る。

　凪は苦笑いを浮かべていた。

「……まあ良い。凪、すぐ戻る」

「ほら、早く！　二人とも！」

「やかましいわ。言われんでも今行く」

　不機嫌そうな顔で、橘は舞台袖そで、恋れんのいる場所へとひっこんだ。

　姑う獲ぶ鳥めも、笛吹きに連れ去られる子供のような表情で、橘の背を追う。

　しばし、静かな時間が流れて、



「にゃー!?　尻はよせ!?」



　という、橘の悲鳴が聞こえて。

　それから、恋が舞台袖から顔だけ出し、

「係員の人、ゲリラチアリーディングは解決したから、競技の進行してください」

　それだけ言ってまた舞台袖に引っ込む。

　ほどなく、『ずるずるずるずる……』という何かをひきずる音が聞こえて、ぱたん、と扉が開き、それから閉まる音がして、完全なる静寂がおとずれた。

　――舞台上での顛てん末まつを見ていた凪は、

「……なんだったんだ、今の」

　そんなふうにつぶやくが、その問いに答えられる者は誰だれもいなかった。
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　色々あったが、基本的にはとどこおりなく、バスケットボール試合の決勝戦が始まる。

　赤あか染ぞめひきいる１年Ｃ組バスケ班は、体育館の片隅に集ってミーティングをしていた。

「……ええと、いいか、バレーとソフトボールが午前中で敗退した。そのせいで私たちがバスケで優勝しないと、うちのクラスが勝つ目はなくなった」

　そう言って、赤染が体育館の入り口側をちらりと見る。

　つられて凪なぎもそちらを見れば、クラスメイトの女子何名かが「ごめん」とでも言うようなしぐさで、手を合わせて愛想笑いをしていた。ひょっとしたら愛想笑いではなく、赤あか染ぞめへの恐怖でほおがひきつっているだけかも知れないが。

　しかし、赤染は特にその女子たちに向けて何かを言うようなことはなく、視線を凪らバスケ班に戻して、

「間違えても負けたやつらを責めるとか、度し難がたい真似はするなよ。負けてしまったことをいまさらとやかく言っても無益だ。いいか、ようは私たちのバスケで、『勝つ』から『絶対勝つ』に目標が変わった、ただそれだけの話だ」

　もしこのセリフを敗退してしまったバレー・ソフトボール班の立場で聞いていたら感動しそうなものだったが、あいにくと凪はこれから戦うバスケ班にいるので、プレッシャーしか感じなかった。

「そういうわけで、鵺ぬえ。ここから確実に勝ちにいきたい。おまえと一いち条じようにはフルタイムで出場してもらうことにするけど、大丈夫か？」

　一条にはたずねるそぶりもない赤染である。

　視線を向けられた鵺は、邪気のない笑顔を浮かべて、

「ぬえー……やれと言われるならがんばりますよう。鵺ごときでお力になれるなど、願ってもないことですからねえ」

「いい心がけだ」赤染は笑みを見せる。「じゃあ、細かい作戦はいい。とにかく、鵺はゴールを狙ねらう。私らは鵺にボールを回す。一条は、敵のチームを一人もゴール前に通すな。以上だ。反論は認めないけど、何かあるか？」

　赤染にそんなふうに言われては、反論できる人間も妖よう怪かいもいなかった。

　というような作戦会議のあとの、決勝。

　コートの広さはハーフからオールに変わっている。もうこの体育館でする試合が決勝一試合しかないので、時間もコートも贅沢に使うことができるのだ。

　敵は２年Ｂ組。赤染の事前リサーチによれば、メンバーの半分が男子バスケ部員で、その他ほかにも運動能力高めの男子のみで構成されているという、優勝候補の筆頭である。

　試合は前半、どうにか鵺や一条の活躍もあって優勢だったが、後半、相手の動きが急によくなる。敵は前半、体力を温存していたようだった。

　それでも鵺がどうにか善戦していたが、敵もさるもの、鵺と一条以外はまともな戦力にならないと理解したのだろう、鵺に三人もディフェンスをつけパスが通らないようにして、ボールを奪うと素早く二人が一条をおさえてしまう。

　あっという間に、点差は４点。

　赤染はタイムを出して、インターバルを入れる。

　コート脇わきに集まった赤染・凪・鵺・藤ふじ紫むらさき・一条は、円陣を組んでミーティングを始める。

「……鵺ぬえ、ずいぶんきつくマークされてるみたいなんだけど。大丈夫なのか？」

　赤あか染ぞめが問いかける。

　鵺は、困ったような笑顔を浮かべ、

「体力は問題ありませんよう。けど、どうにも通れませんねえ」

「さすがに三対一だしな」

　凪なぎが鵺を気き遣づかうようにつぶやく。

　赤染は渋い顔でうなずき、

「とりあえず、鵺へパスを通すのは控えて、私たちもシュートを狙ねらっていこう。……私としたことが、少し任せきりにしすぎた。すまない」

「いえいえー。鵺ごときが皆さんのお役に立てるなんて、望外の喜びですからねえ。可能ならもっとご期待にそう活躍をしたかったんですけどねえ」

「理解し難がたいんだけど。おまえは自分を卑下しすぎだ。……とにかく凪、残り時間は、午前の部と同じように、おまえにボールを回すことにする」

「わかった。……どうにかがんばるよ」

「ぬえー……すみませんねえ、鵺がふがいないばかりに凪さんにごめいわくを」

「いや、活躍できなくて、こっちこそ申し訳ない……とにかく、これから俺おれももっと頑張るから」

「じゃあ、そういうことで一いち条じよう、藤ふじ紫むらさきもいいな？」

　赤染が問いかける。

　一条は黙ってうなずく。彼もまた、マークがきつすぎて疲労しており、言葉を発する体力的な余裕がないようだ。

　藤紫は、いつもどおり涼しげな表情であさっての方向を見ていた。

　しかし藤紫の何を考えているかわからない態度はいつものことなので、赤染はタイムの終了を申告して、凪たちのチームは試合へ戻ることに。

　始まった試合の、最終局面。

　敵のオフェンスターンからだ。２年Ｂ組は、男子バスケ部のメンツが中心となって速攻をかけてくる。エンドラインからのロングパスでいきなりハーフラインを突破。一条が両腕を広げて敵のオフェンスを止めようとするが、やはり技術ではかなわない。あっさりと抜けられてゴール下へもぐりこまれる。

　敵が、ゴール下、バスケ部員であればまず外しようもない場所から、確実に狙いをつけてシュート。ゴールの黒枠に当たって、ボールはリングへと吸いこまれる、

　――直前。

　不自然に強い風が、ボールの軌道を変えた。

　リングに当たり、ゴールからはじかれるボール。

「……藤ふじ紫むらさき？」

　ボールの様子を見ていた凪なぎが、藤紫の方へと振り返る。

　藤紫は、天狗てんぐで、風の術を使う妖よう怪かいだ。

「……もう、ボールにはなにもしない。すこしだけ」

　意味のわかるようなわからないようなつぶやきを残し、藤紫は相手側のコートへと走っていく。

　凪は、藤紫の動作を見送ってから、一いち条じようがリバウンドをして味方のオフェンスターンになったことを知り、慌あわてて敵陣へと駆ける。

　その間、ちらりと鵺ぬえを見る。

　やはり、三人にマークされていた。

　鵺に任せっきりにしておくわけにもいかない。凪は一条からボールを受け取り、ゴール下に駆けこむ。けれどたった二人とは言え、敵のディフェンスがきつくてゴール下へ入れそうもない。

　その時、藤紫がこっそりとゴール下へ入りこむのを、凪は見る。

　凪の視線の先で、藤紫が小さくうなずいた。

　凪はその動作を見て、いちかばちか、スリーポイントシュートを狙ねらう。

　奇跡的にシュートは入って、これで点差は１点に縮まる。

　そしてまた、敵のオフェンスターンへと移る。

「やったな凪」

　ディフェンスのために自陣へもどりながら、赤あか染ぞめが凪の肩をたたく。

「まぐれだけどな……とにかく、時間ももう少ないし、どうにかあと一本決めて守りぬきたいところだけど……」

　走って、ゴール下で凪たちはディフェンスのために展開する。

　どうにかここで、相手からボールを奪って一本決めたいところだ。

　けれどここで、今までディフェンスの要として頑張っていた一条が、疲労からだろう、足をもつれさせて転んでしまう。

　凪チームのディフェンス陣中央に、穴が空く。

　敵チームはその穴を通ってゴール下へ侵入を果たす。

　今まさに放たれようとするシュート。

　しかし、ここで藤紫が動いた。



「あ、あかぞめの胸がたいへんなことに」



　超・棒読み。

　しかしつぶやくタイミングが絶妙だったためか、『赤あか染ぞめの胸』という単語が魅力的だったのか、男性陣は赤染へとついつい視線を集めてしまう。

　その注目の先で、赤染の服の中から、はらり、と何かがこぼれた。

　それは、薄い桃色の、不思議な形をした布である。どう不思議かと言えば、小玉スイカぐらいならすっぽりおさまりそうなくぼみの二つある布だ。

　具体的に言うとブラジャーなわけだが。

　凪なぎは気付いた。落ちたブラジャーのベルトの一部が、不自然なほどに鋭利に切れていたことを。

　――藤ふじ紫むらさきは天狗てんぐ、風の術を使う妖よう怪かいだ。

　かまいたちなんかも、お手の物かもしれない。

　赤染に注目していた男性陣が、視線を上げる。

　たゆんっ、という効果音が聞こえてきそうなほど豪快に、赤染の胸がはずんでいた。

「っ!?」

　赤染が慌あわてて胸を両腕で覆ってしゃがみこむ。悲鳴を噛かみ殺したのは、さすが赤染というところか。



    

  
    
      



    

  
    
      　ともあれ、赤染の動きで我を取り戻した男性陣。その中の今まさにシュートを放とうとしていた敵チームの男子は、慌てて赤染から顔を逸そらして、やけに真面目な顔でゴールを凝視し、今まさに手に持ったボールをゴールへと、

「あれ、俺おれのボールどこ？」

　投げようとしたら、ボールが忽こつ然ぜんと消えていた。

　――敵陣から、ドリブルをする音。

　その音に敵も味方も全員が振り返り、やっと気付いた。

　鵺ぬえが、敵陣ゴール下で、シュート体勢に入っている。

　慌あわてて敵チームが戻っていくも、遅い。

　超フリー状態で放たれた鵺のジャンプショットは、綺き麗れいな放物線を描いて、バックボードを頼ることなく、ゴールネットに吸いこまれた。

　凪なぎチーム、逆転。

　そして、試合終了を告げるブザーの音。

　勝ったのだ。

「えええー……？」

　勝利が確定した瞬間、凪が最初にもらした声がそれだった。

　かくして、凪たちのバスケの試合は、勝利に終わったのだった。

　……色々と釈然としない思いを残したまま。



　　　５



　ある意味赤あか染ぞめのお陰で、凪たち１年Ｃ組は総合優勝することができた。

　バスケの試合でどうにか１年Ｃ組が首の皮一枚をつないだことを知った、サッカー班が奮起したのだ。

　何せ、赤染のいるバスケ班が務めを果たしたのである。もしこれでサッカー部を多く擁するサッカー班が負ければ、赤染に何を言われるかわかったものではない。

　そのような理由があり、鬼気迫る勢いでサッカー班は活躍し、１年Ｃ組を総合優勝へと導いたのだった。

　そして調子に乗ったサッカー班が、赤染に「また水着姿になってくれ！」と要求して、すげなく「死ね」と言われ撃沈したエピソードもあるが、閑話なので多くは語らない。

　色々あって優勝できた１年Ｃ組は、制服に着替えたあと、教室で打ち上げだ。

　こういう時、学校から（しっかり片づけること、という条件こそついてはいるが）打ち上げの許可が出るのは、海み鳴なる場ば高校ならではかもしれない。

　机を円に並べて、さっさと敗退したテニス・バレー組が買って来た、もとは残念会用だったジュースやお菓子を広げて、祝勝会。

　十一月の夕暮れは寒いが、教室の中には、まだまだ冷めやらぬ勝利の、あるいは競技の余韻がうずまいていて、暖かい。

　みな、隣り合ったクラスメイトと、自分の活躍について話している。明日が土曜日で休みということもあり、このままの流れで明日も何かをするグループもあるらしく、その相談の声も聞こえる。

　凪なぎもまた、今は――色々なことを、少しだけ忘れて。

　隣り合った鵺ぬえと、話をしていた。

「ぬえー……おなかへったんですよおう。お菓子お菓子」

　……話はしていないかもしれない。

　ここぞとばかりに食べ荒らす鵺を、凪は苦笑いで見ていた。

「まあ、鵺、大活躍だったからな」

　誰だれにともなくフォローするように言うと、鵺がぱっちりと開いた目で凪を見て、ちりりん、と首輪についた鈴を鳴らしながら体ごと凪に向き直り、

「……ところで凪さん、なんか今日、変わったことしました？」

「は？　俺おれが？　……してないと思うけど。なんで？」

　質問の意図がわからずに首をかしげる凪。

　鵺は「実はですねえ」と神妙な顔で、こっそりと凪に口を近付け、

「球技大会に夢中になるあまり、凪さんの監視を忘れてしまったんですよ」

「ああ、そうか。――そう言えば鵺は、俺の監視に来たんだっけ」

　もうすっかりクラスにとけこんでいる鵺を見ていると、『地獄からの使者』とか『九尾の狐きつねの監視役』とか、そういう役目を負っている存在であることを、つい忘れてしまう。

　しかも、忘れていたことを、深刻に感じなくなっている。

　鵺は、八重歯をのぞかせて笑って、

「いいですねえ、人間界。鵺はもうずっとこのまま暮らしてたいですよ。ねえさまがなんで鵺みたいな醜くて無能な生き物を人間界に遣わしてくださったのかはわかんないんですけどね。でも、鵺はますますねえさまに感謝しちゃいますよう」

「……ねえさま……その、『火車かしや』とおまえは、どういう関係なんだ？」

「ねえさまが、地獄を統すべる魔王様で、鵺はその配下の一人。それから――鵺にとってのねえさまは、鵺みたいな醜い生き物をうけいれてくれる、ありがたいお方なんですよお。鵺はねえさまのためなら死ねます」

　八重歯をのぞかせ、ほがらかな笑顔で、終始明るいまま、鵺は言い切った。

　たぶん、『死ねる』というのは、もう鵺にとっては呼吸にも等しいほどの、その存在に直結した決意なのだろう。それこそ、笑いながらでも、何かに夢中になっていても、不意に問いかけられても、いつだって迷いなくそう言えるほどに。

「鵺は頭があんまりよくないですからねえ。言われたこと、すぐに忘れちゃいますし。いっぱいいろんなこと、おぼえられないですし。でも、ねえさまの言ったことだけは、絶対に忘れないように、してたんですけど」

　だめですねえ、と。鵺ぬえは舌を出して笑って、

「監視任務なんていう重要なこと、すっかり頭からとんじゃいましたよ」

「……まあ、仕方ないよ」

　口だけではなく、凪なぎは心からそう思って、言った。

「人間ってさ、楽しいから。……ああ、違うな。こう言うとまるで俺おれが人間じゃないみたいだ。なんて言えばいいのかな……あ、そうだ。『みんなと一緒にいると楽しい』。こうだな、きっと」

「ねえ、凪さん、鵺はですねえ、」

　楽しそうに、でもどこか悲しそうに鵺は笑って、何かを言おうとした。

　しかし、



「鵺、いるかな？」



　１年Ｃ組に入って来た和泉いずみ恋れんに呼び掛けられて。

「……ごめん。ちょっと」

　そう、真剣な、戸惑うような表情で呼び掛けられて。

「あ、はあい。――じゃ、凪さん、鵺はちょっぴり失礼しますねえ」

「ん、わかった。……なんだか知らないけど、気を付けて」

「ぬえー……鵺ごときに過分なご配慮、痛み入りますー」

　そう言って、和泉のいる方の入り口から出ていく。

「……ごめんね」

　和泉も、痛そうな顔で凪を見て、それから凪の視界から消えた。

「……」

　気になりはしたが、和泉が鵺だけを呼びだしたことを考えて、凪はその場にとどまることにした。

　なんとなく、ぽつんとする。

　思い思いに話をするクラスメイトを見て、それからなんとなく目の前のお菓子をつまんで。飲み物を飲んで、そうしていたら、今度は、

「凪、いるな！」

　そんなふうに大声で呼びかけながら、橘たちばなが現れた。

「ああ、橘」

　凪は席を立ち上がりつつ、安あん堵どした表情を見せる。

　実は祝勝会が始まったあたりから橘たちばなも呼びたかったのだが、どこを探してもいなかったので、気になっていたのだ。

　今度携帯電話でも持たせよう、使いこなせるとは思えないけど、などと思いながらも、いったん捜索を放棄していたのだが、やはり気がかりは気がかりだった。

　それが見つかったので、安心した。

　凪なぎは橘に近付き、

「……なんでまだその格好なんだ？」

　光沢の強い黄色い生地でできた、チアガール衣装を見下ろして問いかける。

　橘は「うー……」と上うわ目め遣づかいに凪を見て、

「今の今まで恋れんの奴やつめに説教をされていたのだ。まったく、この私を説教するとは何様のつもりか！」

「ははは……」

　凪、苦笑い。

「とりあえず、着替えて来いよ。待ってるからさ」

「ふむ、それも一理あるのだが――少し、来い。おまえに聞きたい……いや、言わせたいことがある」

「？　と、ちょっ、」

　凪は首をかしげる暇もなく、橘にひっぱられて教室をあとにする羽目になった。

　うしろから一いち条じようと河童かつぱの冷やかすような声が聞こえる。

『あいつらなんか仲いいな』と思いながら、凪は橘に引っ張られるままに、階段を下りて一階、生徒用昇降口手前へと来た。

　球技大会というイベントが終わったあとのせいだろうか、学校で祝勝会をしているクラスは１年Ｃ組だけではなさそうなものだが、暗く寒い廊下は静まり返っていて、なんだか上階から騒ぐ声が聞こえるぶんだけ、ものさびしい場所だった。

「ここでいいか」

　そう言って、橘は三歩、学校の奥側へと凪から距離をとって、振り返った。

　そしてチアガール姿で一回転。

　ひらりと短いスカートが舞って、アンスコが見える。

　凪はなんとなく微妙に目を逸そらして、「どうしたんだよ……」ともごもご言う。

　橘は「うむ」と大仰にうなずき、

「どうだ？」

　と、目を輝かせて言った。

「どう、って」

「この格好をした私だ！　私を見て、どう思うか、それを聞いているのだ！」

「え、それは」

　――かわいい。

　それは、確実だ。

　迷いも反論もなく、上うわ目め遣づかいに見上げて来る橘たちばなには、天下無敵のかわいさがあった。

　けれど凪なぎは、それが事実であろうとも、いや事実であるからこそ、面と向かって言うことができないでいた。

　ようするに、照れるのだ。

「まあ、なんて言うか……」

　視線を泳がせる凪。どうにかうまい言葉はないか、いやもう覚悟を決めてしまおうか。かわいいのは事実だし、そう、てらいのない事実を話すのにどうして『照れ』がいるものか――そう決意して。

　その瞬間に、

「……!?」

　――橘の向こう側。……来賓用玄関前の、確か、校長室や応接室のあるあたり。

　そこに、凪は、鬼を見た。

　今まで応接室にでもいたのだろう、和泉いずみに引き連れられ、鵺ぬえを伴い来賓用玄関を目指す鬼――九く条じようの。相変わらずスーツ姿の似合っていない、まるで少女のような可か憐れんな容姿の少年は。この距離と、この学校を包む『妖よう怪かいの気配を隠す結界』に阻まれてなお、凪の姿を発見したようだった。

　にやり。

　凪をいちべつして歪ゆがんだ笑みを浮かべ、九条はしかしそれ以上のことはせずに、来賓用玄関から出ていく。九条が凪たちの方を向いたことで、和泉と鵺も凪たちに気付いたようだ。和泉はばつが悪そうな表情をしながらも九条を追って来賓用玄関から外へと出て行く。

　そして、鵺が、真まっ直すぐに凪たちの方へと、歩いてくる。

　ちりりん。ちりりん。

　鵺が身につけている首輪から、歩みに合わせて鈴の音が響く。

　その音には橘も気付いたようで、未いまだ答えを言わない凪を恨めしげに見て、それから不機嫌そうな顔で振り返った。

「どうもどうも、鵺ですよおう」

　あはは、と笑いながら、鵺は橘に接近する。

「ぬえー、そう言えば橘さん、ずいぶんとかわいらしいかっこうですねえ。鵺もいつか着てみたかったですよう」

　凪が照れて言えなかったことを、あっさりと言ってのけて、

「ああ、そうそう凪さん。ちょっと残念なお知らせがありまして。ちょうどいいので、鵺ごときのために申し訳ないとは思いますが、聞いていただけますかねえ？」

　――凪なぎの脳裏に鬼の笑った顔が、よぎる。

　あの鬼の、あの笑顔は。かつて凪を追い詰め、凪と戦った時に見せていた鬼ならではの愉悦を感じている時に――九尾の狐きつねを追い詰めている時に浮かべていた、笑顔だ。

「……どうしたんだ？」

　悪い予感が止まらない。

　けれど、問いかけないわけにはいかない気がして、凪は鵺ぬえへと質問する。

　鵺は、八重歯をのぞかせて、いつものように無邪気そうに笑って、

「申し訳ないんですがねえ、やっぱりちょっとありまして、凪さんを地獄に連れ帰ることにしたんですよう」

　――凪にとって、絶望的な宣言をした。

「できたら素直に、鵺といっしょに帰って来てほしいんですがねえ。どうです？」

「……なんでだよ。ずっと人間界で暮らしたいって、さっき、言ってたのに」

「こちらには、こちらの事情があるんですよう。どうですか、凪さん。鵺といっしょに、地獄へ帰ってはもらえませんでしょうかねえ？」

「……『清きよ原はら凪』は、地獄に帰ることは、ない。だから、鵺もそんなのやめて、人間界で暮らしたいなら、俺おれと同じように――」

「じゃ、これで決別ですねえ」

　間髪いれずに、鵺は言う。

　八重歯をのぞかせて笑って、鈴のついた首輪の位置を直しながら。

「鵺は一足先に教室帰ってますねえ。それじゃまたー」

　ばいばい、と。終始笑顔のまま手を振って、鵺は凪と橘たちばなを置いたまま階段を上っていく。

　凪は、その後ろ姿を見送る。

「……凪」

　橘の呼び掛けに反応すらできないほどに、呆ぼう然ぜんとして。



    

  
    
      
第五章　口を開く、地獄へのとびら
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　昨日の祝勝会は、終始楽しい雰囲気で終わった。

　終始。――鵺ぬえにより、『地獄に連れ帰ることになった』と言われたあとも、変わらず。

　宣言されたはいいが、特に動きもなく、夜になっても何事もなく解散し、翌日、土曜日になった。

　学校は休みで清きよ原はら凪なぎはとりたてて予定もなく、一日家で過ごすことになりそうだった。

　まだ朝の五時だ。

　けれど凪はもう目覚めていた。

　自然と目が覚めた、と言うよりも、ほとんど眠れていないのだ。いつものようにベッドに入って、明日は休日だな、なにをして過ごそうかな、予定もないし家にいてもいいか、とそこまで考えて、

「橘たちばなと、二人きり、か」

　そのことに気付いて、なんだか、心が重くなるのを感じた。

　昨日あれから、橘に、けっきょく『かわいい』と言うことができていない。

　ぼんやりしたまま帰って、過ごして、そして朝になった。

　鵺との会話があったあと、橘と何も話せないでいるのだ。

「どうしたら、いいんだろうな」

　今まで意識すらしなかったことを、改めて意識してしまう。

　夏から始まった同居生活である。もう、同じ屋根の下に橘がいるのは当然のことになったはずなのに、なぜか今は、『橘が同じ家にいる』と考えると、不思議な、もやもやした気持ちになる。

「……なんだろう、これ」

　毛布にからまったまま、凪はぎゅっと胸を抑えた。

　その時、がちゃり、と凪が寝室に使っている書斎の扉が開く。

「橘？」

「む、起きていたのか」

　金髪をひきずりながら、寝間着姿の橘が、入ってくる。

　実は、この部屋にまで橘が押しかけて来るのは、初めてのことだった。

「どうしたんだよ、こんな朝早く」

「……どうもせん」

　言いながら橘たちばなが、ぺたぺた足音を立てて近付いてくる。

　凪なぎはなんとなく、横になったまま、橘の足を見ている。

「どうもしない、ってことはないだろ。……今まで、なんだかんだで部屋までは来なかったんだし」

「どうもせんものは、どうもせんのだ」

　凪から、おおよそ二歩の距離で、橘の足が止まる。

「凪、最近、あまり話しておらんな」

「ああ、それはほら、色々あったし……」

　突然始まった話題に戸惑いながらも、凪はそう答える。

　橘は、凪を見下ろして、やけに穏やかに笑う。

「そうだな、おまえには色々とあろう。私にはおまえ以外に、何もないがな」

「……どういう意味だ？」

　橘の様子がおかしい。

　凪は、起き上がって橘に手を伸ばす。

　けれど、橘は拒絶するように一歩下がった。

「いや、これは私のわがままだ。けれど、ついな、おまえが起きていたものだから、言ってしまった。すまん、忘れてくれ」

「わがままなら、言ってくれよ。俺おれは、おまえから居場所を奪った。だから、おまえの居場所になるって言っただろ。……どうすればおまえの居場所になれるかはわからないけど、なるべく、おまえの願いは聞きたいし、おまえに苦労をかけたくない」

「ならば、私を娶めとるか？」

　橘が、真まっ直すぐに凪を見て問いかける。

　凪は、言葉に詰まる。

　その沈黙で、橘には充分だったようだ。

「人間らしくない行動は、とれんか、やはり」

「……それも、あるけど」

「のう、凪。……おまえの中に、私はいるか？」

「……そん、なの、」

　いるに決まっている、と。

　とっさに浮かんだその回答が、真しん摯しな答えではないように感じて、凪は押し黙る。

　橘は笑う。

「おまえの生活は恐らく、私が消えても何も変わらんだろう」

「変わるに決まってるだろ、そんなの」

「どう変わる？」

「どう、って」

「恋れんがいて、『くらすめいと』がいて、学校があって、普通に暮らしていくのではないのか？」

「……なあ、どうしたんだよ、橘たちばな」

「おまえが『人間らしく普通に生きる』ために、私は邪魔なのではないかと――」

「そんなの……！」

「――そう、少しだけ、思ったのだが。……いや、忘れてくれ。邪魔をした」

「橘」

　凪なぎが呼び掛けるが、橘は応じずに部屋から出て行ってしまう。

　凪は、立ち上がって橘を追いかけようと一歩踏み出し、

　――プルルルル。

　無機質な携帯電話の呼び出し音に、足を止めた。

　凪は慌あわてて携帯電話をとる。

「もしもし……？」

『ぬえー……朝から申し訳ないです。鵺ぬえのくせに電話なんてしてしまって』

「……」

　バスケで同じチームだったので、赤あか染ぞめに言われて連絡先を交換していたのを思い出す。

　今までかかって来なかったのですっかり忘れていたが、このタイミングで――昨日、『地獄に連れ帰る』と言われてから、初めての電話。

　身構えずには、いられなかった。

「もしもし」凪は居住まいを正して、「……どうした？」

『ああはい、ちょっとお話があるんですよう。もしよろしければお時間いただきたいんですが』

「……わかった」

　橘のことは、気にかかったが、それでも今は、鵺にまつわることが火急だと、凪は判断した。

　凪は、着替えを探す。

「それで、場所は？」

『できたら学校からは離れた場所がいいですねえ。なるべく誰だれにも聞かれない場所がいいです。あ、凪さんの家からちょっと離れたところに公園ありますよねえ。あそこでどうでしょうか？』

「……」凪はその公園までの道のりを軽く思い浮かべる。「わかった。十分ぐらいで行く」

『そんなに急がなくても大丈夫ですよう。すいませんねえ、鵺ぬえごときのためにお時間使わせてしまって』

「いや……とにかく行くよ」

『はいー。ではお待ちしておりますよう』

　ぷつり、と電話が切れる。

　凪なぎは、たまたま目につくところにかけてあった制服に着替え始める。

　――地獄にまつわる話が、動きだす。
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「む」

　二度寝から目覚めた橘たちばなは、寝巻の前を合わせながらぺたぺた、凪を探して冷え切ったフローリングの上を歩いていた。

　一歩ごとに足の裏から頭のてっぺんまで寒さが駆け抜ける。橘は寝巻に靴下の導入を真剣に検討しながら、ひきずるほど長い髪を体に巻きつけて防寒具がわりにして、ぺたぺた、ぺたぺた。凪を探して家の中を歩き回る。

　無断で凪の部屋（書斎）を開けて、トイレを開けて、風ふ呂ろを開けて、

「……『着替えのしーん』には遭遇せんな」

　誰だれからの入れ知恵だろうか、そんなことをつぶやきながらリビングに来て。

　そこで、橘は置手紙を発見した。

「………」

『今日中には必ず戻る』

　手紙には、それだけ書いてあった。

「目的と目的地を書かんか愚か者め。私はおまえが帰ってくるまで何を食べて過ごせば良いのだ」

　そこまでつぶやいて。

　それから、「あるいはこれは好機なのかもしれない」と橘は思った。

　このすきに料理の練習をするのだ。

「恋れんにできて私にできない道理などないな」

　根拠はない。しかしそう思うことで足取りが軽くなる。橘は髪の毛をひきずりながら台所へと向かい、



　ピンポーン。



　チャイムの音が聞こえて、足を止める。

「……」

　そして何事もなかったかのように台所へと向かう。

　ピンポーン。ピンポーン。ピンポーン。

「……やかましいな」

　しつこそうな気配を感じて、仕方がないので出ることにした。

　ぺたぺた、体を貫く寒さに身をさらしながら玄関まで歩き、がちゃり、と開門。

「あらゆるものが間に合っている。故ゆえに帰れ」

　そんな断り文句を言って、迷いなく扉を閉めようとしたのだが。

「ぬえー……押し売りじゃありませんよおう」

　来訪者が会ったことのある女――確か鵺ぬえとか言ったか――のようだったので、橘たちばなは扉を閉めるのをやめて、顔を見る。

　休日だと言うのに制服姿で、長いツインテールを寒風になびかせ、相変わらず鈴のついた首輪をしている。

「何用だ。凪なぎならおらんぞ」

　橘は不機嫌そうに言う。

　対して鵺は八重歯をのぞかせて笑い、

「ああ、ちょうどいいですよう」

　その凪を自分が呼びだした、とは言わずに。

「ちょっと、二人きりでお話よろしいですかねえ？」
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「……よくわからない」

　カクリ、と糸の切れた人形のように力なく、藤ふじ紫むらさきは首をかしげた。

　――ひどく浮いている。

　それは、巫み女こ装しよう束ぞくにも似た格好の藤紫を見て、誰だれしもが思うことだろう。

　今の藤紫は、天狗てんぐの正装――と言うべきか本性と言うべきかはさておき――である白い小こ袖そでと緋ひ袴ばかま、それに一本歯下駄、という格好である。背中の黒い羽根を隠さず、口もとを芭ば蕉しよう扇せんで隠して首をかしげている。

　どんなロケーションでもたいてい浮いて見える服装ではあるが、おそらくこのロケーションはきわめつき、藤紫がこの格好でいるにはそぐわない場所だろう。

　――生徒会室。

　教室一つに匹敵する大きさの、しかし中央に置かれた円卓にほとんどスペースを占拠されている、よくわからない部屋だ。少なくとも、『生徒自治組織の拠点』としてはおかしい。なにせ円卓しかないのだ。資料も、それを納める棚も、窓口も、目安箱もなにもない。木製の巨大な円卓だけが、その生徒会室にある唯一の設備だった。

　藤ふじ紫むらさきは、その円卓のかたわらに立って、涼しい顔で首をかしげている。

　そして藤紫の隣には、制服姿の和泉いずみ恋れんも立っている。

　和泉の様子は、藤紫とは違い、奥歯を噛かみしめ、必死に何か言いたいのをこらえているかのようだ。



「『よくわからない』。それは違うな」



　――円卓に腰かけた男が、言う。

　一分の隙すきもなくきっちりと着こなしたブレザー。ネクタイの色は黄色で、男が三年生であることを示している。

　ただそこに座っているだけ。和泉と藤紫から見れば、円卓を挟んだ向こう側にいる男は、腰かけて、円卓の上に肘ひじを乗せて、顔の前で手を組んでいるだけ、なのに。

　その威圧感が、尋常ではない。

　視線が合うだけで息が詰まるような、ひと言発するだけで空気が震えるような、静かにただそこに在るだけで全ての者が彼の顔色をうかがってしまうような。何かの呪のろいとしか思えないような重圧を、その男は全身から醸し出していた。

　彼が、この海み鳴なる場ば高校の生徒会長。

　そして何より、『妖よう怪かいを保護する組織』における、和泉恋の上役である。

　和泉は生徒会長の重圧に負けないように、ぎゅっと拳こぶしを握りしめている。

　実際、和泉の中に『怒り』がなければ、腰がひけてしまっていただろう。

「……よくわからない」

　ぼんやりした、涼しげな声で藤紫は繰り返す。

「なぜ、藤紫が～、あなたに協力しなければならないの、か。その説明が、すっぽり抜けてる、感じ？」

「『すっぽり抜けてる』。それは違うな。説明の必要がないだけだ。我々が命じる。君は、この学校で保護している妖怪代表代理として、その命令を聞き入れる。以上だ」

「……納得できません」

　和泉が、生徒会長をしっかりと見て言う。

　生徒会長の視線が、和泉に向かう。

　それだけで息が止まりそうなプレッシャーを感じながら、和泉は一歩、自分を叱しつ咤たするように前に出て、

「『九尾の狐きつね』はあたしたちに対して協力的です。それなのに、黙って地獄に連れ帰られるのを見ているなんて」

「『協力的です』。それは違うな。協力的ではない。ただ、非協力的でこそない、というだけだ」

「でも、だったら、あたしらは妖よう怪かいを保護する立場として、」

「それが地獄の妖怪ならば話は別だ」

　生徒会長は、あくまでも静かに言い放つ。

「地獄の門の管理は、我々の管轄ではない。……話は複雑で、我々には地獄の妖怪をとどめ置くほどの力もなく、また、理由もない。ゆえに我々は判断した。『九尾の狐が円滑に地獄へと帰還できるよう協力する』。誰だれに協力するかは言うまでもないな。九尾を連れ戻しに来た鵺ぬえであり、その鵺を我々のもとへと送り届けた――」

「……前に、この学校で暴れた鬼の組織に、ただで力を貸すんですか」

「『力を貸す』。それは違うな。邪魔をしないだけだ。九尾の狐を黙って見送るだけで、我々の組織と、その鬼が所属する組織とは、以前のように相互不可侵の関係に戻ることができる」

「けど、凪なぎくんはそれを望んでません」

「『望んでません』。それは違うな。そんなことを気にすることが、そもそも違う。我々が『保護する』。妖怪は『保護される』。保護しなければならない義務は我々にはなく、保護されなければ生きていけない事情が妖怪にはある。立場は、我々が上で、妖怪が下だ。そのことは絶対に忘れてはならないし、その一線は絶対に超えてはならない。我々人間のためにも、そして、何より居場所を失った妖怪たちのためにも、あくまで我々は上から、彼らに場所をあたえてやるという姿勢を貫かねばならない」

　それこそが、人間が妖怪にできる償いだ、と生徒会長は言う。

「でも、」

「和泉いずみ恋れん」

　生徒会長は、静かに呼び掛ける。

　それだけで、和泉の言葉は止まった。

「なぜそこまで九尾の狐を庇かばう。もっと視野を広く持て。彼一人が消えるだけで、我々はもとの平和を取り戻せるのだ。そもそも彼は、不当に人間界に出て来たはずだ。これを庇いだてする理由は、理論的にも、利益的にも、感情的にも、ありえないはずだ」

「……」

　和泉には、感情的には、庇う理由があったけれど。

　けれど和泉には、その感情をごり押すだけの理論も、力もなかった。

　悔しさに歯は噛がみする。

　思わずうつむく。

　前から、そうだ。

　和泉いずみ恋れんは無力である。大事な時に、何もできない。

　いてもいなくても、変わらない。

　和泉恋がなにをしても物事は動き続けて止まることはなし、止めるだけの力もない。

　用意して準備して計画してやっと人並みで、突発的な事態には対処できないし、自分でした準備をいっときの感情で、自分でぶち壊しにすることも少なくない。

　――あの日。

『友達に危害を加えた』と橘たちばなに襲いかかり、けっきょく返り討ちにされかけ、凪なぎに護まもられて、凪に人間を辞めさせた、八月。

　あの日から、和泉恋は、なにひとつ成長できていない。

「……あたしは」

「反論など、ないはずだが」

　生徒会長は、断じた。

　和泉は唇を噛かんで前を向いて、

「あたしは、それでも凪くんにいてほしい。あたしはまだ、何もしてないからさ。あたしが余計なことをしなきゃ、凪くんは何の迷いもなく人間を続けられたかもしれないのに、それをやめさせて――その償いを、何もしてないから、さ。だからあたしは、凪くんにいてほしいんです」

「『迷いなく人間を続けられたかもしれないのに』。それは違うな」

　生徒会長は、和泉の言葉に、不動のまま応じる。

「そもそも、九尾の狐きつねが人間として暮らそうというのが、無理があった。破は綻たんする時期は遅かれ早かれ来た。和泉恋、君が気に病むことは何もない。君のせいで九尾の狐がその正体をさらした、と言うならば、むしろ我々は君を誇りに思う。なぜならば九尾が世に解き放たれる前に、この学校にいるうちに処理できるからだ」

「誰だれが誇ってもあたしは誇らない……！」だん！　と、和泉は円卓に手を叩たたきつける。「あたしは絶対に、認めない！」

「『認めない』。それは、ただのわがままだ」

「……っ！」

　生徒会長は、どこまでも正しくて、そして、大人おとなだった。

　和泉は、どこまでもわがままで、そして、子供だった。

　その差が、表れる。

　和泉は無力さを噛みしめ、抵抗の意思を示すように、視線だけは下げず、生徒会長に向けたままでいる。

　しかし、生徒会長は根負けするわけもなく、

「我々は鵺ぬえの行いを黙って見ている。九尾の狐きつねが地獄に連れ帰られるのを、見送る。その過程で、たとえ七尾の狐がエサに使われようとも関知しない。――以上が決定だ。まだ反論があるならば聞こう。君が納得するまでいくらでも付き合おう。我々には時間がある。急がねばならんのは、君の方だ」

「……」

「何もないならば、終わろう」

　生徒会長が、立ち上がる。

　そして、しばし和泉いずみの方を見て、言葉を待つ。

　けれど和泉は何も言えずに。

「では、これで――」



「……よくわからない」



　――藤ふじ紫むらさきが、生徒会長の言葉をさえぎった。

「なぜ、これで終わり～、とか、言えるのか。藤紫は、必要な説明を聞いていない」

「『必要な説明を聞いていない』。それは違うと言ったはずだ」

　生徒会長は言いながら藤紫を真まっ直すぐに視界にとらえ、

「君は、我々の命令に従うべき立場にいる」

「……よくわからない」

「君は確かに多くの妖よう怪かいを動かせるかもしれない。その妖怪の軍勢をもって我々組織をつぶすことなど容易かもしれない。けれど君は理解しているはずだ。そんなことをして何になる？　人間に危害を加えた君たち妖怪を他ほかの組織が潰つぶすだけの話だ。いいか、女によ天狗てんぐ。君は強い。妖怪は強い。対して我々は弱いが――『人間』という集団は、君らよりもよほど強い。我々は、『人間社会』から君らを庇ひ護ごしてやっているのだ。その我々が、君にいちいち丁寧に説明をしてやる義務はないよ。それとも君は、君と君の仲間を犠牲にしてまで、九尾の狐に一時の平穏をあたえるつもりなのか？　そこにどんな得がある？　それとも君もまた、わがままでこの学校の全ての妖怪を危険に巻き込むつもりなのか？」

「そんなつもりは、ない」

「ならば」

「けど」

　ぽつり。

　ごくごく小さな、吐息のような声で。藤紫は、言って。

　それから真っ直ぐに、男を見た。

「……よくわからない。なぎがよくわからないから～、藤ふじ紫むらさきたち妖よう怪かいは、なぎを、見捨てない」

「……どういうことかな」

「なぎは、人間じゃない。けど～、なぎは、妖怪でもない」

「『妖怪でもない』。それは違うな」

「ちがわない」

　藤紫は、断定する。

「なぎはいま、とても、半端なところにいる。……それは、すごく興味深い。藤紫は理解している。ぜんぶの妖怪が力を合わせても～、たぶん、『人間社会』には、勝てない。勝ってたら、いま、地上は妖怪が支配している？　感じになる、はず」

「……そうだ。だから、」

「藤紫は、人間の味方」

「……」

「人間がそう願って～、人間がそう望んで～、人間がそう設定して～、人間のために、人間を護まもってた。でも、人間は藤紫を裏切って、山を奪って、藤紫を追いだした。だから藤紫は、世界征服？　とか狙ねらってみた」

「それがなんだと言うんだ」

「妖怪に役目をあたえるのは、いつだって人間」

「……」

「でも～、藤紫を人間の味方にもどしたのは、なぎ」

「だから、九尾の狐きつねが人間だと、君はそう言うのか？　それは無理がある」

「人間に、なるかも？　しれない」

「『人間になるかもしれない』。その可能性は、ありえない。ありえたとしても、あまりにも低い。全滅を覚悟してまで護るほどの可能性ではないはずだ」

「年季が足りないよ、若造」

「!?」

　藤紫の口調が急変して、男は初めて、表情を驚きに染めた。

　藤紫はしかし、いつものように涼しげな顔で、口調が変わったことなどなんでもなかったかのように、淡々と続ける。

「妖怪は、破滅など～、怖れない。怖れるのは、役目を喪うしなうこと、だけ。でも、その役目をあたえるのは、人間。だから～、妖怪は、『人間社会』に勝てない」

　――けど。

　藤紫はなぜだか、壁へと視線をうつして、

「なぎは、可能性。妖怪が妖怪に役目をあたえる、妖怪が人間に何を望まれるわけでもなく、自分で目標を持てるようになるかも知れない可能性。千年以上も人間に生かされてるだけだった妖怪が～、自立できるようになるかもしれない？　っていう、可能性」

「……」

「死ぬのとか、ほろびるのとか、どうでもいい。――妖怪は、永く生きすぎてる。怖いのは消えることじゃなくて～『このまま』でい続けるしかないこと。だから～、藤ふじ紫むらさきは、凪なぎを地獄に帰すわけには、いかない。これは、妖怪が存在をかけてまもるべき、可能性」

「……他ほかの妖怪たちは」

「もう確認してある」

「……」

「それでもあなたたちが凪を地獄に帰そうとする？　なら～。覚悟したほうがいい。人間は怖いらしいから。妖怪と違って、ほろびる程度のことが」

「……ならばもう、我々に切ることのできるカードはない」

　男は沈痛なため息をついて、

「君らの勝ちだ。我々はあくまでも我々の利益のために、九尾を連れ戻す計画に干渉しないことを決めた。……滅ぼされてまで貫くべき不干渉ではない」

「……」

　その沈黙は、和泉いずみのものだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　何もできず、いてもいなくても、変わらなかった。

　――力が、ほしかった。

　唇をかみしめ、勝利の苦さを味わう。

　それから。

「ただし、覚悟することだ。その選択の代償は、君らに振りかかるだろう」

　男が言う、その言葉に。

　――もしも『代償』とやらを払う時が来るならば。

　その時には、みんなの力になれるぐらいに、強くなりたい。

　和泉いずみ恋れんは、そう思った。



　　　４



『たぶん、地獄の門のあたりまで連れて行かれたんじゃないかな』

　公園で一向に現れない鵺ぬえを待っていた凪なぎに、和泉は突如電話をかけてきて、そう告げた。

『確実だと思ったのかもね。そのほうがさ、凪くんを説得したり、ねじふせたりするよりもね』

「つまり俺おれは、鵺に騙だまされて……橘たちばなを一人にしてしまった、のか？」

『まあ、そうかもね』

　迂う闊かつすぎる。

　居場所になると、護まもりたいと言っておきながら、危険にさらしてしまっている。

「とにかくありがとう！　和泉先輩、俺はこれからその『地獄の門』って場所に行く」

『あたしは本当、何もしてないんだよね』

　謙けん遜そんではなく、自じ嘲ちようと落胆の感じられる声で、和泉は言う。

『雨が降ってたら傘をとどけてあげるぐらいのことは、自分だけの力でしたかったんだけどさ。……ごめんね、何もできなくて。全部、藤ふじ紫むらさきのおかげなんだ』

　その比ひ喩ゆは、やっぱりよくわからなかった。

　けれど、

「でも、和泉先輩が教えてくれなかったら、俺はみすみす橘を喪うしなうところだったかもしれないから……経緯はよく知らないけど、ありがとう」

『……場所の地図はメールで送るから、あとはがんばってね』

　そう告げて、和泉は電話を切る。

　それからほどなくしてメールが来て、凪はそこに添付されていた地図を見ながら、『地獄の門』のあるらしい場所を目指す。

　凪の家から学校の間にある、十字路の一つ。

　普段は左折するその場所を、右折する。

　こうして普段と別な道を通っても何もない土地が広がっているのを見ると、普段通っている高校の異常性がわかる。広大な空き地の中心に、ぽつん、とあの学校はあるのだ。

「少し普段とは違う道を通るだけで、すぐにわかったはずなのに」

　けれど、凪なぎは今まで、この異常さに気付かなかった。

　目を逸そらしていた。

「『人間として普通に』生きて来た結果か……」

　間違っていたのだろうか、と凪は少しだけ考える。

「間違いじゃないとは思う、けど……」

　人間らしく生きるのに、橘たちばなが必要か？　そう自問すると、答えが出ない。

　いや、出てしまうのだ。橘の存在が、凪を『普通の人間』でいさせてくれない、と。

　けれど、その答えを出すことを、凪は厭いとう。

「橘……」

　幼い妖よう狐こを喪うしなうような結論は、出したくなかった。

　――考えながら、やっと地図の示す場所にたどり着く。

　そこは、さびれた神社だった。

　朽ちた石段と崩れた鳥居、隙すき間まない落ち葉のじゅうたんに足が埋まり、がさりがさり、一歩ごとに音を立てる。

　数歩歩けばもう、賽さい銭せん箱ばこの前にたどりつく。もっとも、その賽銭箱は誰だれかにこじ開けられたのだろう、強引にフタが開けられ、そして誰かが直すこともなく、そのままで。中には浄じよう財ざいの代わりに、組くみ紐ひもと鈴が入っているのが見えた。

　その上方、本来組み紐がぶらさがっていたであろう高さに、黒い穴があった。

　黒い、炎のようなものが、ちろりちろりと絶えず中から立ち上っている、大きくはない穴。……清きよ原はら凪はその穴に見覚えはないけれど。それでも、その穴が何かはわかった。

　――地獄の入口。

「ぬえー……あと一歩だったんですけどねえ」

　賽銭箱の横に立っていた鵺ぬえは、八重歯を見せて困ったように笑いながら、言う。

「凪……」

　鵺の横に立っている、普段着である着物を着こんだ橘は。どこか冷めた様子で名前を呼んで。



「私のことはいい。家に帰れ」



　――耳を疑うような、発言をした。

「……なん、……橘たちばな、おまえ、さらわれたんじゃなかったのか……？」

　目を見開いて、どうにか凪なぎはそれだけ言う。

　けれど橘は、腕を組んで凪から顔をそむけ、

「私は、私の意思でここにいるし――私の意思で、地獄行きを決めた」

「ぬえー……橘さん、そのことなんですけどねえ」

「黙れ」何かを言おうとした鵺ぬえを、橘はにらんで黙らせ、「凪、私の『誇り』は、『おまえを人間でいさせること』だ」

「……」

「私の存在は、どうやら『そのこと』の妨げにしかならんと、判断した。故ゆえに私は身を引こう。私の存在がおまえを苦しめる。……妖よう狐こは、誇り高い。誇りのためならば、おまえと離れることなどどうということはない」

「なんでそんなこと言うんだ……俺おれは、俺はそんなこと望んでない！」

「おまえの望みよりも、私は私の誇りを優先させる。……いや、もとからそうだったはずだ。私は、常に私の誇りのために生きて来た。おまえは私に誇りを保たせる手段でしかなかった。それだけの話だ」

「……」

　言葉が出ない。凪はしかし、ふらふらと橘に近付いて行くが、

「来るな」

　はっきりと、橘は言葉に出して拒絶する。

「おまえはもともと、自分のことだけで精せい一いつ杯ぱいだっただろう。私はおまえの負担になどなりたくないのだ」

「負担になんてならない。だから、」

　凪の言葉は、しかし、途中で止まる。

　ズドン！

　橘が火球を凪のつま先のそばに放ち、言葉を止めたのだ。

「精一杯でないとでも言う気か。おまえは、いつでも『人間らしく生きること』に精一杯であろうが！　おまえには私がいなくとも、私が来るまでずっと一緒にいた相手が沢たく山さんいるであろうが！」

「……」

「私にはもう、おまえしかいないのに！　おまえを喪うしなえばもう、私には行く場所などないと言うのに！　なぜ私の不安がわからん！　なぜ私を、おまえにまつわる出来事から遠ざける！」

「それは、鵺の……地獄のことか？」

「それだけではない！　私が何をしても、おまえはまず周囲の目を気にする！　『人間として普通かどうか』を気にする！　私のことを『関係ない』と言ってみたり、従姉いとこ扱いしてみたり……もう、限界だ！　私は、おまえの邪魔にしかなっていないのだろう!?」

「それは違う！　俺おれは、おまえをなるべく危険なことにかかわらせたくなくて、だから、」

「かかわらせろと言っているのだ！」

　橘たちばなの全身から、黄金の光がほとばしる。

　その光は凪なぎの元へも届き、そして爆発した。

　熱と衝撃に、凪は体をぐらつかせる。

　橘は、一瞬だけ声を詰まらせたけれど、

「私は弱くない！」

　言葉と意思を光に乗せて、凪へと、ぶつける。

「なぜ私を頼らんのだ！　なぜ私に何も言わんのだ！　おまえは、私をそれほどまでに信用できんのか!?」

「信用……？」

　痛みを感じながら、凪はかすれた声で問いかける。

　橘が、光と破壊をまきちらしながら、近づいてくる。

「私には、おまえがわからんのだ！」

　橘が、凪の襟えり首くびをつかむ。

「おまえは、私の居場所となってくれた！　おまえは、私を救おうとした！　けれど、おまえは同時に、私を閉じ込めようとしているように思えてならんのだ！」

「閉じ込める……？」

　炎に焼かれながら、凪は問いかける。

　橘はぐっと強い力で凪の襟首を下へとひっぱり、

「おまえのような人間は好きだと思った。けれど、おまえもまた、やつらと同じように、私を『保護』だの『管理』だの言いながら飼うだけの、最低な人間なのではないかと、疑ってしまうのだ……！」

「ああ、そう、なのか……」

　――やっと、理解できたような気がした。

　護まもりたくて、危険な目に遭わせたくなくて、なるべく『九尾の狐きつね』にまつわることに、かかわらせないように、気き遣づかった。

　日常生活では、あまり変なことをして欲しくなくて、色々と注意もした。

　けれど、その気遣いや注意は、橘の個性を殺して、自分の望むように仕立て上げるものだった。

　望みのままに、橘の行動を制限する。

　それは、橘が常々嫌悪している『人間』、そのものではないか。

「俺おれのしてたことはけっきょく、おまえを都合よく飼っておこうって、そういうことだったんだな」

「凪なぎ、私は何を信じればいいのだ？」

「……」

「おまえを『人間らしく普通に』生かすためには、私の存在は邪魔なだけだ。いかにおまえに都合よく生きることができようとも、私とともに存在するだけで、おまえは『普通の人間』から外れて行く……」

　そんなことない、とは、凪は言わなかった。

　事実、橘たちばなと関かかわり合いになるまで、清きよ原はら凪は『普通の人間』でいられたのだ。

　その事実を無視して、口先だけで甘い言葉を吐くことは、できなかった。

　だから、凪は、橘に焼かれて痛む自身の心に、じっくりと問いかけて、

「俺は、おまえと離れたくない」

　出て来た答えを、飾らずに、声にする。

「だから、これからは、楽しいことも、危ないことも、俺に関することは全部、おまえに教えるから。だから……どうか、いっしょにいてほしい」

「その答えは、そう答えた方が『人間として普通だから』なのか？　恋れんや他ほかの人間どもにも、同じように言えるぐらいに、軽い言葉なのか？」

「いや」

　凪は、ゆっくりと首を横に振って、

「信じられないかもしれないけど、信じてほしい。『人間』じゃなくて……『清原凪』だけでもなくて、全部ふくめた俺が、そう感じてる。誰だれでもなくて、おまえに、お願いだから、そばにいてほしいって。はっきりとはわからないけどたぶん、俺にとって、おまえは特別なんだと思う」

　凪は、橘の黄金の瞳ひとみを真まっ直すぐに見る。

「……ふん」

　橘は、凪の襟えり首くびから手を放し、腕を組んでうつむく。

　身長差の問題で、もう、凪からは、橘の顔は見えない。

　けれど、橘の全身からほとばしっていた、暴力的な金色の光は、収まっている。

　だから凪は、安心して、橘の言葉を待つことができた。

　橘はうつむいたまま、ぼろぼろになった凪のシャツの裾すそをつまんで、

「おまえが私を特別と言うのならば……戻ってやらん、こともない」

　どことなく恥ずかしそうに言った。

「ありがとう。……俺もおまえを頼るから。だから、今度は思い詰める前に、おまえも、俺を頼ってくれ。……頼りないかもしれないけどさ」

「ふん」

　橘たちばなは、それ以上言葉を重ねない。

　凪なぎは笑って――それから、

「鵺ぬえ」

　静かに鵺へと視線をうつす。

「ぬえー……忘れられてたかと思ってましたよう」

　八重歯をのぞかせて鵺は笑う。

「おっしゃりたいことはわかりますよおう。もともと、橘さんを地獄に連れ帰る前に凪さんが来た時点で、鵺の作戦は失敗しているんです。橘さんをエサに凪さんを地獄に呼び戻す計画ですからねえ。ふいーん……やっぱり鵺ごときの足りない頭で考えた作戦なんて、うまくいきませんねえ」

「……作戦が失敗したのはわかったけど、これからどうするんだ？　俺おれをどうにかして連れて帰るか？　……ちょっと前ならともかく、今はもう、どんなに理由を並べられても、地獄に帰ることは、できない。俺は、こいつと、人間界で生きていくって決めたから。こいつが、清きよ原はら凪の人生にとって邪魔なんかじゃないって、証明するって決めたから。地獄なんていう場所に閉じこもることは、もうできない」

「となると、力ずく、になるんですかねえ」

　ちりりん……鵺が首輪の位置を直すと、鈴が鳴る。

　応じるように、凪は身構える。

　しかし、

「……やめときましょうかねえ」

　鵺は、無邪気な笑顔を浮かべて言った。

「どうせ九尾さんには勝てませんし。それに凪さんとは、戦いたくないですよおう。鵺ごときにはお二人を傷つける覚悟などありませんよう。『火車かしや』のねえさまには、失敗したって連絡して、鵺はもうちょっと、気楽に学生生活続けましょうかねえ」

「……そうか」

　それは、必ずしも完全な解決とは言えなかった。地獄にいる『火車』がまた鵺に命じないとも限らないし、また新しい妖よう怪かいを、凪を連れ戻すために遣わさないとも限らない。

　けれど今は、鵺の言葉に笑って、

　――ぐらり。

　安あん堵どしたせいか、気が遠くなっていくのを感じた。

「凪っ!?」

　橘が心配そうな顔で、凪の体を支えようとするが、凪は倒れてしまい、橘も体重を支えきれずに、地面に倒れ込んでしまう。

「ええい！　そういうことは意識があるうちにやらんか！」

　落ち葉がクッションになったのだろう。押し倒された橘たちばなは元気そうだ。

　鵺ぬえはその様子を笑顔でながめて。

「……というわけです。鵺がふがいないばっかりに、もうしわけありませんねえ」

　――かたむいた本殿の裏側。

　鵺は、そちらは向かずに、橘に気付かれないように、そこにいるモノに話しかける。

「……」

　隠れて顛てん末まつを見守っていた何者かは、落胆の息をつく。

　それから、

「……九尾、おまえは――」

　――鬼は、何かを言いかけて、やめて。

　少しだけ寂しげに、落ち葉を踏み分けて、橘たちがいるのと反対側から、神社をあとにした。



    

  
    
      
幕間





「……そう、鵺は彼を連れ帰れませんでしたの」

　それは、女性の声だった。

　事務所のような構造の、明かりを点つけていないせいで暗い部屋で、九く条じようのはネクタイをゆるめ、椅い子すに腰かけ、パソコンのモニターをながめている。そのモニターから、女性の声は聞こえて来るのだ。

　そのパソコンは、普通のパソコンではない。九条の所属する組織が、ある場所と通信する時にだけ使用する、パソコンの形をした霊具だった。

　ある場所とは、すなわち、地獄。

　今は、炎えん熱ねつ地獄とつながっている。

　――凪なぎがその昔いた、地獄である。

「清きよ原はら凪、そう名乗っているのですわね、彼は」

　モニターから女性の声が響く。

　その顔は、ノイズと暗さに邪魔され、よく見えない。

「その通りだよ」応じる九く条じようのの声はどこか投げやりである。「……まったくくだらない。人間に偽装するなんて、九尾も無駄なことをする……」

「彼が行うのであれば、それは外からはうかがい知れないほどの深謀遠慮があるのでしてよ。『無駄』などと、そのようなこと、彼がするはずがございませんわ」

「……貴女あなたの九尾に対する評価は、過大だよ、はっきり言ってね」

「彼は間違いませんのよ」

　パソコンのモニタに映る女性は、はっきりと断言する。

「彼のしていることを『愚か』や『無駄』と断じるのは、あなたの愚かさを露呈するも同じでしてよ」

「……ふん」

　九条はくだらなさそうに鼻を鳴らして、

「まあいい。僕はあいつに何か目的があったとしても興味はないし、九尾や――『火車かしや』、貴女のような妖よう怪かいは、地獄に閉じ込めるなどというまどろっこしいことをしないで、さっさと殲せん滅めつしてしまうべきだと考えている」

「口の利き方に気を付けたほうがよろしくてよ、鬼九条。画面越しとは言えわたくしと目を合わせているのですからね。わたくしがその気になれば、あなたは既に消し炭になっていることを、もう少し自覚なさいな」

「あいにくと、画面越しの妖術でやられるほど、弱くはなくてね」九条は自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。「それに、貴女が僕に――『人間の味方の鬼』に手を出すならば好都合だ。願ってもない……貴女たちを殲滅するには、ある程度の大義名分が必要でね」

　九条が獰どう猛もうな笑みを浮かべて、モニターの向こう側にいる火車に言う。

　火車は、楽しげに笑っただけだった。

「ともあれ、彼……凪なぎは地獄に連れ帰ります。わたくしは今の地獄をそれなりに気に入っておりますのよ。ただ、足らないものは凪だけ……凪さえいれば、わたくしの地獄は完成いたしますの」

　そう言って、火車は妖よう艶えんに笑う。

　九条は嫌そうな顔をして、

「貴女の九尾に対する執着には、背筋が凍る。……それとも、気持ちが悪い、と言おうか？」

「わたくしは、凪のいる地獄で過ごしたいだけ。ともに在るべき相手とともに在ろうと望むこと、この自然な気持ちのどこが気持ち悪いとおっしゃられるのか、わかりませんわ」

「……こちらとしても、九尾のような危険な妖怪を地獄に連れ帰ってくれるならば、言うことはないんだけどね。上層部は『妖怪との共存のためのテストケース』などと静観するつもりのようだから、僕はおおっぴらには動けない。貴女あなたの協力があるのは、願ってもいないことだ。『気持ち悪い』が気に入らないなら、とりけそう。貴女はまだ、僕にとって有益だ。ここで機嫌をそこねたくはない」

　九く条じようのの口ぶりは、どことなく挑発的だ。

　けれど、火車かしやは気にしたそぶりもなく、たおやかに笑んで、

「では、許可はしていただけますわね？　――わたくしが地上に出ることを」

「ああ、僕がなんとかしよう。せいぜい九尾を連れ戻すため、努力するといい」

「言われずとも。……もっとも、凪なぎが地獄に帰らないと言うのであれば、地上を地獄にするだけの話なのですけれど」

「……」

　九条は火車の挑発的な発言に沈黙で答える。

　火車は笑って、

「では、これで。……鬼九条、あなたには期待しておりますわよ」

　通信を、切った。

　ぶつん、とパソコンのモニターが暗くなり、九条を照らす光は部屋から消えうせる。

「ふん……好きなようにしたらいいさ」

　九条は暗くなったモニターにつぶやく。

「貴女が地上で暴れてくれれば、地獄を殲せん滅めつする大義名分が出来るし――九尾が貴女に力で対抗するならば、上層部も『テストケース』などとは言っていられなくなる……」

　ぎしっ、と椅い子すをきしませ、九条は立ち上がり、

「そしてその時こそ――僕が、九尾を殺す」

　今まで通信をしていたパソコンを、拳こぶしで叩たたき壊した。



    

  
    
      
終章　幼い狐きつねとのこれから





　目覚めた清きよ原はら凪なぎは、数秒、自分がどこにいるのかわからなかった。

　周囲をうかがい、やっと、ここは自分と橘たちばなの家だと気付く。

　凪の両親が『凪と橘が一緒に住むように』という過ぎたる親バカを発揮してあたえてくれた家。凪が目覚めた場所は、今現在すっかり橘の部屋となっている寝室――凪が寝床にしている書斎ではなく、寝室だった。

　どうやら鵺ぬえはきちんと言葉通り、凪を地獄に連れ帰るのをやめてくれたらしい。気絶しているあいだに運ばれていたらどうしよう、なんて目覚めたと同時に思って肝を冷やしたものだが、それは杞き憂ゆうだったようだ。

　なんとなく、腕を真まっ直すぐに伸ばす。

　ひきつるような痛みが走り、凪はわずかに顔をしかめた。

　どうにも、橘に負わされた傷は、思ったよりもダメージが残っているようだ。

　むき出しの素肌を見下ろせば、幾重にも包帯が巻かれている。

　ところどころ緩すぎたりきつすぎたりと、非常に不器用な巻き方だ。

　だから、その不器用さに、自分を治療してくれた相手が誰だれなのか、なんとなく理解して、凪は笑った。

「……ん？　むき出しの素肌？」

　――服がない。



「うむぅ……起きたか」



　もぞり、もぞり。

　すぐ隣で動く物体があった。

　あたたかくてやわらかくて、

　すべすべで、つるつるで、

　きめ細かくて、ふんわりした、

　そんな物体である。

「たたたたた橘!?」

　漫画でしか見ないようなどもりかたをして、凪はずざっ、とダブルベッド内で可能な限り距離をとる。なぜベッドから出ないかと言えば、自分が全裸であるのがわかってしまったのだ。正確には、パンツ一枚と包帯という姿。

　そして。

「凪なぎ、私は思うのだ」

　凪が慌あわてて持っていってしまった毛布の代わりに、金髪をまとって、しどけなく凪のほうを見る橘たちばな。

　――正しよう真しん正しよう銘めい、全裸だった。

「おおおお思うってなにを!?　いやその前に服を着た方がいいんじゃないかなお互いに！　っていうかなんでおまえまで服着てないんだよ!?」

「それはだな、治療のために、おまえの服を――ぼろぼろだったので、破いたのだが」

「……」

「ついでだから私も脱いでおいた」

「意味がわからない！」

「凪、私は思うのだ」

　橘が仕切り直す。

　凪は橘の方を見ないようにしながら、「なんだよ」とかすれた声で言う。

　橘は大仰に「うむ」とうなずき、

「おまえは、実際のところ私をどう思っているのだ？」

「……それは、その……大事だと思うよ。うまく、言葉にできないけど……」

　橘のお陰で、変わることができるから。

　切っても切れない。なくてはならない、橘は、凪にとって、大事な存在だ。

　けれど、

「……どんな言葉も、違う気がする。どんな関係性でも、言い表せない気がする。俺おれと橘はなんて言うか……まだ、色々と途中で。まだ、始まったばっかりで……」

「まあ、言葉など良いのだ」

　そう言って、橘は笑う。

「私がいて、おまえがいて、おまえが私を特別に思っていれば、それで良いのだ」

「……橘」

　凪は穏やかな笑顔を浮かべる。

　橘はその笑顔に微笑ほほえみ返して。

「だが、しかしだ」

「……」

「言葉はいらん。特別であることがわかればいい。それはまったくもってその通りなのだがな。凪よ、重要なので繰り返すが、特別であることがわかればいい。『わかればいい』の部分は重要だ」

「……え、ええと？」

　凪なぎは冷や汗が頬ほおを伝って貼はられたガーゼにしみ込んでいくのを感じた。

　橘たちばなは金髪のみをまとった格好のまま、あくまでも尊大にうなずいて、

「そこでだ凪。おまえには態度で示してもらうことにした」

「どういうことですか……？」

「思えば、おまえの周囲は女ばかりではないか。恋れんに小娘に天狗てんぐに……鵺ぬえに、最近また増えただろう。球技の大会の時におまえと同じ組で同じ競技をしていた連中だ」

「いや、ろくろ首と河童かつぱとはそこまで接点ないけど……」

　凪のつぶやくような反論を橘は当然のごとく無視する。

「そして飛ひの縁えん魔まに姑う獲ぶ鳥め……特に飛縁魔の奴やつは油断ならんな！」

「あの、俺おれはその二人とほとんど面識ないんだけど……」

「凪、それもこれも、おまえが甘いからいかんのだ」

「えぇ……？　はい、すいません……」

「だがな凪よ、私は出来た伴はん侶りよ故ゆえに、おまえの甘さをどうこう言わん。おまえは甘い。これは仕方ない。その上で私はお前に、他ほかの女と私との差別化を要求するのだ」

「……」

　悪魔との契約書にサインをさせられるような、そんな不気味な予感があった。

　けれど、凪はうまく反論できなかった。

　橘はだから、続ける。

「ひとつ。折角大きな寝所があるのだから、今日からは枕まくらを並べて眠ろう」

「いや、それは……」

「なにか反対する理由はあるか？」

　人間として普通じゃない――そういう理論を使わないと決めた今の凪には、反対できるほど確固たる理由など、なかった。

「ひとつ、私に料理を教えること」

「ああ、それなら」

「――というようなことを、三十六カ条にまとめておいたので、あとで見ること」

「三十六!?」

　もう逃げるしかないような数だった。

「まあ、だがな凪よ。一番大事な約束だけは、言っておくぞ」

「なんでしょうか……」

　もはや凪は半笑いである。

　橘はやはりさきほどまでと同様、尊大に大仰にうなずいて、

「二度と私を置き去りにするな」

「……」

「私はおまえと比翼連理、一いち蓮れん托たく生しようであることを望んでいる。向かう先が危地だろうが地獄だろうが変わらん。凪なぎ、おまえが私のことを考えてくれるのならば、私はともに傷つく道を選ぶことを、覚えておけ」

「わかってるよ」

　もう、忘れない。

　痛いほどに――体と心に刻み込んだから。

「ならば、良い」

　橘たちばなはふん、と鼻を鳴らして。それから、ごろりと転がり、枕まくらに顔を押し付けて。

「ところで凪」

　くぐもった声で。

「このあとどうすれば子供ができる？」

「はぁっ!?」

「裸で眠るところまでは知っているのだが、この先がわからん。……惜しいことに、おまえが寝ている間に既成事実を作ることは叶かなわなんだ」

「いや、あの、それは、その、ええと……橘には、まだ早いんじゃないかな」

「鵺ぬえの件で、鵺の目的をおまえから聞くことが出来ずに、いたく傷ついた私は、三十六カ条の中に『隠し事をしないこと』というのも組みこんでいるのだが？」
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　凪なぎは逃げ場を探すが、どこにもなかった。

「さあ凪、知っていることを洗いざらいぶちまけろ。私に色々と教えるがいい」

「……たすけて」

　つい小声でつぶやくが、ここは、凪と橘たちばなだけの家。

　二人以外に誰だれもいない二人だけの居場所。

　救いを求める声はとどかず。

　凪は『どう橘を傷つけず誤ご魔ま化かすか』に心を砕くことになった。



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　初めまして、あるいはお久しぶりです。

　とあるあとがきで『かわいいは力ってフレーズ、何で見たんだっけ？』とか書いていたら、なんと本作『ふぉっくすている？　２本目』であることが校正作業中に発覚し、自分の記憶力が信用できなくなった者です。

　冬ふゆ木きは演劇部出身でして記憶力にはそれなりの自信があったわけですが、右の出来事のせいでその自信もゆらぎました。自信を持てる何かを探すためにとりあえず情報収集をしたいと思いますが、なにぶんテレビがない家に住んでいると情報収集もままなりませんね。あっても見ない気がしますが。

　さて、本作の内容に少しだけ触れましょう。些さ細さいなネタバレすらＮＯな方は読まないことをおすすめします。まあ、口絵を見ていただいていれば、ネタバレでもなんでもないことなので、構わんよ、という方はこのまま進んでください。しのびねぇな。

　今回、橘たちばながチアリーダーをやっています。

　このチアリーダーという衣装は冬木が演劇部時代にコーチとして冬木を指導してくださったＴ先輩の発案なわけです。

　どういった経緯でこのアイディアが出たかと言えば、そう、あれは拙著、『ふぉっくすている？　１本目』を読んでくださった先輩が、冬木の作家デビュー祝いもかねて冬木宅にいらした時のことです。

Ｔ先輩「チアガールとかどう？」

冬木　「え？」

Ｔ先輩「黄色いチアガールとか、好きなんだよね」

冬木　「はぁ、なるほど」

Ｔ先輩「出してくれたらニヤニヤするから」

　ニヤニヤしてもらうことにしました。

　こんな感じで衣装を決めて、そこから話を作ります。かくして『ふぉっくすている？　２本目』は『どうにか橘がチアガールの衣装を着ることができる話』→『運動会系』→『球技大会にしよう』となりました。冬木は単純な生き物です。

　今回はしかし、個人的には藤ふじ紫むらさき回です。

　冬木の中で藤紫の存在感が急上昇中。

　もちろん新ヒロインも出るよ！

　という感じで謝辞にうつりたいと思います。

　まずは担当の児こ玉だま様。まじでプロット勉強してます。勉強してますよ！　そう、結果が出ないだけで……「いきなり本文を書いたほうがいいんじゃね？」と未いまだに思ってしまう性根を叩たたき直します。しばらくご迷惑をおかけするかと思いますが、どうぞこれからもよろしくお願いいたします。

　イラストの犬洞いぬがほらあん様。イラストのかわいさが相変わらず尋常じゃないです。冬ふゆ木きもある程度は「今回はこのキャラが死ぬほどツボりそうだな」とか覚悟しているわけですが、「まさかこいつか！」となります。ガーターベルトいいよガーターベルト。ありがとうございます。もっと頑張ってかわいいキャラを書きたいです。可能な限り最速で！　頑張ります。

　他ほかにも『ふぉっくすている？　２本目』にたずさわってくださった全ての方、そして何より読んでくださっている読者の方々に、無上の感謝を。

　１本目と比べてキャラクターが（名前があるだけで）片手では数えきれないぐらい増えた２本目。次はどんだけ増えるのか……冬木は何も考えてません。

　それではこれにて失礼いたします。



冬木冬ふゆ樹き
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　冬木冬樹（ふゆき・ふゆき）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作受賞。

　　１９８７年２月３日生まれということなので、最近24歳になりました。そろそろ20代後半なので、たぶんもう年齢について書くことはなくなるんだろうな……

　　著者近影は自分で描いてます。
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　犬洞あん（いぬがほら・あん）

　　７月９日生まれ。Ｏ型。

　　名古屋生まれの原画家・イラストレーター。

　　願いのお星様ピノのおかげで
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　　いけ！そこだ！押し倒せっ橘っ!!

　　http://yaplog.jp/inuan/
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